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本書について
本書には、下記の製品に関する保守と参照情報が記載されていま
す。

PC 300 (Type 6272, 6277, 6282, 6287, 6561, 6562, 6588,
6592, 6597, 6862, 6892)
PC 330 (Type 6577)
PC 340 (Type 6560)
PC 350 (Type 6587)
PC 360 (Type 6598)
PC 365 (Type 6589)
PC 750 (Type 6887)
IntelliStation (Type 6865, 6888, 6889, 6893, 6898, 6899)

本書は次のような 2 つのセクションに分かれています。

� 保守情報には、問題のある FRUを特定する手順、異常現象
と FRU の関連表、関連サービス手順、およびイラスト入り
パーツ・カタログが含まれています。

� 参照情報には、安全上の注意、製品説明、システム機能につ
いての一般情報、および保守用診断テストが含まれていま
す。

効率的な問題追求を行なうためには、本書を保守用診断テストとい
っしょに使用してください。

重要

本書は、IBM パーソナル・コンピューター製品をよく理解し
ている技術担当者向けのものです。効率的に問題追求を行なう
ためには、保守用診断テストといっしょに本書を使用してくだ
さい。

IBM 製品の保守を行う前には、必ず 121ページの『安全上の
注意』 および 122ページの『安全についての情報』 をお読み
ください。
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関連資料
以下の資料が IBM 製品に利用できます。詳細については、IBM
または IBM 特約店にお問い合わせください。

必要とする情報 参照する資料

PC 750 (6883-J)
PC 720 (6863-J)
PC 330 (6873-J)

PC 750/720/330 保守マニュア
ル (SY88-3067)

PC 750 (6885-J/6886-J) PC 750 (6885/6886) 保守マニ
ュアル (SA88-5559)

PC 720 (6869-J) PC 720 (ISA バス・システム) 
保守マニュアル (SY88-3064)

PC 720 (6860-J) PC 720 (マイクロチャネル・シ
ステム) 保守マニュアル
(SA88-5566)

PC 330 (6571-J/6573-J) PC 330 保守マニュアル
(SA88-5590)
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保守情報

本セクションには、IBM Personal Computer 300 (Type 6272,
6277, 6282, 6287, 6561, 6562, 6588, 6592, 6597, 6862, 6892),
330 (Type 6577), 340 (Type 6560), 350 (Type 6587), 360
(Type 6598), 365 (Type 6589),750 (Type 6887)、および

IntelliStation (Type 6865, 6888, 6889, 6893, 6898, 6899) 製品に

ついての一般チェックの手順、関連保守手順、異常現象と FRUの
関連表、および部品リストが含まれています。

注記

本書および診断テストは、IBM 製品のみのテストを対象とし
ています。アダプター・カード、アクセラレーター・ボード、

オプション、または IBM 以外の装置を含む IBM 以外の製品
をテストする場合、誤ったエラーや無効なコンピューター応答

を出す可能性があります。IBM 以外の装置を取外して症状が
なくなる場合、この取外した装置に問題があります。

 Copyright IBM Corp. 1996, 1997, 1998, 1999  1



    
 

一般的なチェック (Type 62XX/65XX/68XX)
この一般チェックの手順は、Type 62XX, 65XXおよび 68XX の
コンピューター用です。もし、保守するコンピュータが Type
6277, 6287, 6561, 6862, 6865, 6889, 6892, 6893 の場合は、4ペ
ージの『一般的なチェック

 (Type 6277, 6287, 6561, 6862, 6865, 6889, 6892, 6893)』

を参照してください。

注

"Universal Management Agent (UMA)" に関する情報と
UMA をサポートしている機種についての情報は、156ペー
ジの『Universal Management Agent (UMA)』を参照して
ください。

注記

保守中のコンピューターのドライブの ID が変更されていた
り、もしくはドライブの始動順序が変更されている可能性があ
ります。コピー、保管、またはフォーマットなどの書込み操作
中は、特に注意してください。誤ったドライブを選択すると、
データまたはプログラムが上書きされる場合があります。

テスト・プログラムがハードウェア・オプションに問題を見つける
と、診断エラー・メッセージが表示されます。テスト・プログラム
は、テストにパスしたか、失敗したか、または異常終了かを正しく
判別するために、テスト完了時にエラー戻りコードをチェックしま

す。180ページの『戻りコード』 を参照してください。

アプリケーション・プログラム、オペレーティング・システム、ま
たはその両方が問題または矛盾を検出する場合、一般エラー・メッ
セージが表示されます。こうしたメッセージの詳細については、ソ
フトウェア・パッケージといっしょに提供された資料を参照してく
ださい。

注記

1. FRUを交換する前に、システムに最新レベルの BIOS
が導入されていることを確認してください。古いレベル

の BIOS は、誤ったエラーを出したり、システム・ボー
ドを不必要に交換させたりする可能性があります。最新

レベルの BIOSを判別し入手する方法については、166
ページの『BIOS レベル』 を参照してください。

2. 複数のエラー・コードが表示される場合、表示されてい
る最初のエラー・コードを診断してください。

3. コンピューターが POSTエラーで停止する場合、16ペ
ージの『異常現象と FRU の関連表』 に進みます。

4. コンピューターが停止したのにエラーが表示されない場

合、63ページの『判別できない問題』 に進みます。
5. 導入した装置が診断プログラムで認識されない場合、そ
の装置は、故障している可能性があります。
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001

– コンピューター本体およびすべての外付け装置の電源をオフにし
ます。

– ケーブルおよび電源コードをすべてチェックします。
– ディスプレイの輝度調整とコントラストをすべて中間位置に設定
します。

– 診断ディスケットをドライブ A に挿入します。
– すべての外付け装置の電源をオンにします。
– コンピューター本体の電源をオンにします。
– 以下の応答をチェックします。

1. 画面にメッセージまたはメイン・メニュー。

正しい応答を受取りましたか?
Yes No

002

16ページの『異常現象と FRU の関連表』 に進みます。

003

コンピューター本体に導入されているアダプターと装置がすべて、

モジュール・テスト・メニューで強調表示されていますか?
Yes No

004

8ページの『モジュール・テスト・メニュー』 に進みます。

005

保守用診断テストを実行します。必要に応じて、169ページの『診
断およびテストについて』 を参照してください。

� エラーが表示された場合、16ページの『異常現象と FRU の
関連表』 に進みます。

� テストが停止し続行できない場合、最後にテストした装置を
取替えます。

� コンピューターのキーボード応答に間違いがある場合、9ペー
ジの『キーボード』 に進みます。

� プリンターの応答に間違いがある場合、10ページの『プリン
ター』 に進みます。

� ジッター、横揺れ、ゆがみ、または焦点のずれなどの問題が

ディスプレイに生じる場合、15ページの『ディスプレイ』 に
進みます。

  保守情報 3



    
 

一般的なチェック (Type 6277, 6287, 6561,
6862, 6865, 6889, 6892, 6893)
この一般チェックの手順は、Type 6277, 6287, 6561, 6862, 6865,
6889, 6892, 6893 のコンピューター用です。

注記

保守中のコンピューターのドライブの ID が変更されていた
り、もしくはドライブの始動順序が変更されている可能性があ
ります。コピー、保管、またはフォーマットなどの書込み操作
中は、特に注意してください。誤ったドライブを選択すると、
データまたはプログラムが上書きされる場合があります。

テスト・プログラムがハードウェア・オプションに問題を見つける
と、診断エラー・メッセージが表示されます。テスト・プログラム
は、テストにパスしたか、失敗したか、または異常終了かを正しく
判別するために、テスト完了時にエラー戻りコードをチェックしま

す。180ページの『戻りコード』 を参照してください。

アプリケーション・プログラム、オペレーティング・システム、ま
たはその両方が問題または矛盾を検出する場合、一般エラー・メッ
セージが表示されます。こうしたメッセージの詳細については、ソ
フトウェア・パッケージといっしょに提供された資料を参照してく
ださい。

注記

1. FRUを交換する前に、システムに最新レベルの BIOS
が導入されていることを確認してください。古いレベル

の BIOS は、誤ったエラーを出したり、システム・ボー
ドを不必要に交換させたりする可能性があります。最新

レベルの BIOSを判別し入手する方法については、166
ページの『BIOS レベル』 を参照してください。

2. 複数のエラー・コードが表示される場合、表示されてい
る最初のエラー・コードを診断してください。

3. コンピューターが POSTエラーで停止する場合、16ペ
ージの『異常現象と FRU の関連表』 に進みます。

4. コンピューターが停止したのにエラーが表示されない場

合、63ページの『判別できない問題』 に進みます。
5. 導入した装置が診断プログラムで認識されない場合、そ
の装置は、故障している可能性があります。

工場出荷時の起動時の設定では、メモリーカウントやチェックポイ
ントの表示なしに起動します。これらを表示にするには、装置構成

ユーティリティーの Power ON Status (パワーオン時のステータ
ス) で変更します。

001

– コンピューター本体およびすべての外付け装置の電源をオフにし
ます。

– ケーブルおよび電源コードをすべてチェックします。
(ステップ001に続く)
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 001 (続き)
– システム・ボードが正しく組込まれていることを確認します。

Type 6561 の場合は、224 ページを参照。
Type 6862 の場合は、246 ページを参照。
Type 6892 の場合は、262 ページを参照。

– 装置構成ユーティリティー上のプロセッサー・スピードが実際に
装着されているプロセッサーと一致していることを確認します。

Type 6277 の場合は、284 ページを参照。
Type 6287 の場合は、281 ページを参照。
Type 6561 の場合は、287 ページを参照。
Type 6862, 6892, の場合は、309 ページを参照。
Type 6889 の場合は、322 ページを参照。
Type 6893 の場合は、326 ページを参照。

– ディスプレイの輝度調整とコントラストをすべて中間位置に設定
します。

– 診断ディスケットをドライブ A に挿入します。
– すべての外付け装置の電源をオンにします。
– コンピューター本体の電源をオンにします。
– 以下の応答をチェックします。

1. 画面にメッセージまたはメイン・メニュー。

注

Type 6277, 6287, 6561, 6862, 6865, 6889, 6892, 6893 
は Post でエラーが発生しない場合、工場出荷時の設定では
ビープ音なし、メモリーカウント及びチェックポイント表示
なしで起動します。ビープ音やメモリーカウントとチェック
ポイントを正常な起動時に表示する為には、装置構成ユーテ

ィリティーの Power On Status (パワーオン時のステータ
ス) で変更します。

正しい応答を受取りましたか?
Yes No

002

もし省電力モードが ENABLE (動作可能) されていた場合、
以下の手順を行います。

1. 装置構成ユーティリティーを起動させます。

2. Power Management (省電力機能) をメニューから選択
します。

3. APMを選択します。
4. APM BIOS Mode を DISABLE (動作不能) に設定し
ます。

ENABLE (動作不能) の場合、右または、左矢印を押
して、設定を変更します。

5. Automatic Power On (自動パワーオン) を選択しま
す。

6. Automatic Power On (自動パワーオン) を DISABLE
(動作不能) に設定します。

(ステップ002に続く)
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002 (続き)
– or –
または、16ページの『異常現象と FRU の関連表』 に進み
ます。

003

保守用診断テストを実行します。必要に応じて、169ページの『診
断およびテストについて』 を参照してください。

� エラーが表示された場合、16ページの『異常現象と FRU の
関連表』 に進みます。

� テストが停止し続行できない場合、最後にテストした装置を
取替えます。

� コンピューターのキーボード応答に間違いがある場合、9ペー
ジの『キーボード』 に進みます。

� プリンターの応答に間違いがある場合、10ページの『プリン
ター』 に進みます。

� ジッター、横揺れ、ゆがみ、または焦点のずれなどの問題が

ディスプレイに生じる場合、15ページの『ディスプレイ』 に
進みます。

イーサネット・アダプターの LED
ネットワーク関連の問題判別のために、イーサネット・アダプター
の状態を確認するには、次の表を参照してください。

イーサネット・アダプターの LED:
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LED
名称 - 状況

説明

LNK - On
LNK - Off

ネットワークへのリンクは正常。
リンクが確立されていない。次のことを確認

します:

ネットワークの状態は良好か。
コンピューターとネットワーク間の
ケーブルは正常か。

次の部品を交換します:

イーサネット・アダプター
ライザー・カード
システム・ボード

ACT - On
 
ACT - Off

ネットワークとの間でデータの
送受信が行われている。
データの送受信なし

100 TX - On
100 TX - Off

ネットワーク・スピードは 100 Mbps
ネットワーク・スピードは 10 Mbps
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モジュール・テスト・メニュー

注記

カストマイズしたセットアップ構成（省略時の設定値以外）
が、保守中のコンピューターに指定されている場合がありま
す。装置構成ユーティリティーを実行すると、こうした設定値
が変わる場合があります。現行の構成設定値をメモしておい
て、保守完了時にこの設定値が指定されていることを確認して

ください。装置構成ユーティリティーを始動するには、186ペ
ージの『装置構成ユーティリティー・プログラム』 を参照し
てください。

診断テストの開始時に、モジュール・テスト・メニューが表示され
ます。通常、コンピューターに導入されているアダプターおよび装
置はすべて、メニュー上で強調表示されています。

� コンピューターに導入されていないアダプターまたは装置が

メニュー上で強調表示されている場合、63ページの『判別で
きない問題』 の手順を使用して問題を検出してください。

� コンピューターに導入されているアダプターまたは装置がメ
ニュー上で強調表示されていない場合、以下の状況のいずれ
かです。

– このアダプターまたは装置の診断コードが、診断ディス
ケットにない。この装置付属の診断を実行してくださ
い。

– SCSIコントローラー（SCSIアダプター）が故障して
いる。

– 認識できないアダプターが導入されている。

– この装置に欠陥があるか、もしくは追加ディスケットま
たは保守マニュアルが必要である。

– アダプターの欠陥により、装置がメニュー上で強調表示
されていない。

リストに表示されない装置は交換してください。交換しても問題が

解決しない場合、63ページの『判別できない問題』 の手順を使用
します。

8 300/700保守マニュアル  



    
 

キーボード

注記

マウスまたはその他のポインティング・デバイスが接続されて
いる場合、これを取外してエラーの症状が消えているかどうか
を確認します。症状が消える場合、このマウスまたはポインテ
ィング・デバイスに欠陥があります。

001

– コンピューターの電源をオフにします。
– キーボード・ケーブルをシステム装置からはずします。
– コンピューターの電源をオンにして、システム装置のキーボー
ド・ケーブル・コネクターが、表示されている電圧かどうかをチ
ェックします。

電圧はすべて ± 5%です。

Pin
1
2
3
4
5
6

Voltage (Vdc)
+5 .0
Not Used
Ground
+5 .0
+5 .0
Not Used 1

6

2

34
5

正しい電圧ですか?
Yes No

002

システム・ボードを交換してください。

003

取外し式ケーブルの付いたキーボードでは、このケーブルを交換し
てください。それでも問題が解決されない場合、またはケーブルが
キーボードから取外しできない場合、キーボードを交換します。そ
れでも問題が続く場合、システム・ボードを交換してください。
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プリンター
1. プリンターが正しく接続され、電源がオンになっていること
を確認します。

2. プリンターの自己検査を実行します。

プリンターの自己検査が正しく稼動しない場合、このプリンターに
問題があります。プリンターの保守マニュアルを参照してくださ
い。

プリンターの自己検査が正しく稼動する場合、パラレル・ポートに

折返しプラグを導入して診断テストを実行し、どの FRUが故障し
ているかを判別します。

診断テスト（折返しプラグが導入済み）が故障を検出しない場合
は、プリンター・ケーブルを交換します。これでも問題が解決され
ない場合、プリンター・ケーブルに接続されているシステム・ボー
ドまたはアダプターを交換してください。
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電源機構
電源インディケーターがオンになっていなかったり、電源機構のフ
ァンが稼働していなかったり、あるいはコンピューターの電源がオ
フにならない場合、以下を行ってください。

チェック/確認 FRU/処置

1. 電圧選択スイッチが正しい
電圧に設定されていること
を確認します。

電圧選択スイッチの設定値を訂
正します。

2. 以下の取付けが適切かどう
かをチェックします。

� 電源コード

� オン/オフ・スイッ
チ・コネクター

� システム・ボード電
源機構コネクター

取付け直します。

3. 電源コードが断線していな
いかどうかをチェックしま
す。

電源コード

4. 電源スイッチの動作をチェ
ックします。

電源スイッチ

上記に問題がなければ、以下の電圧をチェックします。

PC 300/700 シリーズ システム・ボード電源
機構の接続
システム・ボードまたはライザー・カード上に 20ピン電源コネク
ターがある場合は、13ページの『20 ピン電源コネクターの接続』
を参照してください。

注: 電圧は、電源ケーブルをシステム・ボードに接続したままで

チェックする必要があります。

REAR
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P11
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D

(注) この図は、コネクターのピン側から見た図です。

電圧は正常でないが電源コードに異常ない場合は、電源機構を交換
してください。

電圧が正常である場合、保守を行うコンピューターのライザー・カ
ードに電源コネクターがあれば、以下のライザー・カードの電圧を
チェックしてください。

ライザー・カード接続

注: 電圧は、電源ケーブルをライザー・カードに接続したままで

チェックする必要があります。

P10

+
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8

+
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.7
0

G
N

D

(注) この図は、コネクターのピン側から見た図です。

電圧は正常でないが電源コードに異常ない場合は、電源機構を交換
してください。
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20 ピン電源コネクターの接続

下記システムでは、20ピン電源コネクターはライザー・カード上
にあります。

PC300 (Type 6561, 6562, 6592, 6862, 6892)

IntelliStation (Type 6893)

PC360、PC300 (Type 6277, 6287) および IntelliStation (Type
6865、6888、6889、6898、6899)では、20ピン電源コネクター
はシステム・ボード上にあります。

コネクターの位置については、336ページの『ライザー・カードの
レイアウト』および 275ページの『システム・ボードの配置』を参
照してください。

注記

電圧は、電源ケーブルをシステム・ボードあるいはライザー・
カードに接続したままでチェックする必要があります。ピン

18は、Type 6277, 6287では使用されていません。

ピン 信号 機能

1 3.3 V +3.3 V dc

2 3.3 V +3.3 V dc

3 COM グランド (GND)

4 5 V +5 V dc

5 COM グランド (GND)

6 5 V +5 V dc

7 COM グランド (GND)

8 POK Power Good

9 5VSB +5V Stand By

10 12 V +12 V dc

11 3.3 V +3.3 V dc

12 -12 V -12 V dc

13 COM グランド (GND)

14 PS-ON DC リモート・イネーブル
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ピン 信号 機能

15 COM グランド (GND)

16 COM グランド (GND)

17 COM グランド (GND)

18 -5 V -5 V dc

19 5 V +5 V dc

20 5 V +5 V dc
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ディスプレイ
画面が横揺れする場合、ディスプレイを交換してください。これで
も問題が解決しない場合、システム・ボードまたはビデオ・アダプ
ターを交換します。

画面に横揺れがない場合、以下を行ってディスプレイの自己検査を

行います。

1. コンピューターおよびディスプレイの電源をオフにします。

2. ディスプレイ信号ケーブルを外します。

3. ディスプレイの電源をオンにします。

4. 明るさとコントラストの調節を時計回りに回して最大値にし
ます。

5. 次の状況についてチェックします。

� コントラストと明るさを調節すれば画面の輝度を変える
ことができるかどうか。

� 画面が白またはライト・グレイで、画面の上の黒いマー
ジン（テスト・マージン）が黒であるかどうか。

注記

テスト・マージンの位置は、ディスプレイのタイプによ
り異なります。テスト・マージンは、上部、下部、ある
いは一方のサイドまたは両サイドの場合があります。

画面にテスト・マージンがない場合、ディスプレイを取替え
てください。画面にテスト・マージンがある場合は、システ
ム・ボードまたはビデオ・アダプターを取替えます。

注記

ディスプレイの電源をオンにした直後の 2 ～ 3 秒は、
ディスプレイがコンピューターと同期するため以下が生
じる場合があります。

� 異常なパターンまたは文字

� 静電気の音、パチパチという音、あるいはカチカチ
という音

� 大型ディスプレイでは“電源オン時の雑音”

新しいディスプレイまたは最近倉庫から取出したばかり
のディスプレイでは、においがする場合があります。

こうした音やディスプレイのパターンやにおいは正常な
ものです。部品を取替える必要はありません。

問題を解決することができない場合、63ページの『判別でき
ない問題』 に進みます。
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異常現象と FRU の関連表
異常現象と FRUの関連表は、エラーの症状および原因をリストし
ます。最も可能性の高い原因が最初にリストされています。必ず 2
ページの『一般的なチェック (Type 62XX/65XX/68XX)』 から
始めてください。また、この表は、コンピューターを保守する際に

どの FRUが利用できるかを決めるのにも役立ちます。この表を使
っても問題を解決することができない場合は、63ページの『判別で
きない問題』 に進みます。

注記

� エラー・メッセージと誤り音声応答の両方が出される場
合、まずエラー・メッセージによる処置を行なってくだ
さい。

� 診断テストを実行できないが、POSTエラー・メッセー
ジが表示された場合、その POSTエラー・コードによる
処置を行なってください。

� エラー・メッセージが表示されなかった場合、この表の
最初にあるエラー症状による処置を行なってください。

� システム・ボードの交換を行う前に、電源機構の電圧を

すべてチェックしてください。（11ページの『電源機
構』 を参照。）

� ハード・ディスク・ドライブの交換を行う前に、ハー
ド・ディスク・ドライブのジャンパー設定値をチェック

してください。（159ページの『ハード・ディスク・ド
ライブ・ジャンパーの設定』 を参照。）

重要

1. エラーの中には、一連のビープ音で示されるものがあり

ます。（17ページの『ビープ音の症状』 を参照。）
2. Type 6277, 6287, 6561, 6862, 6865, 6889, 6892,

6893は POSTでエラーが発生しない場合、工場出荷時
の設定ではビープ音なしメモリーカウント及びチェック
ポイント表示なしで起動します。ビープ音やメモリーカ
ウントとチェックポイントを正常な起動時に表示する為

には、装置構成ユーティリティーの Power On Status
(パワーオン時のステータス) で変更します。

3. プロセッサーは、システム・ボードとは別個の FRUで
す。したがって、プロセッサーは、システム・ボード

FRUには含まれていません。（65ページの『システ
ム・ボードの交換』 を参照。）
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ビープ音の症状
ビープ音は、休止期間（音のしない間隔）が間に入る短いトーンま
たは一連の短いトーンです。以下の例を参照してください。

ビープ音 説明

1-2-X � ビープ音 1 回
� 休止（または中断）

� ビープ音 2 回
� 休止（または中断）

� 任意の回数のビープ音

4 連続ビープ音 4 回

ビープ音の症状 FRU/処置

1-1-3
CMOS読取り/書込みエラー

1. セットアップの実行

2. システム・ボード

1-1-4
ROM BIOS チェック・エラー

1. システム・ボード

1-2-X
DMA エラー

1. システム・ボード

1-3-X 1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

1-4-4 1. キーボード

2. システム・ボード

1-4-X
RAM の最初の 64KB でエラー
が検出された。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

2-1-1, 2-1-2 1. セットアップの実行

2. システム・ボード

2-1-X
RAM の最初の 64KB に障害が
ある。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

2-2-2 1. ビデオ・カード

2. システム・ボード

2-2-X
RAM の最初の 64KB に障害が
ある。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

2-3-X 1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

2-4-X 1. セットアップの実行

2. メモリー・モジュール

3. システム・ボード

3-1-X
DMA レジスターに障害があ
る。

1. システム・ボード
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ビープ音の症状 FRU/処置

3-2-4
キーボード・コントローラーに障
害がある。

1. システム・ボード

2. キーボード

3-3-4
画面の初期設定に障害がある。

1. ビデオ・アダプター

2. システム・ボード

3. ディスプレイ

3-4-1
画面再トレース・テストがエラー
を検出した。

1. ビデオ・アダプター

2. システム・ボード

3. ディスプレイ

3-4-2
POSTがビデオ ROM を検索し
ている。

1. ビデオ・アダプター

2. システム・ボード

4 1. ビデオ・アダプター

2. システム・ボード

その他すべてのビープ音コード順
序。

1. システム・ボード

POST時の長いビープ音 1 回と
短いビープ音 1 回。
ベース 640KBメモリー・エラ
ーまたはシャドウ RAM エラ
ー。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

POST時の長いビープ音 1 回と
短いビープ音 2 回または 3 回。
（ビデオ・エラー）

1. ディスプレイ・ケーブル

2. ビデオ・アダプター

3. システム・ボード

POST時の短いビープ音 3 回。 1. 197ページの『システム・
ボード・メモリー』 を参
照。

2. システム・ボード

連続ビープ音。 1. システム・ボード

短いビープ音の繰返し。 1. キーボードのキーを押した

ままか?
2. キーボード・ケーブル

3. システム・ボード
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ビープ音が鳴らない場合

症状/エラー FRU/処置

POST時にビープ音は鳴らない
が、コンピューターは正常に作動
している。

1. システム・ボード

POST時にビープ音なし。 1. 63ページの『判別できない
問題』 を参照。

2. システム・ボード

3. メモリー・モジュール

4. アダプターまたは装置

5. 電源コード

6. 電源機構
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エラー・コード（数字）
以下の表では、“X” は任意の数字を表します。

エラー・コード FRU/処置

000
SCSIアダプターが使用できない

1. 必ず、アダプター装置およ
びバス・マスターのフィー

ルドをPCI 構成プログラ
ムで使用可能にしておきま
す。コンピューター本体に
付属の資料を参照してくだ
さい。

02X 1. SCSIアダプター

08X
SCSIターミネーターの導入をチ
ェック。

1. SCSIケーブル
2. SCSIターミネーター
3. SCSI装置
4. SCSIアダプター

101
割込み障害。

1. システム・ボード

102
タイマー・エラー。

1. システム・ボード

106 1. システム・ボード

110
システム・ボードのパリティー・
エラー。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

111
I/O チャネル・パリティー・エラ
ー。

1. アダプターの再取付け

2. アダプター

3. システム・ボード

114
外部 ROM チェックサム・エラ
ー。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

129
内部キャッシュ・テスト・エラ
ー。

1. プロセッサー

2. L2キャッシュ・メモリー
3. システム・ボード

151
カレンダー・クロック障害。

1. システム・ボード

161
CMOSバッテリーの不良。

1. セットアップの実行

2. クロック・バッテリー

（121ページを参照。）
3. システム・ボード

162
診断を実行できない場合。

1. ディスケット・ドライブ

2. システム・ボード

3. ディスケット・ドライブ・
ケーブル
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エラー・コード FRU/処置

162
コンフィギュレーションの不一致

Type 6277, 6287, 6562, 6592,
6862, 6889, 6892, 6893

1. セットアップの実行し、構
成を検証

2. デバイスの追加、削除、ま
たは移動。またはデバイス
自身

3. 外部デバイスを先にパワー
オンし、そのあと、本体を
パワーオンする。

4. クロック・バッテリー

（121ページを参照。）
5. システム・ボード

163
カレンダー・クロックが進まな
い、または間違った時間がセット
されている。

1. 時間と日付の設定?
2. クロック・バッテリー

（121ページを参照。）
3. システム・ボード

164
メモリー・サイズ・エラー。

1. セットアップを実行してく
ださい。システム要約メニ
ューのメモリー・サイズの
変更をチェックします。

（186ページの『装置構成
ユーティリティー・プログ
ラム』 を参照。）

2. 拡張メモリー診断テストを
実行します。

166
ブート・ブロックチェックサム・
エラー

1. システムROMをアップデ
ートユーティリティー・デ
ィスケットを用いて、回復
します。

（167ページの『フラッシ
ュ回復ブート・ブロック・
ジャンパー』 を参照。）

2. システム・ボード

167
インストールされたマイクロプロ

セッサーが現在の POST/BIOS
でサポートされていない。

1. セットアップを実行してく
ださい。必要とされる

BIOSのレベルを確認し、
BIOSを更新してくださ
い。

2. マイクロプロセッサー

168
 Alert on LANエラー

1. セットアップを実行してく
ださい。イーサネットと

Alert on LANがEnableに
なっていることを確認しま
す。

2. システム・ボード

3. もしあれば、ライザー・ボ
ード

17X, 18X 1. C2 機密保護

175 1. システム・ボード
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エラー・コード FRU/処置

175 1. 構成の実行（186ページの
『装置構成ユーティリティ
ー・プログラム』を参
照。）

2. システム・ボード

176 1. カバーがコンピューター本
体から取外されました。

177
管理者パスワードが破壊された。

1. システム・ボード

178 1. ライザー・カード

2. システム・ボード

183 1. 管理者パスワードを入力し
てください。

184
パスワードがチェックサム・エラ

ーのためはずされている。Type
6862, 6889, 6892, 6893 は次項
参照。

1. 新規パスワードを入力して
ください。

184
Type 6862, 6889, 6892, 6893
RFID アンテナがない。

1. 装置構成ユーティリティー

で、AssetCareと Asset
ID が Enableになってい
ることを確認します。

2. RFIDアンテナ
3. システム・ボード

185
ブート順序が破壊された。

1. 構成を設定し、ブート・シ
ーケンスを再導入してくだ
さい。

186
Type 6562, 6592, 6862, 6889,
6892, 6893

1. システム・ボード

187 1. 管理者パスワードの消去

2. システム・ボード

189 1. コンピューターにアクセス

するために、4 回以上パス
ワードが試行されました。

190
トップカバー取外し検出機構の検
出がクリアされました。

(この表示に対するアクションは
不要です)もし、このコードがク
リアされない場合 :

1. システム・ボード

2. もしあれば、ライザー・カ
ード

1XX
上記にリストされていないもの。

1. システム・ボード

201, 20X
メモリー・データ・エラー。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

225 1. サポートされないメモリー
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エラー・コード FRU/処置

229
外部キャッシュ・テスト・エラ
ー。

1. L2 キャッシュ・メモリー
2. システム・ボード

262
POSTが、ベース・メモリーま
たは拡張メモリーのタイプ・エラ
ーを検出した。

1. セットアップを実行してく
ださい。システム要約メニ
ューのメモリー・タイプの
変更をチェックしてくださ

い。（186ページの『装置
構成ユーティリティー・プ
ログラム』 を参照。）

2. 拡張メモリー診断テストを
実行します。

301 1. キーボード

2. キーボード・ケーブル

3. システム・ボード

303
8603エラーを伴う。

1. マウス

2. キーボード

3. キーボード・ケーブル

4. システム・ボード

303
8603エラーを伴わない。

1. キーボード

2. キーボード・ケーブル

3. システム・ボード

3XX
上記にリストされていないもの。

1. キーボード

2. キーボード・ケーブル

3. システム・ボード

5XX 1. ビデオ・アダプター

2. システム・ボード

601 1. ディスケット・ドライブ A
2. ディスケット・ドライブ・

ケーブル

3. システム・ボード

601
Type 6562, 6592, 6862, 6889,
6892

1. ディスケット・ドライブ A
2. ディスケット・ドライブ・

ケーブル

3. もしあれば、ライザー・カ
ード

4. システム・ボード

602 1. 不良のディスケット

2. ディスケットを確認し再び
試みる。
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エラー・コード FRU/処置

604
診断を実行できない場合。

1. セットアップを実行し、デ
ィスケットの設定を確認し
ます。

2. ディスケット・ドライブ

A/B
3. ディスケット・ドライブ・

ケーブル

4. もしドライブケーブルが接
続されていれば、ライザ
ー・カード

5. システム・ボード

605
POSTがディスケット・ドライ
ブをロック解除できない。

1. ディスケット・ドライブ

2. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

3. システム・ボード

662
ディスケット・ドライブ構成エラ
ーまたはディスケット・ドライ
ブ・タイプの誤り。

1. 構成の設定を行ってくださ
い。

6XX
上記以外

1. ディスケット・ドライブ

2. システム・ボード

3. 外部ドライブ・アダプター

4. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

5. 電源機構

762
数値計算コプロセッサー
構成エラー。

1. セットアップの実行

2. 数値計算補助プロセッサー

3. システム・ボード

7XX 
上記以外。

1. 数値計算補助プロセッサー

2. システム・ボード

962 
パラレル・ポート構成エラー。

1. 構成の実行

2. パラレル・アダプター
（取付けられている場合）

3. システム・ボード

9XX 1. プリンター

2. システム・ボード

1047 1. 16ビット AT 高速 SCSI
アダプター

107X
SCSIターミネーターの導入を
チェック。

1. SCSIターミネーターの導
入をチェックしてくださ
い。

2. SCSIケーブル
3. SCSIターミネーター
4. SCSI装置
5. SCSIアダプター

1101
シリアル・コネクターのエラー、
システム・ボード故障の可能性。

1. 診断テストの実行
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エラー・コード FRU/処置

1101, 1102, 1106,
1108, 1109

1. システム・ボード

2. シリアル装置

1107 1. 通信ケーブル

2. システム・ボード

1102
カード選択フィードバック・エラ
ー。

1. 診断テストの実行

1103
ポートがレジスター・チェックに
失敗した。

1. 診断テストの実行

2. システム・ボード

1106
シリアル・オプションを
オフにできない。

1. 診断テストの実行

2. システム・ボード

1107 1. シリアル装置ケーブル

2. システム・ボード

1110
レジスター・テストが失敗した。

1. 診断テストの実行

2. システム・ボード

1116
割込みエラー。

1. 診断テストの実行

1117
ボー・レート・テストが失敗し
た。

1. 診断テストの実行

1162 
シリアル・ポート構成エラー。

1. 構成の実行

2. シリアル・アダプター
（取付けられている場合）

3. システム・ボード

11XX
上記にリストされていないもの。

1. システム・ボード

1201 1. システム・ボード

2. シリアル装置

1202, 1206, 1208,
1209, 12XX

1. 二重非同期アダプター/A
2. システム・ボード

3. シリアル装置

1207 1. 通信ケーブル

2. 二重非同期アダプター/A

13XX 1. ゲーム・アダプター

1402
プリンターの準備ができていな
い。

説明のみ

1403
用紙なしエラー、または割込み障
害。

説明のみ

1404
システム・ボード・タイム・アウ
トの障害。

1. 診断テストの実行
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エラー・コード FRU/処置

1405
パラレル・アダプター・エラー。

1. 診断テストの実行

1406
存在テスト・エラー。

1. 診断テストの実行

14XX
上記にリストされていないもの。
システム・ボードを交換する前
に、プリンターをチェック。

1. プリンター

2. システム・ボード

15XX 1. SDLC アダプター

1692
ブート順序エラー。

1. FDISK を実行して、少な
くとも 1 つの活動区画が
活動状態に設定されている

ことを確認します。

16XX 1. 36/38ワークステーショ
ン・アダプター

1762
ハード・ディスクの構成エラー。

1. 構成の実行 (186ページの
『装置構成ユーティリティ
ー・プログラム』 を参

照。)

1780 (ディスク・ドライブ 0)
1781 (ディスク・ドライブ 1)
1782 (ディスク・ドライブ 2)
1783 (ディスク・ドライブ 3)

1. 11ページの『電源機構』
を参照。

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ

3. システム・ボード

4. ハード・ディスク・ケーブ
ル

5. 電源機構

180X, 188X
PCIアダプターにリソースを割
り当てできない。

1. セットアップ・ユーティリ

ティーにて、PCI/ISAの設
定を確認してください。

2. もし必要な場合は、ISAア
ダプターを"Not
Available"にしてPCIアダ
プターを正しく設定する。

3. 疑わしいISAアダプターを
取り除く。

4. 「診断プログラム」を再起
動する。

5. PCIアダプター
6. PCIライザー・カード

1962
ブート順序エラー。

1. ハード・ディスク・ドライ
ブに問題がある可能性があ

ります。188ページの『ハ
ード・ディスク・ドライブ
のブート・エラー』 を参
照してください。

209X 1. ディスケット・ドライブ

2. ディスケット・ケーブル

3. 16ビット AT 高速 SCSI
アダプター
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エラー・コード FRU/処置

20XX
上記にリストされていないもの。

1. BSCアダプター
2. ライザー・カード

21XX 1. SCSI装置
2. 16ビット AT 高速 SCSI

アダプター

3. 代替 BSCアダプター
4. ライザー・カード

2401, 2402
画面の配色を変更する場合。

1. ディスプレイ

2401, 2402
画面の配色が OK の場合。

1. システム・ボード

2. ディスプレイ

2409 1. ディスプレイ

2410 1. システム・ボード

2. ディスプレイ

2462
ビデオ・メモリー構成エラー。

1. 構成の実行

2. ビデオ・メモリー・モジュ
ール

3. ビデオ・アダプター
（取付けられている場合）

4. システム・ボード

3015, 3040
アダプター上で欠落している
折返しプラグまたは終端プラグ
をチェック。

1. 接続ネットワーク?
2. LF変換機構
3. ケーブルの問題

4. PCネットワーク・アダプ
ター

5. ライザー・カード

30XX 1. PC ネットワーク・アダプ
ター

2. LF変換機構
3. ケーブルの問題?
4. ライザー・カード

3115, 3140 1. 接続ネットワーク?
2. LF変換機構
3. 代替 PCネットワーク・ア

ダプター

4. ケーブルの問題

5. ライザー・カード

31XX 1. 代替 PC ネットワーク・
アダプター

2. LF変換機構
3. ケーブルの問題?
4. ライザー・カード

36XX 1. GPIB アダプター
2. ライザー・カード

38XX 1. DAC アダプター
2. ライザー・カード
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エラー・コード FRU/処置

4611, 4630 1. マルチポート/2 インターフ
ェース・ボード

2. マルチポート/2 アダプター

4612, 4613 4640, 4641 1. メモリー・モジュール
パッケージ

2. マルチポート/2 アダプター

4650 1. マルチポート・インターフ
ェース・ケーブル

46XX
上記にリストされていないもの。

1. マルチポート/2 アダプター
2. マルチポート/2 インターフ

ェース・ボード

3. メモリー・モジュール

5600 1. 金融システム・コントロー
ラー・アダプター

5962
CD-ROM構成エラー。

1. 構成の実行

2. CD-ROMドライブ
3. CD-ROMアダプター
4. システム・ボード

62XX 1. 第 1 ストア・ループ・ア
ダプター

2. アダプター・ケーブル

63XX 1. 第 2 ストア・ループ・ア
ダプター

2. アダプター・ケーブル

64XX 1. ネットワーク・アダプター

71XX 1. ボイス・アダプター

74XX 1. ビデオ・アダプター
（取付けられている場合）

2. ライザー・カード

76XX 1. ページ・プリンター・アダ
プター

78XX 1. 高速アダプター

79XX 1. 3117アダプター

80XX 1. PCMCIA アダプター

84XX 1. 音声アダプター

2. 音声制御アセンブリー

3. ライザー・カード

8601, 8602 1. 指示装置 (マウス)
2. システム・ボード

8603, 8604 1. システム・ボード

2. ポインティング・デバイス

(マウス)

86XX
上記にリストされていないもの。

1. マウス

2. システム・ボード
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エラー・コード FRU/処置

89XX 1. PC ミュージック・アダプ
ター

2. MIDI アダプター装置
3. ライザー・カード

91XX 1. 光ディスク装置

2. アダプター

96XX 1. SCSIアダプター
2. SCSI装置
3. システム・ボード

210XXXX
内部バス、サイズ不明。

210XXX1
外部バス、サイズ不明。

1. SCSIハード・ディスク・
ドライブ

2. SCSIアダプターまたはシ
ステム・ボード

3. SCSIケーブル
4. SCSI ID スイッチ

（一部のモデル）

テープ・ドライブの黄色の LED
がオンのままである。

1. テープ・ドライブ

2. SCSIケーブル (内部)
3. SCSIアダプターまたはシ

ステム・ボード

テープ・ドライブの緑色の“使用
中” LED がオンにならない。

1. テープ・ドライブ

2. SCSIアダプターまたはシ
ステム・ボード

3. SCSIケーブル (内部)
SCSIケーブル (外付け)

テープがドライブから自動的に排
出した。

1. テープ・カセット

2. ドライブ

ロータリー・スイッチの SCSI
ID が、構成で設定された SCSI
ID と一致しない。カバーの内側
のドライブ・スイッチがゼロに設
定されていることを確認する。

1. ロータリー・スイッチ回路

ボード

2. 回路ボード・ケーブル

3. テープ・ドライブ

ドライブ内でテープがくっついて
いるか破れている。

使用しているテープが ANSI 規
格 X3B5 に適合していることを
確認する。

1. テープ・カセット

I999030X
ハード・ディスク・リセット障
害。

ハード・ディスク・ドライブの

問題の可能性があります。188ペ
ージの『ハード・ディスク・ド
ライブのブート・エラー』 を参
照してください。
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エラー・メッセージ

エラー・メッセージ/症状 FRU/処置

Address Exceeds the Size of
Your Memory
無効なメモリー・アドレスが入力
された。不良チップの位置指定オ
プション時に、診断テストがこの
メッセージを表示する。

1. 正しいアドレスを入力して
ください。

2. メモリー・モジュール

3. システム・ボード

Arithmetic Functions Failed
CPUテスト時にエラーが検出さ
れた。

1. マイクロプロセッサー

2. システム・ボード

Base Memory Test Failed
ベース・メモリーでエラーが検出
された。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

Boot Sector Unreadable
ハード・ディスク・ドライブで、
ブート・セクターの読取りエラー
が検出された。

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ・ケーブル

3. ハード・ディスク・ドライ
ブ・アダプター
（取付けられている場合）

4. システム・ボード

Bus Noise Test Failed
RAM テストで、メモリー・バ
スにエラーを検出した。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

Butterfly Cylinder Access
Test Failed
ハード・ディスク・ドライブ・テ
ストが、読み取られたデータとド
ライブに格納されたデータとの間
で不一致を検出した。

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ・ケーブル

3. ハード・ディスク・ドライ
ブ・アダプター
（取付けられている場合）

4. システム・ボード

Clock Stopped
実時間クロックが、動作を停止し
た。

1. クロック・バッテリー

2. システム・ボード

CMOS Clock Test Failed
CMOSと DOSの時間と日付の
設定値が一致しない。

1. クロック・バッテリー

2. システム・ボード

Controller Diagnostic Test
Failed
ハード・ディスク・コントローラ
ー（アダプター）のテスト時にエ
ラーが検出された。

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ・アダプター
（取付けられている場合）

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ

3. システム・ボード

Cylinder 0 errors
テストが、ハード・ディスク・ド
ライブの最初のシリンダーの読取
りエラーを検出した。

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ・アダプター
（取付けられている場合）

3. システム・ボード
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Device is Not Ready
Ready the Device...

 or
Press Any Key

1. 装置の電源がオンになって
いることを確認してくださ
い。

2. エラーのあった装置を取替
えてください。

3. 装置アダプター
（取付けられている場合）

4. システム・ボード

Disk Error Encountered
Opening Output File Press
Any Key To Continue.

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ・アダプター
（取付けられている場合）

3. システム・ボード

DMA #X Failed
メイン構成要素テストにより、

DMA コントローラーのテスト
中にエラーを検出した。

1. システム・ボード

DMA Page Register Failed
DMA ページ・レジスターのエ
ラー。

1. システム・ボード

Drive (x) Media (y)
Mismatch
FAT ID が、導入したドライブ
と一致しない。

1. ディスケットおよびディス
ケット・ドライブ容量をチ
ェックしてください。

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

Error in video buffer.
Bad bits.
ビデオ・メモリー・テストのエラ
ー。

1. ビデオ・アダプター

2. システム・ボード

3. ディスプレイ

Exception Interrupt In
Protected Mode Diags
Cannot Continue
サーバー・エラー。症状が消える

まで、1 度に 1 つずつアダプタ
ーを取外す。

1. 任意のアダプター

2. システム・ボード

3. プロセッサー

Extended Memory Test
Failed
拡張メモリーのエラー。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

Floppy Drive Failed
ディスケット・ドライブに障害が
起きた。

1. ディスケット・ドライブ

2. システム・ボード

3. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

General Function Failed
症状が消えるまで、1 回に 1 つ
ずつアダプターを取外す。

1. 任意のアダプター

2. システム・ボード

3. プロセッサー

  保守情報 31



    
 

エラー・メッセージ/症状 FRU/処置

Hard Drives Failed
ハード・ディスク・ドライブ・テ
ストのエラー。

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ・アダプター
（取付けられている場合）

3. システム・ボード

Incorrect DOS version 1. DOSバージョン 3.0以上
を使用していることを確認
してください。

INT Mask Register Failed
INT マスク・レジスターのエラ
ー。

1. マイクロプロセッサー

2. システム・ボード

Invalid Date
クロック/DOS日付が一致しな
い。

1. クロック・バッテリー

2. システム・ボード

Invalid Time
クロック/DOS時間が一致しな
い。バックアップ・クロックと

DOSの時刻設定値が一致しな
い。

1. クロック・バッテリー

2. システム・ボード

Linear Cylinder Access Test
Failed
ハード・ディスク・ドライブのエ
ラー。

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ・ケーブル

3. ハード・ディスク・ドライ
ブ・アダプター
（取付けられている場合）

4. システム・ボード

Logic Function Failed
CPU論理テストのエラー。

1. マイクロプロセッサー

2. システム・ボード

Loopback Error
COM ポート・テストまたはパ
ラレル・ポートのエラー。

こうしたテストを正常に完了させ
るためには、折返しプラグを導入
する必要がある。

1. システム・ボード

2. 折返しプラグ

Main Components Failed
システム・ボードのエラー。

1. システム・ボード

2. プロセッサー

Memory test cannot run at
this location in memory
メモリー・テストの開始に利用で
きる十分な空きメモリーがない。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

Missing QAPlus/PRO Files(s)
1 つまたは複数の診断サポート・
ファイルが脱落している。

1. 診断ディスケット
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エラー・メッセージ/症状 FRU/処置

NO LOOP-BACK PLUG.
Skipping External loopback
test
折返しプラグが導入されていな
い。

1. シリアル・ポートに折返し
プラグを導入して、テスト
をやり直してください。

2. システム・ボード

Not ready
プリンターがオンラインでない
か、準備ができていない。

1. プリンターを作動可能にし
てください。

2. プリンター

3. プリンター・ケーブル

4. システム・ボード

No 'type-amatic' repeat
このテスト中に 1 つ以上の繰返
しキーをテストしなければ、エラ
ーが生じる。連続打鍵テストのエ
ラー。

1. キーボード

2. システム・ボード

Not used by any standard
device
IRQ は標準外装置では現在使用
されない。

1. システム・ボード

Numeric Proc Failed
NPUテストのエラー。

1. マイクロプロセッサー

2. システム・ボード

Parallel Ports Failed
テスト報告書要約メッセージ。

1. システム・ボード

Pass (N): ** Errors ** Drive
(X) Failed
ディスケット・ドライブの読取り

/書込みテストのエラー。

1. ディスケット・ドライブ

2. システム・ボード

3. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

Pass (N) Drive Not Ready
ディスケット・ドライブのドアが
開いているか、もしくは欠陥があ
る。

1. ディスケット・ドライブが
作動可能であることを確認
してください。

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

4. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

Pass (N): Drive (X) Write
Protected or Unformatted

1. 書込み禁止でないフォーマ
ット済みディスケットをデ
ィスケット・ドライブに挿
入してから、テストをやり
直してください。

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

4. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

Pass (N): Unknown Media
Drive (X)
ディスケット・ドライブ・テスト
のエラー。

1. ディスケット

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

4. ディスケット・ドライブ・
ケーブル
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Place Hi-density Media in
Drive
媒体/ドライブの不一致。

1. ディスケット

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

4. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

Printer Failed
プリンターの電源がオンであり作

動可能か?

1. プリンター

2. プリンター・ケーブル

3. システム・ボード

Printer Fault
プリンターの電源がオンであり作

動可能か?

1. プリンター

2. プリンター・ケーブル

3. システム・ボード

Printer Not Selected
プリンターの電源がオンであり作
動可能であることを確認する。

1. プリンター

2. プリンター・ケーブル

3. システム・ボード

Program or File
 Not Found
Press Any Key
診断で USER(N).COMファイ
ルを検出できない。

1. 診断ディスケット

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

Program Too Big To Fit In
Memory
メモリーにある終了プログラムお
よび常駐プログラムが多過ぎる。

1. 診断ディスケットからシス
テムをリブートしてくださ
い。

QAPlus/PRO Cannot Be
Re-run Because Of Error In
Relocating Program
診断で診断テスト・プログラムを
再配置することができないため、

常駐するメモリー・スペースがテ
ストされなかった。

1. 診断ディスケット

2. メモリー・モジュール

3. システム・ボード

RAM Memory Error in
Block n. Bad bits n
メモリー・エラー。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

RAM Test Failed
メモリー・エラー。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

Read error on cylinder n
ハード・ディスク・ドライブ形式
設定のエラー。

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ・アダプター
（取付けられている場合）

3. システム・ボード

Read Errors
ディスケット・ドライブの読取り
エラー。

1. ディスケット

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

4. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

Receive Error
シリアル・ポート・ループバッ
ク・テストのエラー。

1. シリアル・ポート・ケーブ
ル

2. システム・ボード
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Refresh Failure
診断テストが、DMA コントロ
ーラーの RAM 最新表示サイク
ルのテスト中にエラーを検出し
た。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

RTC Interrupt Failure
診断テストが、実時間クロック割
込みを検出できない。

1. クロック・バッテリー

2. システム・ボード

Serial Chip Error
COM ポート・エラー、一般。

1. シリアル・ポート・ケーブ
ル

2. システム・ボード

Serial Compare Error
COM ポート・エラー。送信し
た情報が受信した情報と異なる。

1. シリアル・ポート・ケーブ
ル

2. システム・ボード

Serial Time-out Error
COM ポート・エラー。送信デ
ータと受信データの間の時間間隔
が長過ぎる。

1. シリアル・ポート・ケーブ
ル

2. システム・ボード

Serious Memory Error —
Diags Cannot Continue
メモリー・テスト・エラー。

1. メモリー・モジュール

2. システム・ボード

Sorry You Need A Mouse
マウスまたはマウス・ドライバー
が検出されない。

1. マウス

2. システム・ボード

System Hangs
63ページの『判別できない問
題』 に進む。

1. 任意の装置

2. 任意のアダプター

3. システム・ボード

The Address Exceeds The
Size Of Your Memory
無効なメモリー・アドレスが入力
された。「不良チップのメモリ
ー・アドレスの入力」プロンプト
で無効なメモリー・アドレスを入
力した場合、対話メニューで不良
チップの位置指定オプション時
に、診断テストがこのメッセージ
を表示する。

1. 正しいアドレスを入力して
ください。

2. メモリー・モジュール

3. システム・ボード

That Number is Out Of
Range
無効なビット数を入力した。不良
チップの位置指定オプション時
に、診断テストがこのメッセージ
を表示する。

1. 正しい数値を入力してくだ
さい。

2. メモリー・モジュール

3. システム・ボード

Too Many Errors — Test
Aborted
エラーが多過ぎるため、診断テス
トを続行できない。

1. マイクロプロセッサー

2. システム・ボード

Transmit Error
内部または外部のシリアル・ポー
ト・ループバック・テストの失
敗。

1. シリアル・ポート・ケーブ
ル

2. システム・ボード
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Video Adapter Failed
ビデオ・テストの終了/失敗/合格
メニューで「失敗」であった場
合、テスト結果の要約が表示され
る。

1. ビデオ・アダプター

2. システム・ボード

3. ディスプレイ

Write error on cylinder n
ハード・ディスク・ドライブの書
込みエラー。

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ・アダプター
（取付けられている場合）

Write Errors
ディスケット・ドライブの書込み
エラー。

1. ディスケット

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

4. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

Write Protected or
Unformatted
ディスケットが、書込禁止になっ
ているかまたはフォーマットされ
ていない。

1. 書込み禁止でないフォーマ
ット済みディスケットをデ
ィスケット・ドライブに挿
入してから、テストをやり
直してください。

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

4. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

You Cannot Delete the
Motherboard
「ボードの取外し」オプションが
選択された。不良チップの位置指
定オプション時に、診断テストが
このメッセージを表示する。

1. 選択を訂正してください。

2. メモリー・モジュール

3. システム・ボード

4. プロセッサー
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診断エラー・コード
IBM PC 拡張診断テスト (IBM Enhanced Diagnostics) の使用
は、以下の診断エラー・コードを参照してください。IBM
Enhanced Diagnostics プログラムについては、170ページの
『IBM Enhanced Diagnostics』 を参照してください。

以下の索引では、“X” は任意の数字を表します。

診断エラー・コード FRU/処置

000-000-XXX
BIOSテスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

000-002-XXX
BIOSタイムアウト

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

000-024-XXX
BIOSアドレス指定テスト障害

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

000-025-XXX
BIOSチェックサム値エラー

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. ブート・ブロック

3. システム・ボード

000-026-XXX
FLASH データ・エラー

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. ブート・ブロック

3. システム・ボード

000-027-XXX
BIOS構成/セットアップ・エラ
ー

1. セットアップの実行

2. システムのフラッシュ

3. ブート・ブロック

4. システム・ボード

000-034-XXX
BIOSバッファー割り振り障害

1. システムのリブート

2. システムのフラッシュ

3. メモリー・テストの実行

4. システム・ボード

000-035-XXX
BIOSリセット状態検出

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

000-036-XXX
BIOSレジスター・エラー

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. ブート・ブロック

3. システム・ボード

000-038-XXX
BIOS拡張障害

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. アダプター・カード

3. システム・ボード
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000-039-XXX
BIOS DMI データ・エラー

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

000-195-XXX
ユーザーによる BIOSテストの
中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

000-196-XXX
BIOSテスト停止。エラー限界
値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

000-197-XXX
BIOSテスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

000-198-XXX
BIOSテスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

000-199-XXX
BIOSテスト障害。原因不明

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

000-250-XXX
BIOS APM 障害

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

000-270-XXX
BIOS ACPI 障害

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

001-000-XXX
システム・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

001-00X-XXX
システム・エラー

1. システム・ボード

001-01X-XXX
システム・エラー

1. システム・ボード
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001-024-XXX
システム・アドレス指定テスト障
害

1. システム・ボード

001-025-XXX
システム・チェックサム値エラー

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

001-026-XXX
システム FLASH データ・エラ
ー

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

001-027-XXX
システム構成/セットアップ・エ
ラー

1. セットアップの実行

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

3. システム・ボード

001-032-XXX
システム・デバイス・コントロー
ラー障害

1. システム・ボード

001-034-XXX
システム装置バッファー割り振り
失敗

1. システムのリブート

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

3. メモリー・テストの実行

4. システム・ボード

001-035-XXX
システム・デバイス・リセット状
態検出

1. システム・ボード

001-036-XXX
システム・レジスター・エラー

1. システム・ボード

001-038-XXX
システム拡張障害

1. アダプター・カード

2. システム・ボード

001-039-XXX
システム DMI データ構造エラ
ー

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

001-040-XXX
システム IRQ 障害

1. システムを電源オフ/オン
し、再テスト

2. システム・ボード

001-041-XXX
システム DMA 障害

1. システムを電源オフ/オン
し、再テスト

2. システム・ボード

001-195-XXX
ユーザーによるシステム・テスト
の中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。
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001-196-XXX
システム・テスト停止。エラー限
界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

001-197-XXX
システム・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

001-198-XXX
システム・テスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

001-199-XXX
システム・テスト障害。原因不明

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

001-250-XXX
システム ECCエラー

1. システム・ボード

001-254-XXX
001-255-XXX
001-256-XXX
001-257-XXX
システム DMA エラー

1. システム・ボード

001-260-XXX
001-264-XXX
システム IRQ エラー

1. システム・ボード

001-268-XXX
システム IRQ1障害

1. IRQ1 のデバイス
2. システム・ボード

001-269-XXX
システム IRQ2障害

1. IRQ2 のデバイス
2. システム・ボード

001-270-XXX
システム IRQ3障害

1. IRQ3 のデバイス
2. システム・ボード

001-271-XXX
システム IRQ4障害

1. IRQ4 のデバイス
2. システム・ボード

001-272-XXX
システム IRQ5障害

1. IRQ5 のデバイス
2. システム・ボード
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001-273-XXX
システム IRQ6 (ディスケット・
ドライブ) 障害

1. ディスケット・ケーブル

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

001-274-XXX
システム IRQ7障害

1. IRQ7 のデバイス
2. システム・ボード

001-275-XXX
システム IRQ8障害

1. IRQ8 のデバイス
2. システム・ボード

001-276-XXX
システム IRQ9障害

1. IRQ9 のデバイス
2. システム・ボード

001-277-XXX
システム IRQ10障害

1. IRQ10 のデバイス
2. システム・ボード

001-278-XXX
システム IRQ11障害

1. IRQ11 のデバイス
2. システム・ボード

001-279-XXX
システム IRQ12障害

1. IRQ12 のデバイス
2. システム・ボード

001-280-XXX
システム IRQ13障害

1. IRQ13 のデバイス
2. システム・ボード

001-281-XXX
システム IRQ14 (ハード・ディ
スク・ドライブ) 障害

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ・ケーブル

2. ハード・ディスク・ドライ
ブ

3. システム・ボード

001-282-XXX
システム IRQ15障害

1. IRQ15 のデバイス
2. システム・ボード

001-286-XXX
001-287-XXX
001-288-XXX
システム・タイマー障害

1. システム・ボード

001-292-XXX
システム CMOS RAMエラー

1. セットアップを実行し、再
テスト

2. システム・ボード

001-293-XXX
システム CMOSバッテリー

1. バッテリー

2. システム・ボード

001-298-XXX
システム RTC日付/時刻アップ
デート障害

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

001-299-XXX
システム RTC周期的割り込み
障害

1. システム・ボード

001-300-XXX
システム RTCアラーム障害

1. システム・ボード

001-301-XXX
システム RTC世紀バイト・エ
ラー

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード
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005-000-XXX
ビデオ・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

005-00X-XXX
ビデオ・エラー

1. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

2. システム・ボード

005-010-XXX
005-011-XXX
005-012-XXX
005-013-XXX
ビデオ信号障害

1. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

2. システム・ボード

005-016-XXX
ビデオ単純パターン・テスト障害

1. ビデオ RAM
2. ビデオ・カード(導入済み

の場合)
3. システム・ボード

005-024-XXX
ビデオ・アドレス指定テスト障害

1. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

2. システム・ボード

005-025-XXX
ビデオ・チェックサム値エラー

1. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

2. システム・ボード

005-027-XXX
ビデオ構成/セットアップ・エラ
ー

1. セットアップの実行

2. ビデオ・ドライバー更新

3. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

4. システム・ボード

005-031-XXX
ビデオ・デバイス・ケーブル障害

1. ビデオ・ケーブル

2. モニター

3. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

4. システム・ボード

005-032-XXX
ビデオ・デバイス・コントローラ
ー障害

1. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

2. システム・ボード

005-036-XXX
ビデオ・レジスター・エラー

1. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

2. システム・ボード

005-038-XXX
システム BIOS拡張障害

1. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

2. システム・ボード

005-040-XXX
ビデオ IRQ 障害

1. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

2. システム・ボード

005-195-XXX
ユーザーによるビデオ・テストの
中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。
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005-196-XXX
ビデオ・テスト停止。エラー限界
値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

005-197-XXX
ビデオ・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

005-198-XXX
ビデオ・テスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

005-199-XXX
ビデオ・テスト障害(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

005-2XX-XXX
005-3XX-XXX
ビデオ・サブシステム・エラー

1. ビデオ・カード(導入済み
の場合)

2. システム・ボード

006-000-XXX
ディスケット・インターフェー
ス・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

006-0XX-XXX
ディスケット・インターフェー
ス・エラー

1. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

006-195-XXX
ユーザーによるディスケット・イ
ンターフェース・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

006-196-XXX
ディスケット・インターフェー
ス・テスト停止。エラー限界値超
過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

  保守情報 43



    
 

診断エラー・コード FRU/処置

006-197-XXX
ディスケット・インターフェー
ス・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

006-198-XXX
ディスケット・インターフェー
ス・テスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

006-199-XXX
ディスケット・インターフェー
ス・テスト障害。原因不明

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

006-25X-XXX
ディスケット・インターフェー
ス・エラー

1. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

2. ディスケット・ドライブ

3. システム・ボード

011-000-XXX
シリアル・ポート・インターフェ
ース・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

011-001-XXX
シリアル・ポートあり

1. 外付けシリアル装置取り外

し (ある場合)
2. セットアップを実行し、ポ

ートを使用可能化

3. システム・ボード

011-002-XXX
011-003-XXX
シリアル・ポート・タイムアウト

/パリティー・エラー

1. システム・ボード

011-013-XXX
011-014-XXX
シリアル・ポート制御信号/ルー
プバック・テスト障害

1. システム・ボード

011-015-XXX
シリアル・ポート外部ループバッ
ク障害

1. 折返プラグ

2. システム・ボード

011-027-XXX
シリアル・ポート構成/セットア
ップ・エラー

1. セットアップを実行し、ポ
ートを使用可能化

2. システム ROM のフラッ
シュ・アップデート

3. システム・ボード
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011-03X-XXX
011-04X-XXX
シリアル・ポート障害

1. システム・ボード

011-195-XXX
ユーザーによるシリアル・ポー
ト・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

011-196-XXX
シリアル・ポート・テスト停止。
エラー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

011-197-XXX
シリアル・ポート・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

011-198-XXX
シリアル・ポート・テスト異常終
了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

011-199-XXX
シリアル・ポート・テスト障害。
原因不明

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

011-2XX-XXX
シリアル・ポート信号障害

1. 外付けシリアル装置

2. システム・ボード

014-000-XXX
パラレル・ポート・インターフェ
ース・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

014-001-XXX
パラレル・ポートあり

1. 外付けパラレル装置取り外

し(ある場合)
2. セットアップを実行し、ポ

ートを使用可能化

3. システム・ボード

014-002-XXX
014-003-XXX
パラレル・ポート・タイムアウト

/パリティー・エラー

1. システム・ボード
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014-013-XXX
014-014-XXX
パラレル・ポート制御信号/ルー
プバック・テスト障害

1. システム・ボード

014-015-XXX
パラレル・ポート外部ループバッ
ク障害

1. 折返プラグ

2. システム・ボード

014-027-XXX
パラレル・ポート構成/セットア
ップ・エラー

1. セットアップを実行し、ポ
ートを使用可能化

2. システム ROM のフラッ
シュ・アップデート

3. システム・ボード

014-03X-XXX
014-04X-XXX
パラレル・ポート障害

1. システム・ボード

014-195-XXX
ユーザーによるパラレル・ポー
ト・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

014-196-XXX
パラレル・ポート・テスト停止。
エラー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

014-197-XXX
パラレル・ポート・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

014-198-XXX
パラレル・ポート・テスト異常終
了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

014-199-XXX
パラレル・ポート・テスト障害

(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

014-2XX-XXX
014-3XX-XXX
パラレル・ポート障害

1. 外付けパラレル装置

2. システム・ボード
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015-000-XXX
USBポート・インターフェー
ス・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

015-001-XXX
USBポートあり

1. USB装置を取り外し、再
テスト

2. システム・ボード

015-002-XXX
USBポート・タイムアウト

1. USB装置を取り外し、再
テスト

2. システム・ボード

015-015-XXX
USBポート外部ループバック障
害

1. USB装置を取り外し、再
テスト

2. システム・ボード

015-027-XXX
USBポート構成/セットアップ・
エラー

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

015-032-XXX
USBポート・デバイス・コント
ローラー障害

1. システム・ボード

015-034-XXX
USBポート・バッファー割り振
り障害

1. システムのリブート

2. システム ROM のフラッ
シュ・アップデート

3. メモリー・テストの実行

4. システム・ボード

015-035-XXX
USBポート・リセット状態検出

1. USB装置を取り外し、再
テスト

2. システム・ボード

015-036-XXX
USBポート・レジスター・エラ
ー

1. システム・ボード

015-040-XXX
USBポート IRQ 障害

1. セットアップを実行し、競
合をチェック

2. システム ROM のフラッ
シュ・アップデート

3. システム・ボード

015-195-XXX
ユーザーによる USBポート・
テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

015-196-XXX
USBポート・テスト停止。エラ
ー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。
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015-197-XXX
USBポート・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

015-198-XXX
USBポート・テスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

015-199-XXX
USBポート・テスト障害(原因
不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

018-000-XXX
PCIカード・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

018-0XX-XXX
PCIカード障害

1. PCI カード
2. ライザー・カード(導入済

みの場合)
3. システム・ボード

018-195-XXX
ユーザーによる PCIカード・テ
ストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

018-196-XXX
PCIカード・テスト停止。エラ
ー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

018-197-XXX
PCIカード・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

018-198-XXX
PCIカード・テスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。
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018-199-XXX
PCIカード・テスト障害(原因不
明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

018-250-XXX
PCIカード・カード障害

1. PCI カード
2. ライザー・カード(導入済

みの場合)
3. システム・ボード

020-000-XXX
PCIインターフェース・テスト
正常終了

1. 処置は必要ありません。

020-0XX-XXX
PCIインターフェース・エラー

1. PCI カード
2. ライザー・カード(導入済

みの場合)
3. システム・ボード

020-195-XXX
ユーザーによる PCIテストの中
止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

020-196-XXX
PCIテスト停止。エラー限界値
超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

020-197-XXX
PCIテスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

020-198-XXX
PCIテスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

020-199-XXX
PCIテスト障害(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。
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020-262-XXX
PCIシステム・エラー

1. PCI カード
2. ライザー・カード(導入済

みの場合)
3. システム・ボード

025-000-XXX
IDE インターフェース・テスト
正常終了

1. 処置は必要ありません。

025-00X-XXX
025-01X-XXX
IDE インターフェース障害

1. IDE 信号ケーブル
2. 電源機構チェック

3. IDEデバイス
4. システム・ボード

025-027-XXX
IDE 構成/セットアップ・エラー

1. IDE 信号ケーブル
2. システムのフラッシュ

3. IDEデバイス
4. システム・ボード

025-02X-XXX
025-03X-XXX
025-04X-XXX
IDE インターフェース障害

1. IDE 信号ケーブル
2. 電源機構チェック

3. IDEデバイス
4. システム・ボード

025-195-XXX
ユーザーによる IDE インターフ
ェース・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

025-196-XXX
IDE インターフェース・テスト
停止。エラー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

025-197-XXX
IDE インターフェース・テスト
警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

025-198-XXX
IDE インターフェース・テスト
警告

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

025-199-XXX
IDE インターフェース・テスト
障害(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。
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030-000-XXX
SCSIインターフェース・テスト
正常終了

1. 処置は必要ありません。

030-00X-XXX
030-01X-XXX
SCSIインターフェース障害

1. SCSI信号ケーブル
2. 電源機構チェック

3. SCSIデバイス
4. SCSIアダプター・カード

(導入済みの場合)
5. システム・ボード

030-027-XXX
SCSIインターフェース構成/セ
ットアップ・エラー

1. SCSI信号ケーブル
2. システムのフラッシュ

3. SCSIデバイス
4. SCSIアダプター・カード

(導入済みの場合)
5. システム・ボード

030-03X-XXX
030-04X-XXX
SCSIインターフェース・エラー

1. SCSI信号ケーブル
2. 電源機構チェック

3. SCSIデバイス
4. SCSIアダプター・カード

(導入済みの場合)
5. システム・ボード

030-195-XXX
ユーザーによる SCSIインター
フェース・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

030-196-XXX
SCSIインターフェース・テスト
停止。エラー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

030-197-XXX
SCSIインターフェース・テスト
警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

030-198-XXX
SCSIインターフェース・テスト
異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。
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030-199-XXX
SCSIインターフェース・テスト
障害(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

035-000-XXX
RAID インターフェース・テス
ト正常終了

1. 処置は必要ありません。

035-0XX-XXX
RAID インターフェース障害

1. RAID 信号ケーブル

2. RAID デバイス
3. RAIDアダプター・カード

(導入済みの場合)
4. システム・ボード

035-195-XXX
ユーザーによる RAID インター
フェース・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

035-196-XXX
RAID インターフェース・テス
ト停止。エラー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

035-197-XXX
RAID インターフェース・テス
ト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

035-198-XXX
RAID インターフェース・テス
ト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

035-199-XXX
RAID インターフェース・テス
ト障害(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

071-000-XXX
オーディオ・ポート・インターフ
ェース・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。
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071-00X-XXX
071-01X-XXX
071-02X-XXX
オーディオ・ポート・エラー

1. セットアップの実行

2. システム ROM のフラッ
シュ・アップデート

3. システム・ボード

071-03X-XXX
オーディオ・ポート障害

1. スピーカー

2. マイクロホン

3. オーディオ・カード(導入
済みの場合)

4. システム・ボード

071-04X-XXX
オーディオ・ポート障害

1. セットアップの実行

2. オーディオ・カード(導入
済みの場合)

3. システム・ボード

071-195-XXX
ユーザーによるオーディオ・ポー
ト・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

071-196-XXX
オーディオ・ポート・テスト停
止。エラー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

071-197-XXX
オーディオ・ポート・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

071-198-XXX
オーディオ・ポート・テスト異常
終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

071-199-XXX
オーディオ・ポート・テスト障害

(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

071-25X-XXX
オーディオ・ポート障害

1. スピーカー

2. オーディオ・カード(導入
済みの場合)

3. システム・ボード

080-000-XXX
ゲーム・ポート・インターフェー
ス・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。
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080-XXX-XXX
ゲーム・ポート・インターフェー
ス・エラー

1. ゲーム・ポート装置を取り
外し、システムを再テスト

080-195-XXX
ユーザーによるゲーム・ポート・
インターフェース・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

080-196-XXX
ゲーム・ポート・インターフェー
ス・テスト停止。エラー限界値超
過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

080-197-XXX
ゲーム・ポート・インターフェー
ス・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

080-198-XXX
ゲーム・ポート・インターフェー
ス・テスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

080-199-XXX
ゲーム・ポート・インターフェー

ス・テスト障害(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

086-000-XXX
マウス・ポート・インターフェー
ス・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

086-001-XXX
マウス・ポート・インターフェー
スあり

1. マウス

2. システム・ボード

086-032-XXX
マウス・ポート・インターフェー
ス・デバイス・コントローラー障
害

1. マウス

2. システム・ボード

086-035-XXX
マウス・ポート・インターフェー
ス・リセット

1. マウス

2. システム・ボード

086-040-XXX
マウス・ポート・インターフェー

ス IRQ 障害

1. セットアップの実行

2. マウス

3. システム・ボード
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086-195-XXX
ユーザーによるマウス・ポート・
インターフェース・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

086-196-XXX
マウス・ポート・インターフェー
ス・テスト停止。エラー限界値超
過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

086-197-XXX
マウス・ポート・インターフェー
ス・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

086-198-XXX
マウス・ポート・インターフェー
ス・テスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

086-199-XXX
マウス・ポート・インターフェー

ス・テスト障害(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

089-000-XXX
マイクロプロセッサー・テスト正
常終了

1. 処置は必要ありません。

089-XXX-XXX
マイクロプロセッサー障害

1. マイクロプロセッサー

2. システム・ボード

089-195-XXX
ユーザーによるマイクロプロセッ
サー・テストの中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

089-196-XXX
マイクロプロセッサー・テスト停
止。エラー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

089-197-XXX
マイクロプロセッサー・テスト警
告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素
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089-198-XXX
マイクロプロセッサー・テスト異
常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

089-199-XXX
マイクロプロセッサー・テスト障

害(原因不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

170-000-XXX
電圧センサー・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

170-0XX-XXX
電圧センサー・テスト障害

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

170-195-XXX
ユーザーによる電圧センサー・テ
スト異常終了

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

170-196-XXX
電圧センサー・テスト停止。エラ
ー限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

170-197-XXX
電圧センサー・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

170-198-XXX
電圧センサー・テスト異常終了

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

170-199-XXX
電圧センサー・テスト障害(原因
不明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。
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170-250-XXX
170-251-XXX
電圧センサー電圧限界エラー

1. 電源機構

2. システム・ボード

170-254-XXX
電圧センサー電圧調節器モジュー
ル・エラー

1. 電圧調節器モジュール

(VRM)
2. マイクロプロセッサー

3. システム・ボード

175-000-XXX
熱センサー・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

175-0XX-XXX
熱センサー・テスト障害

1. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートしま
す。

2. システム・ボード

175-195-XXX
ユーザーによる熱センサー・テス
ト中止

1. 情報

2. 必要に応じて、テストを再
始動します。

175-196-XXX
熱センサー・テスト停止。エラー
限界値超過

1. F3 を押し、ログ・ファイ
ルを検討します。

2. テストを再始動し、ログ・
ファイルをリセットしま
す。

175-197-XXX
熱センサー・テスト警告

1. 呼び出される構成要素が使
用可能、あるいは接続され
ていることを確認します。

2. テストの再実行

3. 警告文で呼び出される構成
要素

4. テスト下の構成要素

175-198-XXX
熱センサー・テスト中止

1. 構成要素が呼び出される場
合、それが使用可能、ある
いは接続されていることを
確認します。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

175-199-XXX
熱センサー・テスト障害(原因不
明)

1. 63ページの『判別できない
問題』 に進みます。

2. システム ROM をフラッ
シュ・アップデートし、再
始動します。

3. 機能テスト中の構成要素を
置換します。

175-250-XXX
175-251-XXX
熱センサー限界エラー

1. ファンのチェック

2. 電源機構チェック

3. マイクロプロセッサー

4. システム・ボード

185-000-XXX
資産セキュリティー・テスト正常
終了

1. 処置は必要ありません。
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185-XXX-XXX
資産セキュリティー障害

1. 資産セキュリティー使用可
能の確認

2. システム ROM のフラッ
シュ・アップデート

3. システム・ボード

185-278-XXX
資産セキュリティー・シャシー侵
入

1. C2 カバー・スイッチ
2. システム・ボード

201-000-XXX
システム・メモリー・テスト正常
終了

1. 処置は必要ありません。

201-XXX-XXX
システム・メモリー・エラー

1. テストにより特定されたメ
モリー・モジュールの置換

2. システム・ボード

202-000-XXX
システム・キャッシュ・テスト正
常終了

1. 処置は必要ありません。

202-XXX-XXX
システム・キャッシュ・エラー

1. キャッシュ (取り外し可能
の場合)

2. システム・ボード

3. マイクロプロセッサー

206-000-XXX
ディスケット・ドライブ・テスト
正常終了

1. 処置は必要ありません。

206-XXX-XXX
ディスケット・ドライブ・エラー

1. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

2. 電源機構電圧のチェック

3. ディスケット・ドライブ

4. システム・ボード

215-000-XXX
CD-ROMドライブ・テスト正
常終了

1. 処置は必要ありません。

215-XXX-XXX
CD-ROMドライブ・エラー

1. CD-ROM ドライブ・ケ
ーブル

2. 電源機構電圧のチェック

3. CD-ROMドライブ
4. システム・ボード

217-000-XXX
ハード・ディスク・ドライブ・テ
スト正常終了

1. 処置は必要ありません。

217-25X-XXX
217-26X-XXX
ハード・ディスク・ドライブ

(IDE) エラー

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ・ケーブル

2. 電源機構電圧のチェック

3. ハード・ディスク・ドライ

ブ (IDE)
4. システム・ボード
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診断エラー・コード FRU/処置

217-28X-XXX
217-29X-XXX
ハード・ディスク・ドライブ

(SCSI)エラー

1. ハード・ディスク・ドライ
ブ・ケーブル

2. 電源機構電圧のチェック

3. ハード・ディスク・ドライ

ブ (SCSI)
4. SCSIアダプター・カード
5. システム・ボード

220-000-XXX
高容量カートリッジ・ドライブ・
テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

220-XXX-XXX
高容量カートリッジ・ドライブ・
エラー

1. 高容量カートリッジ・ドラ
イブを取り外し、システム
を再テスト

301-000-XXX
キーボード・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

301-XXX-XXX
キーボード・エラー

1. キーボード

2. マウスのチェックおよびテ
スト

3. システム・ボード

302-000-XXX
マウス・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

302-XXX-XXX
マウス・エラー

1. マウス

2. キーボードのチェックおよ
びテスト

3. システム・ボード

303-000-XXX
ジョイスティック・テスト正常終
了

1. 処置は必要ありません。

303-XXX-XXX
ジョイスティック・エラー

1. ジョイスティックを取り外
し、システムを再テスト

305-000-XXX
モニター DDC テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

305-250-XXX
モニター DDC 自己試験障害

1. セットアップを実行し、

DDC を使用可能化
2. ケーブル

3. モニター

4. ビデオ・カード

5. システム・ボード

415-000-XXX
モデム・テスト正常終了

1. 処置は必要ありません。

415-XXX-XXX
モデム・エラー

1. モデムを取り外し、システ
ムを再テスト
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その他のエラー・メッセージ

メッセージ/症状 FRU/処置

バックアップ用のバッテリーで保

持されている CMOSのデータ
が不正確

1. リチューム・バッテリー

121ページを参照
2. システムボード

カラーの変色。 1. ディスプレイ

コンピューターの電源がオフにな
らない。

11ページの『電源機構』 を参
照。

1. 電源スイッチ

2. システム・ボード

コンピューターがサーバーから

RPL (リモート IPL) しない
1. 始動シーケンスで「ネット

ワーク」が主始動デバイス

(first device) または、デ
ィスケットの次にセットさ
れていることを確認しま
す。

2. ネットワーク・アダプター

の RPL が ENABLE (使
用可能) になっていること
を確認します。

3. ネットワーク・アダプター

コンピューターが Wake ON
LAN しない

1. ネットワーク・アダプター
に接続されているシグナル
電源ケーブルを確認しま
す。

2. 装置構成ユーティリティー

にて Wake ON LANが
ENABLE (使用可能) にな
っているかを確認します。

195ページを参照。
3. ネットワーク管理者が正し

い MAC アドレスを使っ
ていることを確認します。

4. 割り込みや I/O アドレス
の競合がないことを確認し
ます。

5. ネットワークアダプター

コンピューターが使用不能。

11ページの『電源機構』 を参
照。

1. 電源スイッチ

2. 電源機構

3. システム・ボード

ディスケット・ドライブ使用中表
示ライトが、オンのままである
か、またはドライブが活動状態の
ときに点灯しない。

1. ディスケット・ドライブ

2. システム・ボード

3. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

ブランクのディスプレイでカーソ
ルが明滅している。

1. システム・ボード

2. 1次ハード・ディスク・ド
ライブ

3. ハード・ディスク・ドライ
ブ・ケーブル
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メッセージ/症状 FRU/処置

POST時のメモリー・サイズの
誤り。

1. メモリー・テストを実行し
てください。

2. メモリー・モジュール

3. システム・ボード

3.5インチ第 1 ディスケット・
ドライブに正常な診断ディスケッ

トがある場合に、“ディスケット
挿入”アイコンが表示される。

1. ディスケット・ドライブ

2. システム・ボード

3. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

4. ネットワーク・アダプター

輝度またはカラーが、文字やカラ
ー・バーの左右で異なる。

1. ディスプレイ

2. システム・ボード

電源が入らないか、またはファン
が作動しない。

1. 11ページの『電源機構』
を参照。

正常な診断ディスケットで、
非システム・ディスクまたは
ディスク・エラー・タイプの
メッセージが表示される。

1. ディスケット・ドライブ

2. システム・ボード

3. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

上記にリストされていないディス
プレイのその他の症状（ブランク
または判読しにくいディスプレイ
を含む）。

1. 15ページの『ディスプレ
イ』 を参照。

2. システム・ボード

3. ディスプレイ

電源オン・インディケーターまた
はハード・ディスク・ドライブ使
用中表示ライトがオンになってい
ないが、コンピューターは正常に
作動している。

1. 電源機構

2. システム・ボード

3. LEDケーブル

プリンターの問題。 1. 10ページの『プリンター』
を参照。

3.5インチ第 1 ディスケット・
ドライブに正常な診断ディスケッ
トがある場合に、ハード・ディス
クからプログラムがロードされ
た。

1. セットアップの実行

2. ディスケット・ドライブ

3. ディスケット・ドライブ・
ケーブル

4. システム・ボード

5. 電源機構

RPLコンピューターが標準装備
のハード・ディスクにアクセスで
きない。

1. ネットワーク管理者が

LCCM のハイブリッド

RPLを使用している場
合、始動シーケンスを確認

する。(第一位がネットワ
ーク、第二位をハード・デ

ィスク)
2. ハード・ディスク

RPLコンピューターがサーバー
から RPLしない。

1. 始動シーケンスを確認す
る。

2. ネットワーク・アダプター
または、コネクターに付い

ている LED の点滅を確認
する。
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メッセージ/症状 FRU/処置

シリアル・ポートまたはパラレ
ル・ポート装置の障害（システ
ム・ボード・ポート）。

1. 外付け装置の自己検査が

OK か?
2. 外付け装置

3. ケーブル

4. システム・ボード

シリアル・ポートまたはパラレ
ル・ポート装置の障害（アダプタ
ー・ポート）。

1. 外付け装置の自己検査が

OK か?
2. 外付け装置

3. ケーブル

4. 代替アダプター

5. システム・ボード

6. ライザー・カード

キーボード上の一部またはすべて
のキーが動作しない。

1. キーボード

2. キーボード・ケーブル

3. システム・ボード
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判別できない問題
電源機構の電圧をチェックしてください。11ページの『電源機構』
を参照。電圧が正常な場合、このページに戻って以下のステップを
続けます。

1. コンピューターの電源をオフにします。

2. 以下を 1 度に 1 つずつ取外します。
a. IBM 以外の装置
b. 外付け装置（モデム、プリンター、またはマウス）

c. 任意のアダプター

d. ライザー・カード

e. メモリー・モジュール
メモリー・モジュールの取外しまたは交換を行う前に、

197ページの『システム・ボード・メモリー』 を参照し
てください。

f. アダプター又はビデオ・メモリー

g. 外部キャッシュ

h. ハード・ディスク・ドライブ

i. ディスケット・ドライブ

3. コンピューター本体の電源をオンにして、システムを再テス
トします。

4. エラーのある装置またはアダプターを検出するまで、ステッ

プ 1 ～ステップ 3 を繰り返します。

装置およびアダプターをすべて取外しても、問題が続く場合、シス

テム・ボードを取替えてください。65ページの『システム・ボード
の交換』 を参照。

プロセッサーの交換
Pentiumプロセッサーの場合、プロセッサーの斜めコーナーをプロ
セッサー・ソケットの斜めコーナーに合わせて取付けます。

 Type 6588、6888やその他のPentium II プロセッサーの場合は、
240ページの『マイクロ・プロセッサーの取り外し
 (Type 6588, 6888)』を参照します。

デュアル Pentium IIプロセッサーでは、プロセッサー・スピード
を最も遅いプロセッサーに設定します。

二つ目のPentium Proまたは Pentium IIプロセッサーをデュア
ル オペレーションのために追加した場合、プロセッサー・リビジ
ョンは、「１つ下」、「同じ」、または「１つ上」同士でなければ
なりません。プロセッサー・リビジョンのレベルを確認するには、

装置構成ユーティリティーを起動して、以下の手順に従います。

1. アドバンスト設定 (Advanced Setup)
2. プロセッサー設定 (Processor Control)
3. プロセッサー0のID (Processor ID)

プロセッサーIDは、例えば「0650」のように4桁の数字です。
最初の2桁 (06)がPentiumプロセッサーを示します。また、後の2
桁がプロセッサー・リビジョンのレベルを示します。
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この場合、リビジョン・レベルが49,50,51のプロセッサーを追加す
ることができます。

注意

プロセッサーが正しく取り付けられなかった場合、システム・
ボードが損傷を受けることがあります。
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システム・ボードの交換

注意

1. 保守を行うコンピューターの BIOSおよび重要プロダク
ト・データ (VPD) は、コンピューターに新しいシステ
ム・ボード (FRU)を取付けた後で導入する必要があり
ます。これを行うには、フラッシュ・アップデート・デ
ィスケットを使って、フラッシュ・アップデート・プロ

グラムを実行する必要があります。166ページの
『BIOS レベル』、および 167ページの『フラッシュ
 (BIOS/VPD) 更新手順』 を参照してください。

2. 必ず、最新レベルの BIOSをコンピューターに導入して
ください。低レベルの BIOSは、誤ったエラーを出した
り、システム・ボードを不必要に交換させたりする可能
性があります。

3. プロセッサーは、システム・ボードとは別個の FRUで
す。したがって、プロセッサーは、システム・ボード

FRUには含まれていません。システム・ボードの交換
を指示された場合、以下を行ってください。

4. プロセッサーを元のシステム・ボードから取外して、新

しいシステム・ボードに取付けます。Type 6588及び
6888に関しては、240ページの『マイクロ・プロセッサ
ーの取り外し (Type 6588, 6888)』 を参照してくださ
い。

5. 元のシステム・ボードに導入された以下のオプションを
取外して、新しいシステム・ボードに取付けます。

� 外付けキャッシュ・メモリー

� メモリー・モジュール

� アダプター

6. 新しいシステム・ボードのジャンパー設定値が、元のシ
ステム・ボードのジャンパー設定値と一致することを確
認します。

7. 新しいシステム・ボードでも問題が解決しない場合、元
のシステム・ボードにオプションを取付け直して、この
元のシステム・ボードを取付けてから、プロセッサーを
交換してください。

Type 6588, 6888 のシステム・ボードの交換
システム・ボードを取り外すには、まず、以下のものを取り外しま
す。

� システム・ボード固定ネジ

� マイクロプロセッサの固定ブラケットを止めている４つのネ
ジ

� ２つの前面のネジ

システム・ボードをシステム・ユニットから取り出します。システ
ム・ボードの下に位置しているシステム・ボード・プレートは、そ
のままにしておきます。

システム・ボードを取り付けるには、
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� 新しいシステム・ボードをシステム・ボード上に位置を合わ
せて置き、

– 固定ブラケットを止めている４つのネジ

– ２つの前面のネジ

– システム・ボード固定ネジ
で、固定します。

システム・ボードは、システム・ボード固定ネジを取り外し、シス

テム・ボードを後方( FANの方向)にスライドさせても外すことがで
きます。以下の「注」をご覧ください。

また、244ページの『マイクロ・プロセッサー・ブラケットとプレ
ートの取付け/取り外し (Type 6588, 6888)』もご覧ください。

注

固定用ブラケット、システム・ボード・プレート、ネジ及びワ
ッシャーは、古いシステム・ボードから外して、新しいシステ
ム・ボードに取り付けます。

重要

6 つの固定用タブにプラスチック・ワッシャーが付いているこ
と、および、システム・ボード・プレートを守る、前面の２つ
のネジ頭の下にワッシャーが付いていることを確認してくださ
い。

もし、ワッシャーが正しく付けられていない場合、システム・
ボードがダメージを受ける場合があります。

Type 6898 のシステム・ボードの交換
IntelliStation M Pro (Type 6898) の場合は、システム・ボードと
EMC シールドに関する下記事項に注意してください。

注意

システム・ボードを取り付ける際には、USB,マウス/キーボ
ード、およびイーサネット・コネクターの回りにある EMC
シールドのツメを損傷させないように、注意深く扱ってくださ
い。

また、システム・ボードの取外し、取り付けの際には、上記

EMC シールドのツメを曲げたり、損傷させたりしないよう
に、EMC シールドのツメの下にシステム・ボードがくるよう
に角度をつけて、行ってください。

Type 6561 のシステム・ボードの交換
システム・ボードの交換については、224ページの『システム・ボ
ードの取外し (Type 6561)』を参照してください。

66 300/700保守マニュアル  



    
 

Type 6272 パーツ

1

2

3

4

5
6

7

8

9

10

11
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6272) FRU
番号

1 カバー・アセンブリー 76H4459

2 5.25インチ・ドライブ・ブラケット 76H4466

 3.5インチ・ドライブ・ブラケット 76H4465

3 2.5 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 07H1123

 4.2 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 02K2767

 IDE ケーブル 76H4491

 最大 16倍速 CD-ROMドライブ 02K1152

4 ライザー・カード 61H0193

5 ライザー・カード・ブラケット 76H4464

6 電源機構 76H4860

7 ベース・アセンブリー(ラベル付き)モデル
A7J

02K2782

 ベース・アセンブリー(ラベル付き) その他の
モデル

76H4460

 Bezel Covers Kit 76H4461

 モデル・プレート 76H4462

 電源ボタン 76H4469

 電源スイッチおよびケーブル 76H4485

 デュアル LED ケーブル・アセンブリー、  

 ハード・ディスク/電源 76H4463

 LED ケーブル・アセンブリー、パワー 12J5542

 LED ケーブル・アセンブリー、ハード・ディ
スク

07H1444

 CABLE - Switch to Planar、セキュリティー 60G2258

 シリアル・ポートB コネクターおよび  

 ケーブル・アセンブリー 76H7122

 60 mm ファン・アセンブリー 76H6613

 Pedestalアセンブリー 12J3146

 壁掛け 12J3147

 EMC クリップ・キット 12J4462

 2x3 EMC クリップ 01K1619

 取付けねじキット 93F0041

 脚部(4) 03K9655

 ラベル・キット - 日本 12J0600

8 3.5インチ 1.44 MBディスケット・ドライブ
(3 モード)

75H9552

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 76H4228

9 メモリー - 8 MB DIMM、パリティーなし 42H2807

 メモリー - 16 MB DIMM、パリティーなし 42H2808

 メモリー - 32 MB DIMM、パリティーなし 42H2809

 メモリー - 64 MB DIMM、パリティーなし
(EDO)

42H2830

10 プロセッサ、P54C-133MHz 76H7116

 プロセッサ、P54C-166MHz 76H7117

 プロセッサ、P55C-166MHz 76H7119

 プロセッサ、P55C-200MHz 01K1699

 プロセッサ、P55C-233MHz 02K2768

11 システム・ボード(プロセッサーなし、メモリ
ーなし) イーサネット付き (全てのモデル)

61H0454

 システム・ボード(プロセッサーなし、メモリ
ーなし) イーサネット付き (133～ 200 MHz
CPU搭載モデル)

61H0388

 L2 キャッシュ、256 KB 01K1554
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6272) FRU
番号

 ビデオ RAM 1 MB 42H2828

 リチウム・バッテリー 33F8354

 ジャンパー・キット 93F0067

 109キー・キーボード 07H0704

 マウス 76H5080

 マウス・ローラーとマウス・リッド 07H0664

 電源コード 39H0212

 3ピン - 2ピン変換アダプター 13H8211
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Type 6282 パーツ

1

2

3

4

5
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70 300/700保守マニュアル  



    
 

パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6282) FRU
番号

1 カバー・アセンブリー 76H4230

2 2.5 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 07H1123

 4.2 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 02K2767

 IDE ケーブル 76H6064

3 ライザー・カード・ブラケット 76H1788

4 電源機構 (145W) -日本 76H4858

5 ベース・フレーム・アセンブリー (ラベル付
き)

76H4231

 ベゼル・カバー・キット 76H4232

 モデル・プレート 76H4233

 電源ボタン 76H4234

 電源スイッチおよびケーブル 76H4485

 デュアル LED ケーブル・アセンブリー、ハ
ード・ディスク/電源

76H4463

 LED ケーブル・アセンブリー、電源 12J5542

 LED ケーブル・アセンブリー、ハード・ディ
スク

07H1444

 CABLE - Switch to Planar、セキュリティ 60G2258

 シリアル・ポートB コネクターおよびケーブ
ル・アセンブリー

76H7122

 80 mm ファン・アセンブリー 06H1796

 キーロック・アセンブリー 12J6076

 脚柱アセンブリー 12J3146

 EMC クリップ・キット 12J4462

 取付けねじキット 93F0041

 脚部(4) 07H1440

 ラベル・キット - 日本 12J0600

6 最大 16倍速 CD-ROMドライブ 02K1152

 オーディオ・カード 12J4437

 オーディオ・ケーブル 10H2924

7 メモリー - 8 MB DIMM、パリティーなし 42H2807

 メモリー - 16 MB DIMM、パリティーなし 42H2808

 メモリー - 32 MB DIMM、パリティーなし 42H2809

 メモリー - 64 MB DIMM、パリティーなし
(EDO)

42H2830

8 システム・ボード (プロセッサーなし、メモリ
ーなし) イーサネット付き

61H0454

 L2 キャッシュ、256 KB 01K1554

 ビデオ・メモリー 1 MB 42H2828

 リチウム・バッテリー 33F8354

 ジャンパー・キット 93F0067

9 プロセッサー、 P54C-133MHz 76H7116

 プロセッサー、 P54C-166MHz 76H7117

 プロセッサー、 P55C-166MHz 76H7119

 プロセッサー、 P54C-200MHz 76H7118

10 ライザー・カード 61H0188

11 3.5インチ・ドライブ・ブラケット 76H1789

12 3.5インチ 1.44 MBディスケット・ドライブ
(3モード)

75H9552

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 76H4489

 109キー・キーボード 07H0704

 マウス 76H5080

 マウス・ローラーとマウス・リッド 07H0664
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6282) FRU
番号

 電源コード 39H0212

 3ピン - 2ピン変換アダプター 13H8211
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Type 6277, 6287 パーツ
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6277, 6287) FRU
番号

 1 上部カバー 10L5519

 (以下のいずれかの 32X Max CD-ROM ド

ライブを発注してください。)
 

 2 CD-ROM (32X Max) 28L1635

 2 CD-ROM (32X Max) 28L1641

 2 CD-ROM (40X Max) 36L8747

 3 前部ベゼル (パネル) アセンブリー 10L5520

 4 ベゼル・キット - 以下のものが含まれます:

5.25インチのブランク・ベゼル
5.25インチのフレーム・ベゼル
3.5インチのブランク・ベゼル
3.5インチのフレーム・ベゼル

20L3089

 5 3.5インチ 1.44MBディスケット・ドライブ 75H9552

 6 ハード・ディスク取り付け金具 10L5521

 7 3.2 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 10L6006

 7 4.2 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 12J3143

 7 8.4 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 10L5996

 7 20.4 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 36L8711

 8 システム・ボード、Celeronプロセッサー用
(オーディオなし、プロセッサーなし、
メモリーなし)

01K4446

 8 システム・ボード、Pentium II,
Pentium III プロセッサー用
(プロセッサーなし、メモリーなし、
オーディオつき)

01K4451

 9 イーサネット・アダプター (Lake Clark 2.2) 30L5929

10 電源機構ブラケット 20L3087

11 電源機構 (145 w) 20L2314

12 Celeronプロセッサー 300 MHz、
128 KB キャッシュ

28L5017

12 Celeronプロセッサー 333 MHz、
128 KB キャッシュ

01K4447

12 Celeronプロセッサー 400 MHz、
128 KB キャッシュ

37L4732

12 プロセッサー、Pentium II 400 MHz 01K4334

12 プロセッサー、Pentium III 500 MHz 33L1615

13 メモリー - 32 MB DIMM、パリティーなし 01K1146

13 メモリー - 64 MB DIMM、パリティーなし 01K1147

13 メモリー - 128 MB DIMM、パリティーなし 01K1148

14 ベース・フレーム・アセンブリー 20L3085

 ケーブル - CD-ROMオーディオ 75H9219

 ケーブル - CD-ROM、IDE (2 ドロップ) 01K1515

 Cable - ディスケット・ドライブ 01K1513

 ケーブル - ハード・ディスク・ケーブル、
EIDE

01K1514

 3.5インチ・ベイ用の EMC シールド 20L3074

 5.25インチ・ベイ用の EMC シールド 20L3073

 システム・ボード用の EMC シールド・キッ
ト

20L3083

 脚部 (4) 03K9655

 LED/電源スイッチ・アセンブリー 10L5534

 リチウム・バッテリー 33F8354

 各種ハードウェア・キット 20L3094

74 300/700保守マニュアル  



    
 

インデッ
クス

システム装置 (Type 6277, 6287) FRU
番号

 モデム・アダプター 01K4459

 モデム・ケーブル、RJ11、7 フィート 00K8183

 プロセッサー取り付け金具

(Goal Post)
20L3091

 スピーカー (ケーブル・アセンブリ付) 01K4909

 109キーボード 33L1187

 2 ボタン・マウス 76H5080

 2 ボタン用マウス・ボールとマウス・リッド 07H0664

 スクロールポイント・マウス 12J4546

 スクロールポイント用マウスボールとマウス
リッド

12J4547

 電源コード 39H0212

 3 ピン - 2 ピン変換アダプター 13H8211
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Type 6577 パーツ
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Type 6587, 6887, 6589 パーツ
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6577, 6587, 6589,
6887)

FRU
番号

1 カバー  

 ラベル付き上部カバー 3x3(6577) 06H5722

 ラベル付き上部カバー 5x5 (6587,6589,6887) 75H7986

2 ディスケット・ドライブおよびケーブル  

 3.5インチ 1.44MBディスケット・ドライブ 41H7675

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 5x5 06H6325

3 ハード・ディスク・ドライブおよびケーブル  

 1.2GB IDE ハード・ディスク・ドライブ
(6577)

07H0383

 1.6GB IDE ハード・ディスク・ドライブ
(6577,6587,6589)

75H7497

 1.6GB IDE ハード・ディスク・ドライブ
(6887)

06H9064

 2.5GB IDE ハード・ディスク・ドライブ
(6577,6587,6598)

07H1123

 4.2GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 76H5820

 ハード・ディスク・ドライブ・ケーブル 06H6326

 ハード・ディスク・ドライブ LED およびケ
ーブル

93F2388

 SCSIケーブル PCI 5x5 (6887) 06H6062

4 電源機構、ケーブル、スイッチ  

 145ワット電源機構 3x3 (3.3ボルト) (6577) 06H8824

 200ワット電源機構 5x5 (3.3ボルト)
(6587,6887)

55H6636

 200ワット電源機構 5x5 (3.3ボルト) (6589) 75H9198

 電源スイッチおよびケーブル 60G2258

 電源ボタン 3x3 (6577) 06H9414

 電源ボタン 5x5 (6587,6887) 06H9403

 LED および電源ケーブル 93F2389

5 システム・ボード  

 6577,6587 (P54C) 93H5966

 6587 (P55C) 93H4690

 6587用 P55C対応  

 VOLTAGE REGULATOR 76H3658

 6589 40H6044

 6887(注) 60H7020

 ROM DISKT (フラッシュ・アップデート)
(6887)

39H5907

 Video Driver Update Dskt (6887) 73H7852

 (注): システム・ポードにはフラッシュ・ア
ップデート・ディスケット、およびビデオ・
ドライバー・アップデート・ディスケットが
同梱されていません。同時に発注してくださ
い。

 

 P54C-100 (6577) 07H0838

 P54C-133 (6577) 07H0843

 P54C-150 (6887) 06H9892

 P54C-166 (6587, 6887) 07H0971

 P54C-200 (6587) 75H9575

 P55C-166 (6587) 12J2758

 P55C-200 (6587) 12J2759

 Shunt Block - Supports P54C processor on
a P55 system board

89G4106
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6577, 6587, 6589,
6887)

FRU
番号

 ヒート・シンク 45H9561

 ヒート・シンク・クリップ 45H9563

 P6-200 (6589) 75H9212

 P6-200オプション用 DUAL プロセッサ
(6589)

75H9831

 電源調整モジュール (VRM) (6589) 07H1097

 72ピン・メモリー (パリティーなし)  

 4MB EDO パリティーなし 60ns 92G7319

 (6577, 6587, 6887)  

 8MB EDO パリティーなし 60ns 92G7321

 (6577, 6587, 6887)  

 16MB EDO パリティーなし 60ns 92G7323

 (6577, 6587, 6887)  

 32MB EDO パリティーなし 60ns 92G7325

 (6577, 6587, 6887)  

 168ピン・メモリー DIMM  

 16MB パリティーなし (6577,6587,6887) 42H2779

 32MB パリティーなし (6577,6587,6887) 42H2780

 32MB パリティーなし (6589) 42H2797

 64MB パリティーなし (6589) 42H2798

 128MBパリティーなし (6589) 42H2799

 32MB ECC (6589) 42H2801

 64MB ECC (6589) 42H2802

 128MB ECC (6589) 42H2803

 L2 キャッシュ  

 256KB (6577,6587,6887) 07H1150

 512KB 42H2781

 ビデオ・メモリー  

 ビデオ DRAM 1MB (6577) 42H2770

6 ベース・フレーム・アセンブリー  

 ベース・アセンブリー 3x3(6577) 07H1092

 ベース・アセンブリー 5x5(6587,6589,6887) 06H9405

 脚部 (数量 4) 3x3(6577) 10H3080

 脚部 (数量 4) 5x5 (6587,6589,6887) 06H1773

 ブランク枠3x3(6577) 06H9421

 ブランク枠（オーディオ付き）5x5 06H9411

  (6587, 6589, 6887)  

 下部カバー 5x5 (6587,6589,6887) 06H1791

 C-2スイッチ・アセンブリー 5x5 (6887) 06H9972

 フロア・スタンド・アセンブリー 06H1792

 PCMCIA ブラケット 5x5 (6587) 06H1790

 オーディオ・フロント・パネル・アセンブリ

ー 5x5(6887)
06H9412

 オーディオ・フロント・パネル・アセンブリ

ー ブラケット5x5(6587)
06H9413

 フロント・パネル・カード（6887) 06H9150

 リア・デコレーティブ・パネル 3x3(6577) 06H9420

 リア・デコレーティブ・パネル 5x5 06H9407

  (6587, 6589, 6887)  

 80MM ファン・アセンブリー 06H1796

 80MM ファン・ガード 3x3 06H5733

7 入出力パネル・アセンブリー  

 リア入出力パネル・アセンブリー ISA 3x3 06H5744

  (6577)  
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6577, 6587, 6589,
6887)

FRU
番号

 リア入出力パネル・アセンブリー ISA 5x5 06H9410

 (6587, 6589, 6887)  

8 ライザー・カード  

 3x3 ISA/PCI (6577) 12J5553

 5x5 ISA/PCI (6587,6589,6887) 12J5554

 カード・ガイド  

 カード・ガイド ISA/PCI 5x5(6589) 06H1779

 カード・ガイド ISA/PCI 5x5(6587,6887) 07H1091

 カード・ガイド ISA/PCI 3x3(6577) 06H9416

9 取外し可能 DASD トレイ 5x5
(6587,6589,6887)

06H9409

 取外し可能 DASD トレイ 3x3 06H5743

10 フロント枠 w/ ラベル 5x5 (6887) 06H9404

 フロント枠 w/ ラベル 5x5 (6587) 07H0349

 フロント枠 w/ ラベル 3x3 (6577) 07H0350

 フロント枠 w/ ラベル 5x5 (6589) 75H9214

11 5.25インチFDDブラケット(6587,6589,6887) 06H9408

 EMC シールド各 4 5x5 (6587,6589,6887) 06H1782

 EMC シールド各 4 3x3 (6577) 06H5747

 CLAMP 6XCD-ROM 11H6128

 拡張スピーカー (6887) 06H5735

 カバー・ラッチ 5x5 (6887,6589) 06H1783

 カバー・ラッチ 5x5 (6587) 07H0844

 カバー・ラッチ 3x3 (6577) 06H5736

 ブランク枠 PCMCIA 5x5 (6887,6589) 06H1784

 カバー・ロック・アセンブリー 3x3 (6577) 06H9418

 カバー・ロック・アセンブリー 5x5 (6589) 06H1776

 カバー・ロック・アセンブリー 5x5
(6587,6887)

06H9406

 ブランク・ドライブ枠 3.5インチ 06H5739

 ブランク・ドライブ枠 5.25インチ 06H5738

 取付けねじ 93F0041

 ジャンパー・キット 93F0067

 EMC クリップ各 6 個 06H5734

 ラベル・キット(6577) 46H2408

 ラベル・キット(6587) 46H2409

 ラベル・キット(6589) 73H7916

 ラベル・キット(6887) 39H5318

 マウス 06H4595

 マウス・ボールおよびクリップ(ねじって外す) 06H4585

 5576-B01 66G0507

 5576-B05 07H0704

 3p-2pアダプター 13H8211

 パワー・コード 39H0212

 リチウム電池 33F8354

 マルチメディア / オプション
 CD-ROMドライブ IDE, 16X MAX 76H6101

 CD-ROMドライブ IDE, 8倍速度
(8X)(6577,6587,6589)

75H9748

 CD-ROMドライブ IDE, 6倍速度
(6X)(6887)

06H9429

 CD-ROMドライブ IDE, 6倍速度
(6X)(6577,6587)

75H9601

 Cable CD-ROM, AUDIO 07H0019
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6577, 6587, 6589,
6887)

FRU
番号

 S3 Tno64Vt ディスプレイ アダプター 75H9213

 MATROX MGA Millennium ディスプレイ 
アダプター

06H9074

 イーサネット・カード 10 Base-T ISA 25H6151

 Wake-on-LAN/Ring Cable 07H0447

 DSPデータ・コラボレーション・アダプター 75H7451

 CABLE Planer to データ・コラボレーショ
ン・アダプター

76H2654

 モジュラー・ケーブル（電話線） 85G1282

 ヘッドセット（マイクロフォン・ヘッドセッ
ト）

30H2312

 赤外線通信オプション 07H0020

 イーサネット・アダプター Intel 10/100 12J3123
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Type 6560 パーツ
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6560) FRU
番号

1 上部カバーおよびロゴ  

 上部カバー、フロントベゼルを含む 4x4 75H7956

 ラベル・プレート- PC 340 (6560) 75H7959

 ベゼル・カバー・キット 75H7958

2 ディスケット・ドライブおよびケーブル  

 3.5インチ 1.44MBディスケット・ドライブ 41H7675

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 5x5 06H6325
または

92F0423

3 ハード・ディスク・ドライブおよびケーブル  

 1.2GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 07H0383

 2.5GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 07H1123

 6X IDE CD-ROMドライブ 06H9429

 ハード・ディスク・ドライブ・ケーブル 06H6326
または

92F0424

 LEDおよびケーブル 電源機構/ハード・ディ
スク

07H1444

4 電源機構、ケーブル、スイッチ  

 200ワット電源機構 5x5 (3.3ボルト)(6560) 55H6636

 スイッチ・ケーブル・アセンブリー（注） 06H3863

 （注）電源機構 (55H6636)の P9と接続して
ください。

 

5 システム・ボード  

 (プロセッサー、メモリーを除く)  

 システム・ボード 93H3474

  (6560-J7T : キャッシュなし)  

 システム・ボード 93H4603

  (6560-48J : キャッシュ・オンボード)  

   

 プロセッサー  

 P54C-100 07H1446

 P54C-133 75H8235

   

 72ピン・メモリー (パリティーなし)  

 4MB EDO パリティーなし 60ns 92G7319

 8MB EDO パリティーなし 60ns 92G7321

 16MB EDO パリティーなし 60ns 92G7323

 32MB EDO パリティーなし 60ns 92G7325

   

 L2 キャッシュ・メモリー  

 256KB L2 キャッシュ・メモリー 42H2804

6 ベース・フレーム・アセンブリー  

 ベース・アセンブリー 4x4(6560) 75H7957

 脚部 (数量 4) 07H1440

 リチューム・バッテリー (121ページ参照) 33F8354

 電源ボタン 75H7979

   

 ジャンパー・キット 93F0067

 マウス 06H4595

 マウス・ボールおよびクリップ(ねじって外す) 06H4585

 取付けねじ 93F0041

 5576-B01 66G0507
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6560) FRU
番号

 5576-B05 07H0704

 3p-2pアダプター 13H8211

 パワー・コード 39H0212

 ラベル・キット(6560) 46H4948

 TOROID KIT 11H6128

7 カード・ガイド  

 ライザー・カード・サポート・ブラケット 76H1788

8 ライザー・カード  

 4x4 PCI/ISA 12H0897

 取り外し可能DASDトレイ 76H1789
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Type 6561 パーツ
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6561) FRU
番号

1 カバー・アセンブリー 01K1607

2 ベゼル・キット 76H7339

 ネーム・プレート 01K1611

3 CD-ROMドライブ/32X 02K3412

3 CD-ROMドライブ/32X 02K1115

 オーディオ・ケーブル、CD-ROM 75H9219

 IDE ケーブル、CD-ROM (1-ドロップ) 03K9724

 IDE ケーブル、CD-ROM (2-ドロップ) 12J3432

4 EMC シールド・キット 76H7338

5 2.5 GB EIDE ハード・ディスク 76H5822

5 4.2 GB EIDE ハード・ディスク 12J3143

 IDE ケーブル 76H7341

6 ハード・ディスク/CD-ROMケージ 76H7331

7 3.5インチ 1.44 MBディスケット・ドライブ
(3 モード)

75H9552

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 76H7340

8 3.5インチ・ディスケット・ブラケット 76H7330

9 サイド・ブラケット 76H7329

10 ファン・アセンブリー 80 mm 10L5501

10 ファン・アセンブリー 80 mm (233,
266MHz CPU)

03K9541

11 メモリー - 16 MB DIMM, パリティーなし 01K1104

11 メモリー - 32 MB DIMM, パリティーなし 01K1105

11 メモリー - 32 MB DIMM, ECC 01K1125

12 プロセッサー、Celeron 266 MHz. No
Cache

01K4295

12 プロセッサー、Celeron 300 MHz. No
Cache

01K4463

12 プロセッサー、Pentium II 233 MHz. 01K2165

12 プロセッサー、Pentium II 266 MHz. 01K2166

12 プロセッサー、Pentium II 233 MHz. ECC 01K2168

12 プロセッサー、Pentium II 266 MHz. ECC 01K2169

 プロセッサー、Pentium II 300 MHz. ECC 01K4291

12 : プロセッサー、Pentium II 333 MHz. ECC 01K4327

 ゴール・ポスト - プロセッサー・サポート 02K2856

13 システム・ボード (プロセッサーなし、メモリ
ーなし、ガイド・レールおよびシールドつき)

28L5021

 ガイド・レール - システム・ボード 01K1610

 リチウム・バッテリー 33F8354

14 ラッチおよびネジ - システム・ボード 01K1612

15 電源スイッチ/LED アセンブリー・ケース 03K9542

16 ライザー・カード 61H0499

 フロント・ライザー・サポート・ガイド 02K2766

17 シャシー・アセンブリー 01K1608

 キーロック・アセンブリー 76H7336

 脚部 (4) 93F2386

18 サイド・パネル 76H7333

19 145ワット(W)電源機構 01K9848

 イーサネット・アダプター 08L2566

 ケーブル、Wake On LAN 08L2559

 その他、ネジ・キット 93F0041

 109キー・キーボード 02K0844

 マウス 76H5080
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6561) FRU
番号

 マウス・ローラーとマウス・リッド 07H0664

 電源コード 39H0212

 3 ピン - 2 ピン変換アダプター 13H8211

 Powerスイッチ・ケーブル 01K1609
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Type 6562 パーツ
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6562) FRU
番号

1 カバー・アセンブリー 76H7327

2 EMC シールド 76H7338

3 4.2 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 12J4574

 IDE ケーブル 76H7341

4 CD-ROMドライブ (24X Max) 12J3521

 IDE ケーブル、CD-ROM (1-ドロップ) 12J3432

5 ハード・ディスク/CD-ROMケージ (ネジ含
む)

76H7331

6 オーディオ・パネル・アセンブリー 76H7171

 オーディオ・ケーブル 01K5680

7 3.5インチ 1.44 MBディスケット・ドライブ 75H9552

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 76H7340

 ディスケット・ドライブ電源ケーブル 12J3431

8 3.5インチ ディスケット・ブラケット 76H7330

9 サイド・ブラケット 76H7329

10 システム・ボード・ガイド・レール 76H7335

 ケーブル、ウェイク・オン・リング 76H7345

11 プロセッサー P55C 166 MHz 76H7119

 プロセッサー P55C 200 MHz 76H5509

 プロセッサー P55C 233 MHz 02K2768

12 メモリー - 16 MB DIMM, パリティーなし 01K1116

 メモリー - 32 MB DIMM, パリティーなし 01K1117

 メモリー - 64 MB DIMM, パリティーなし 01K1118

 メモリー - 128 MB DIMM, パリティーなし 01K1119

13 システム・ボード (プロセッサーなし, メモリ
ー)

07L7353

 リチウム・バッテリー 33F8354

 ジャンパー・キット 93F0067

14 シャシー・アセンブリー 76H7328

 キーロック・アセンブリー 76H7336

 脚部 (4) 93F2386

 ベゼル・キット 76H7339

 取付けネジ・キット 93F0041

 ラベル・キット - 日本 05K5073

 バンパー・キット 03K9732

15 ファン/スピーカー/電源スイッチ・アセンブリ
ー

76H7332

16 ライザー・カード 93H2831

 ライザー・カード・サポート 76H7334

17 サイド・パネル 76H7333

18 145ワット電源機構 12J5993

 109キーボード 07H0704

 マウス 76H5080

 マウス・ローラーとマウス・リッド 07H0664

 電源コード 39H0212

 3 ピン - 2 ピン変換アダプター 13H8211
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6588, 6888) FRU
番号

1 カバー  

 (6588) 75H7986

 (6888) 12J6023

 カバー・ラッチ (6588) 06H1783

 カバー・ラッチ (6888) 12J6029

2 4.2 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ
(6588)

76H5820

2 4.3 GB SCSI ハード・ディスク・ドライブ
(6888)

76H4616

 SCSIケーブル(6588, 6888) 01K1458

 EIDE ケーブル(6588, 6888) 06H6326

3 ライザー・カード (6588, 6888) 12J3018

4 200ワット電源機構 12J5111

5 リア・パネル  

 (6588) 01K1689

 (6888) 12J6028

 リア I/Oパネル (6588, 6888) 06H9410

6 ベース・フレーム・アセンブリー(ラベル
付)(6588, 6888)

12J3040

 リア・パネル用 D シェル (6588, 6888) 12J3023

 9 pin シリアル・ケーブル (6588, 6888) 75H9218

電源スイッチとケーブル(6588, 6888) 60G2258

 LED ケーブル・アセンブリー
 （電源/ ハード・ディスク両用）(6588, 6888) 76H4463

 LED ケーブル・アセンブリー  

 （ハード・ディスク用）(6588, 6888) 93F2388

 LED ケーブル・アセンブリー(電源用)(6588,
6888)

93F2389

 SCSI LED ケーブル (6588, 6888) 75H9217

 IR/シリアル・ケーブル(6588, 6888) 12J3025

 セキュリティ・スイッチとケーブル・アセン

ブリー (6588, 6888)
06H1788

 キーロックとキー (6588) 06H1776

 キーロックとキー (6888) 12J6027

 下部カバー (6888) 01K1652

 フロア・スタンド (6888) 12J3038

7 ディスケット・ドライブ、3.5-Inch, 1.44 MB  

 (6588) 41H7675

 (6888) 76H4091

 ディスケット・ドライブ・ケーブル (6588,
6888)

06H6344

8 5.25-inch用 ブラケット (6588, 6888) 06H9408

9 CD-ROMドライブ (最大16倍速)  

 (6588) 76H6101

 (6888) 02K1125

10 フロント枠アセンブリー  

 (6588) 12J3021

 (6888) 12J3039

 ブランク・ドライブ・ベゼル 5.25-inch
(6588)

06H5738

 ブランク・ドライブ・ベゼル 5.25-inch
(6888)

12J6025
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6588, 6888) FRU
番号

 ブランク・ドライブ・ベゼル 3.5-inch
(6588)

06H5739

 ブランク・ドライブ・ベゼル (6588) 06H9411

 ブランク・ドライブ・ベゼル (6888) 01K1653

 ベゼル、PCMCIA (6588) 06H1784

 ベゼル、PCMCIA (6888) 12J6024

11 カード・ガイド (6588, 6888) 06H1779

12 ファン・アセンブリー 80 mm (6588, 6888) 12J3020

13 ファン・ダクト(6588, 6888) 12J3022

 ファン・ダクト(300MHZプロセッサー) 01K1894

14 システム・ボード（プロセッサー、メモリー

なし）(6588, 6888). 65ページを参照してく
ださい。

07L9076

 オーディオ・ケーブル（システム・ボード/
CD-ROM用）(6588, 6888)

75H9219

 リチウム・バッテリー (6588, 6888) 33F8354

15 プロセッサー、  

 233 MHz - 512 KB Cache (6588) 12J3019

 266 MHz - 512 KB Cache (6588, 6888) 12J3024

 300 MHz (ファンシンク付き)- 512 KB
Cache (6588)

01K1895

 プロセッサー固定キット(6588, 6888) 12J6030

 キットには、固定ブラケット、システム・ボ

ード・プレート、6 本のネジおよびワッシャ
ーが含まれます。

 

16 メモリー  

 32 MB DIMM, NP EDO (6588) 42H2797

 32 MB DIMM, ECC (6888) 42H2801

 64 MB DIMM, ECC (6888) 42H2829

17 SCSIアダプター (6588, 6888) 12J3094

 4 MB Video アダプター - Matrox (6588) 75H9227

18 Intergraph 3D グラフィクス・アダプター
(6888)

75H9225

19 ハード・ディスク用 ブラケット (6588,
6888)

06H9409

 EMC シールド (6588, 6888) 06H1782

 脚部（数量 4) (6588, 6888) 06H1773

 取付けネジ (6588, 6888) 93F0041

 ジャンパー・キット(6588, 6888) 93F0067

20 その他  

 マウス (2 ボタン 白：6588) 06H4595

 マウス・ボールおよびクリップ(6588) 06H4585

 マウス (3 ボタン黒：6888) 76H6620

 マウス・ボール (6888) 76H6619

 109キー・キーボード（白：6588) 07H0704

 109キー・キーボード（黒：6888) 76H0933

 3P-2Pアダプター 13H8211

 電源コード 39H0212

 赤外線オプション 07H0020

 ラベル・キット (6588,6888) 05K5052

92 300/700保守マニュアル  
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6592) FRU
番号

1 ハンドル・カバー 12J4494

2 トップ・カバー・アセンブリー 12J4509

3 CD-ROM (24X 最大) 12J3521

 CD-ROMオーディオ・ケーブル 75H9219

4 4.2 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 12J4574

 ハード・ディスク・ケーブル、EIDE 12J4518

5 3.5インチ 1.44 MBディスケット・ドライブ
(3 モード)

75H9552

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 76H7340

6 各種ブランク・ベゼル 12J4497

7 各種オプション・ベゼル 12J4498

8 3.5インチ・ベゼル・アセンブリー 12J4496

9 モデル・プレート 12J4499

10 フロント・ベゼル 12J4495

11 下部パネル 12J4504

12 脚部 (4) 12J4506

13 プロセッサー、Pentium MMX 166 MHz 76H7119

13 プロセッサー、Pentium MMX 200 MHz 76H5509

13 プロセッサー、Pentium MMX 233 MHz 02K2768

14 メモリー - 16 MB DIMM, パリティーなし 01K1116

14 メモリー - 32 MB DIMM, パリティーなし 01K1117

 メモリー、64MB DIMM、パリティーなし 01K1118

 メモリー、128MB DIMM、パリティーなし 01K1119

15 システム・ボード (プロセッサーなし、メモリ
ーなし)

07L7353

 リチウム・バッテリー 33F8354

 ライザー・カード 93H7192

 ライザー・カード・サポート 76H7334

 ケーブル - Wake Onリング 76H7345

16 92 mm ファン・アセンブリー 12J5536

17 スピーカー、C2、カード・ガイド・アセンブ
リー

12J4507

18 EMC キット 12J4508

19 DASD ブラケット 3.5インチ/5.25インチ 12J4501

20 アクセス・カバー・アセンブリー 12J4493

21 オーディオ、フロント・パネル 12J4514

22 3.5インチ・ドライブ・ブラケット 12J4502

23 電源機構 (200W) 76H4873

24 キーロック・アセンブリー 12J5102

25 ベース・フレーム・アセンブリー 12J4500

 プレーナー・サイド・ガイド・レール 76H7335

 各種ハードウェア・キット 12J4503

 各種ネジ・キット 93F0041

 ジャンパー・キット 93F0067

26 電源スイッチ/LED ケーブル・アセンブリー 12J4510

 英語 104キー・キーボード 07H0666

 マウス 76H5080

 マウス・ローラーとマウス・リッド 07H0664

 電源コード 39H0212

 3 ピン - 2 ピン変換アダプター 13H8211

94 300/700保守マニュアル  



    
 

Type 6597 パーツ
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6597) FRU
番号

1 システムボード（プロセッサー／メモリーな
し）

93H1699

 ビデオ・メモリー 1MB 42H2770

2 P54C-166 07H0971

 ペンティアム用ヒートシンク 45H9561

 ペンティアム用ヒートシンク・クリップ 45H9563

3 ライザー・カード（ISA／PCI） 12H2025

6 3.5インチベイランク・パネル 34G1867

 3.5インチ 1.44MBディスケット・ドライブ 41H7675

7 5.25インチベイブランク・パネル 34G1866

 CD-ROMドライブ IDE，6倍速 75H9601

 1.6GBハードディスク・ドライブ 75H7497

8 ブランク オーディオ・パネル 42H0347

9 BASE ASM／ペデスタル 34G1861

10 CD-ROM／ハードディスク・ドライブケーブ
ル

60G2254

11 ディスケット・ドライブケーブル 75H8905

12 オーディオ・カード 07H0849

 オーディオ用ケーブル 10H2924

 Ethernet Wake On LAN カード 25H6151

 Ethernet Wake On LAN ケーブル 07H0447

13 電源用 LED インジケーター・ケーブル 34G1863

14 ハードディスク用 LED インジケーター・ケ
ーブル

34G1867

15 200ワット電源機構（3.3V） 55H6636

16 電源スイッチ 60G2258

17 72ピン・メモリー（パリティーなし）  

 4MB EDO パリティーなし 60 ns 92G7319

 8MB EDO パリティーなし 60 ns 92G7321

 16MB EDO パリティーなし 60 ns 92G7323

 32MB EDO パリティーなし60 ns 92G7325

 168ピン・メモリー DIMM  

 32MB パリティーなし60 ns 42H2780

18 L2 キャッシュ  

 256KB 07H1150

19 リチウム・バッテリー 33F8354

 トップ・カバー/ベース/ベゼル ASM 73H7901

 トップ・カバー用取り付けネジ 60G1995

 ジャンパー・キット 93F0067

 取り付けネジ 93F0041

   

 2ND FAN 06H1796

 スピーカー 73G4527

 スピーカー用トランスフォーマー 13H8255

 5576-B01キーボード 66G0507

 マウス 06H4595

 マウス・ボールおよびクリップ（ねじって外
す）

06H4585

 赤外線通信オプション 07H0020

 3P-2Pアダプター 13H8211

 パワー・コード 39H0212

 ラベル・キット 46H4984

96 300/700保守マニュアル  



    
 

Type 6598 パーツ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

  保守情報 97



    
 

パーツ・リスト

(注): システム・ボードにはフラッシュ・アップデート・ディスケ
ットが同梱されていません。同時に発注してください。

マウス

キーボード

イン
デッ
クス

システム装置 (Type 6598) FRU
番号

1 サイド・カバー・アクセス・パネル 06H9673

2 ベース・フレーム・アセンブリー（ラベル付） 07H0164

 リア・フレーム入出力アイコン・ラベル 07H0174

 システム・ボード・ラベル - カバー内部 07H0173

 EMC シールド 07H0166

3 フロント枠アセンブリー 06H9659

4 80mmファン・アセンブリー 06H1796

5 DASD 取付けトレイ 07H0165

 5.25インチ・ブランク枠 07H0167

 ハード・ディスク・ドライブ LED 06H9670

 およびケーブル  

6 3.5インチ 1.44MBディスケット・ドライブ 93F2361

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 06H6344

7 1.2GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 07H0383

 IDE ハード・ディスク・ドライブ・ケーブル 06H6326

 2.25GB SCSI ハード・ディスク・ドライブ 06H8561

 U-SCSI PCI ケーブル 06H9674

8 CDROM (6X) 06H9431

 CDROM EMC シールド (2) 07H0171

9 グラフィックス・アダプター - PCI 06H9074

 U-SCSIカード - PCI (Adaptec) 07H0141

10 システム・ボード (プロセッサー/メモリーな
し)

06H9658( 注)

 メモリー - 8MB (72ピン 60ナノ秒 NP) 42H2776

 メモリー - 16MB (72ピン 60ナノ秒 NP) 42H2777

 メモリー - 16MB P 92G7294

 メモリー - 32MB P 92G7295

 リチューム・バッテリー 33F8354

 フラッシュ・アップデート・ディスケット 46H2446( 注)

11 電源機構 (200W) 06H9660

 電源スイッチ 06H9671

12 150Mhzプロセッサー (ヒート・シンク付) 07H0163

 アクセサリー・キット (4 レール) 06H9672

 その他のパーツ・キット 07H0170

 ジャンパー・キット 93F0067

 電源コード 39H0212

 Label Kit 46H2440

 200MHzプロセッサー (ヒートシンク付) 07H1290

マウス 06H4595
マウス・ボールおよびクリップ（ねじって外す） 06H4585

5576 B01 66G0507
キーボード・ケーブル 79F5442

98 300/700保守マニュアル  
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6862) FRU
番号

 1 カバー・アセンブリー 01K1607

 ネーム・プレート 03K9625

 (以下の最大 32倍速 CD-ROM ドライブの

いずれかを発注してください。)
 

 2 CD-ROMドライブ (最大 32倍速) 02K1115

 2 CD-ROMドライブ (最大 32倍速) 02K3412

 2 CD-ROMドライブ (最大 40倍速) 36L8747

 IDE ケーブル、CD-ROM (1-ドロップ) 03K9724

 3 4.2 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 10L6011

 3 6.4 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 10L6012

 (交換する 13.5GBハードディスクの FRU番
号と一致するどちらかの 13.5 GBドライブを
発注してください)

 

 3 13.5 GB EIDE ハードディスク・ドライブ 36L8689

 3 13.5 GB EIDE ハードディスク・ドライブ 36L8707

 IDE ケーブル 76H7341

 3 4.5 GB SCSI ハード・ディスク・ドライブ 10L6084

 SCSIアダプター・カード - Adaptec 10L7095

 SCSIデータ・ケーブル 76H7343

 SCSI LED ケーブル 76H7344

 4 EMC シールド 76H7338

 5 ハード・ディスク/CD-ROMケース 03K9641

 6 1.44 MB 3.5 インチ ディスケット・ドライブ
-日本

75H9552

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 76H7340

 7 3.5インチ ディスケット・ブラケット 76H7330

 8 RFID アンテナ 03K9654

 9 サイド・ブラケット 76H7329

10 システム・ボード (プロセッサー、メモリー、
レールなし)

11L1619

10 システム・ボード、Pentium IIIプロセッサー
用 (プロセッサー、メモリー、レールなし)

61H2322

 システム・ボード・ガイド・レール、中央部
および前部

03K9626

11 メモリー - 32 MB DIMM, ECC 01K1143

11 メモリー - 32 MB DIMM, パリティーなし 01K1146

11 メモリー - 64 MB DIMM, ECC 01K1140

11 メモリー - 64 MB DIMM, パリティーなし 01K1147

11 メモリー 128 MB DIMM、ECC 01K1141

11 メモリー 128 MB DIMM、パリティーなし 01K1148

12 プロセッサー、 Celeron 300MHz, 128KB
Cache

28L5017

12 プロセッサー、 Celeron 333MHz, 128KB
Cache

01K4447

12 プロセッサー、Celeron 433MHz、128KB
Cache

37L4864

12 プロセッサー、Pentium II 266 MHz 01K2169

12 プロセッサー、Pentium II 300 MHz 01K4291

 エアー・ダクト、300 MHz.プロセッサーの
み

03K9648

12 プロセッサー、Pentium II 333 MHz ECC 01K2167

12 プロセッサー、Pentium II 350 MHz 02K2776

12 プロセッサー、Pentium II 400 MHz 03K9672

100 300/700保守マニュアル  



    
 

インデッ
クス

システム装置 (Type 6862) FRU
番号

12 プロセッサー、Pentium II 450 MHz 01K1578

12 プロセッサー、Pentium III 450 MHz 33L1614

12 プロセッサー、Pentium III 500 MHz 33L1615

13 ラッチおよびねじ 01K1612

14 カード・ブランク・ブラケット (AGPカバー) 03K9623

15 ファン/スピーカー/電源スイッチ・アセンブリ
ー

76H7332

16 I/O ブラケット 03K9622

17 ライザー・カード 11L1566

 ライザー・クリップ、前部および後部 02K2766

18 シャシー・アセンブリー 03K9621

19 サイド・パネル 76H7333

20 145ワット電源機構 01K9848

 ベゼル・キット 76H7339

 ケーブル、ウェイク・オン・リング 76H7345

 脚部 (4) 93F2386

 ジャンパー・キット 93F0067

 キーロック・アセンブリー 03K9624

 リチウム電池 33F8354

 各種ねじキット 93F0041

 プロセッサー・マウント・ブラケット・キッ

ト (前述の全プロセッサー用)
33L4321

 リテンション・モジュール・アダプター

(Celeronおよび Pentium IIプロセッサー用)
33L4320

 109キーボード (PC NEXT白) 02K0844

 スクロールポイント・マウス 12J4546

 スクロールポイント用マウスボールとマウス
リッド

12J4547

 3P-2Pアダプター 13H8211

 電源コード 39H0212
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6865) FRU
番号

 1 ハンドル/キャップ・アセンブリー 12J5547

 2 電源スイッチ/LED ケーブル・アセンブリー 02K1414

 3 トップ/サイド・カバー・アセンブリー 01K1637

 4 CD-ROMドライブ最大 32倍速 02K3414

 4 CD-ROMドライブ最大 40倍速 36L8757

 5 9.1 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ
10,000 RPM

10L6016

 5 4.5 GB SCSI ハード・ディスク・ドライブ
7,200 RPM

10L6084

 5 9.1 GB SCSI ハード・ディスク・ドライブ
7200 RPM

36L8648

 6 3.5インチ 1.44 MBディスケット・ドライブ 75H9550

 7 ブランク・ルーバー・ベゼル

(3.5インチおよび 5.25インチ)
01K1888

 各種オプション・ベゼル 12J5551

 8 3.5インチ ベゼル・アセンブリー 12J5549

 9 ネーム・プレート 10L5597

 10 RFID アンテナ 03K9654

 11 フロント・ベゼル 10J5596

 12 ファン・アセンブリー 92 mm 02K2861

 13 システム・ボード - プロセッサーまたはメモ
リーなし

00N3272

 14 スピーカー 01K4909

 15 カード・ガイド 10L5592

 16 フロント・ファン・アセンブリー 120x25
mm

10L5594

 17 C2スイッチ・アセンブリー 10L5595

 18 サポート・ブラケット 10L5626

 19 アクセス・カバー・アセンブリー 12J5546

 20 LVD SCSI Adapter - Adaptec 2940 U2W 10L7122

 20 ビデオ・アダプター 2D Matrox G200 Rev
D (AGP)

37L2382

 20 ビデオ・アダプター 3D PRO 3400/GA 01K4337

 20 ビデオ・アダプター - 3D PRO 3400/T 01K4336

 (次の 2 つのビデオ・アダプター (* が付いて
いるパーツ) はペアで使用します)

 

 20 ビデオ・アダプター 3D 4000RA (PCI) 28L4973*

 20 ビデオ・アダプター 3D 4000GA (AGP) 28L4975*

 21 エア・バッフル 10L5598

 22 リア・ファンアセンブリー 120x38 mm 10L5593

 23 3.5-インチ ハード・ディスク・ブラケット 10L5591

 24 128 MB ECC DIMM メモリー 01K1156

 24 256MB ECC DIMM メモリー 01K1142

 25 450 MHz Pentium II Xeon マイクロプロセ
ッサー

01K4434

 25 500 MHz Pentium III Xeon マイクロプロセ
ッサー

33L4294

 25 550 MHz Pentium III Xeon マイクロプロセ
ッサー

00N3397

 26 ターミネーター・カード、プロセッサー 94H0598

 ターミネーター・カード、ハウジング 10L6936
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6865) FRU
番号

 2 次マイクロ・プロセッサー用ボルテージ・

レギュレーター モジュール (VRM)

20L2318

 プロセッサー・リテイナー・サポート・ブラ
ケット・アセンブリー

10L5599

 27 電源機構 330 W 20L2316

 28 キーロック・アセンブリー 12J5102

 29 シャシー・アセンブリー、サポート・ブラケ
ット付き

10L5589

 ケーブル - オーディオ CD-ROM 75H9219

 ケーブル - CD-ROM IDE 01K1548

 ケーブル - ディスケット・ドライブ 01K1546

 ケーブル - ハード・ディスク IDE 01K1547

 ケーブル - Intergraph 01K2035

 ケーブル - LVD SCSI 5 ドロップ 01K1549

 ケーブル - SCSI LED 76H7344

 ケーブル - Wake on LAN 76H7345

 EMC キット 10L5590

 脚部 (4) 12J4506

 ハードディスク・トレイ 28L5045

 マイクロホン 01K4910

 各種ハードウェア・キット 10L5600

 各種ねじキット 93F0041

 109 キーボード (PC NEXT 黒) 02K0899

 マウス（3 ボタン黒) 76H6620

 マウスボール/ ローラー 76H6619

 3P-2P アダプター 13H8211

 電源コード 39H0212

 リチウム電池 33F8354

104 300/700保守マニュアル  



    
 

Type 6889 パーツ
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6889) FRU
番号

 1 ハンドル/キャップ・アセンブリー 12J5547

 2 電源スイッチ/LED ケーブル・アセンブリー 12J4510

 3 トップ/サイド・カバー・アセンブリー 01K1637

 4 CD-ROMドライブ最大 32倍速 02K1119

 4 CD-ROMドライブ最大 40倍速 36L8757

 5 6.4 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ
7200 RPM

10L6078

 5 9.1 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ
7200 RPM

10L6079

 5 10.1GB IDE ハード・ディスク・ドライブ 10L6063

 (下記 9.1 GB SCSI 7200 RPMハードディ
スクは、交換するドライブの FRU番号と一
致するものを発注してください)

 

 5 9.1 GB SCSI ハードディスク・ドライブ
7200 RPM

10L6085

 5 9.1 GB SCSI ハードディスク・ドライブ
7200 RPM

36L8648

 5 9.1 GB SCSI ハードディスク・ドライブ
10,000 RPM

10L6016

 6 3.5インチ 1.44 MBディスケット・ドライブ
- 日本

75H9552

 7 ブランク・ルーバー・ベゼル

(3.5インチおよび 5.25インチ)
01K1888

 各種オプション・ベゼル 12J5551

 CD-ROMピクチャーフレーム・ベゼル 12J6473

 8 3.5インチ ベゼル・アセンブリー 12J5549

 9 モデル・プレート 12J5552

 10 RFID アンテナ 03K9654

 11 フロント・ベゼル 12J5548

 12 システム・ボード - プロセッサーまたはメモ
リーなし

03N2499

 13 ファン・アセンブリー 92 mm 02K2861

 14 カード・ガイド 10L5607

 15 C2スイッチ・アセンブリー 01K1495

 16 EMC キット 12J4508

 17 3.5/5.25インチ ハード・ディスク・ブラケッ
ト

12J4501

 18 アクセス・カバー・アセンブリー 12J5546

 19 ビデオ・アダプター - Matrox Millenium 01K4340

 ビデオ・アダプター Matrox G200 01K4422

 19 ビデオ・アダプター Matrox G200-REV D
8MB (AGD)

37L2382

 19 ビデオ・アダプター IBM Fire GL1 37L2375

 19 ビデオ・アダプター - 3D PRO 3400/T 01K4336

 ビデオ・アダプター 3D PRO 3400/GA 01K4337

 20 エア・バッフル 02K2864

 21 3.5-インチ ハード・ディスク・ブラケット 12J4516

 22 64 MB ECC DIMM メモリー 01K1140

 22 128 MB ECC DIMM メモリー 01K1141

 22 256MB ECC DIMM メモリー 01K1142

 23 350 MHz Pentium II マイクロプロセッサー 01K4333

 23 400 MHz Pentium II マイクロプロセッサー 01K4334

 23 450 MHz Pentium II マイクロプロセッサー 01K1578

106 300/700保守マニュアル  



    
 

インデッ
クス

システム装置 (Type 6889) FRU
番号

 23 450 MHz Pentium III マイクロプロセッサー 33L1614

 23 500 MHz Pentium III マイクロプロセッサー 33L1615

 ターミネーター・カード、プロセッサー 01K7349

 プロセッサー・マウント・ブラケット 33L4520

 プロセッサー・リテイナー・サポート・ブラ
ケット・アセンブリー

02K2903

 24 電源機構 330 W 01K9866

 25 キーロック・アセンブリー 12J5102

 26 シャシー・アセンブリー 12J4515

ケーブル - オーディオ CD-ROM 75H9219

 ケーブル - CD-ROM IDE 01K1483

 ケーブル - ディスケット・ドライブ 01K1541

 ケーブル - ハード・ディスク IDE 01K1553

 ケーブル - Intergraph 01K2035

 ケーブル - SCSI 2ドロップ 01K1485

 ケーブル - SCSI 4ドロップ 01K1481

 脚部 (4) 12J4506

 マイクロホン 01K4910

 各種ハードウェア・キット 12J4503

 各種ねじキット 93F0041

 リテンション・モジュール・アダプター

(Pentium II および Coleron プロセッサー用)
33L4320

 スピーカー 06H9417

 システム・ボード EMC シールド 01K1855

 109キーボード (PC NEXT黒) 02K0899

 マウス（3 ボタン黒) 76H6620

 マウスボール/ローラー 76H6619

 3P-2Pアダプター 13H8211

 電源コード 39H0212

 Latch 06H6706

 リチウム電池 33F8354
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Type 6892 パーツ
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6892) FRU
番号

 1 カバーおよびハンドル 12J4494

 2 電源スイッチ/LED ケーブル・アセンブリー 12J4510

 3 トップ・カバー・アセンブリー 12J4509

 4 フロント・ベゼル 12J4495

 (いずれかの最大 32倍速 CD-ROM ドライ

ブを発注してください。)
 

 5 CD-ROM (最大 32倍速) 02K1115

 5 CD-ROM (最大 32倍速) 02K3412

 5 CD-ROM (最大 40倍速) 36L8747

 CD-ROMオーディオ・ケーブル 75H9219

 6 4.2 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 10L6011

 6 6.4 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 10L6012

 (下記の 13.5 GBハードディスクは、交換す
るドライブの FRU番号と一致するものを発
注してください)

 

 6 13.5 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 36L8689

 6 13.5 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 36L8707

 6 20.4 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 36L8711

 ハード・ディスク・ケーブル、EIDE 12J4518

 6 4.5 GB SCSI ハード・ディスク・ドライブ 10L6084

 SCSIアダプター・カード - Adaptec 10L7095

 SCSIデータ・ケーブル 01K1467

 SCSI LED ケーブル 76H7344

 7 1.44 MB, 3.5 インチ ディスケット・ドライ
ブ - 日本

75H9552

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 76H7340

 8 ルーバー・ブランク・ベゼル 01K1889

 各種オプション・ベゼル 12J4498

 9 3.5インチ フロント・ベゼル 01K1854

10 モデル・プレート 12J4499

11 RFID アンテナ 03K9654

12 下部カバー 03K9602

13 脚部 (4) 12J4506

14 システム・ボード・ラッチおよびねじ 01K1612

15 メモリー - 32 MB DIMM, ECC 01K1143

15 メモリー - 32 MB DIMM, パリティーなし 01K1146

15 メモリー - 64 MB DIMM, ECC 01K1140

15 メモリー - 64 MB DIMM, パリティーなし 01K1147

15 メモリー、128 MB DIMM,パリティーなし 01K1148

16 プロセッサー、Pentium II 266 MHz 01K2169

16 プロセッサー、Pentium II 300 MHz 01K4291

16 プロセッサー、Pentium II 333 MHz ECC 01K2167

16 プロセッサー、Pentium II 350 MHz 02K2776

16 プロセッサー、Pentium II 400 MHz 03K9672

16 プロセッサー、Pentium II 450 MHz 01K1578

16 プロセッサー、Pentium III 500 MHz 33L1615

17 システム・ボード (プロセッサー、メモリー、
レールなし)

11L1619

17 システム・ボード (プロセッサー、メモリー、
レールなし) (Pentium IIIプロセッサー用)

61H2322

 システム・ボード・レール・セット 03K9626

18 ファン・ブラケット 03K9606
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6892) FRU
番号

19 60 mm ファン ゴム・マウント付き
(オープン・ベイ、AAP モデルのみ)

10L5513

19 92 mm ファン ゴム・マウント付き 02K2861

 ファン/ブラケット・キット
(92mmファンおよびファン・ブラケット含
む)

37L3062

20 スピーカー/カード・ガイド・アセンブリー 03K9605

21 EMC キット 12J4508

22 アクセス・カバー・アセンブリー 12J4493

23 C2スイッチ・ケーブル・アセンブリー 01K1495

24 AGPカバー 03K9623

25 ハード・ディスク・ドライブ・ブラケット 03K9608

26 I/O クランプ 03K9604

27 電源機構 (200W) -日本 76H4873

28 キーロック・アセンブリー 12J5102

29 ベース・フレーム・アセンブリー 03K9609

 ケーブル - ウェイク・オン・リング 76H7345

 リチウム電池 33F8354

 各種ハードウェア・キット 03K9603

 各種ねじキット 93F0041

 プロセッサー・マウント・ブラケット・キッ

ト (前述の全プロセッサー用)
33L4321

 リテンション・モジュール・アダプター

(Celeronおよび Pentium IIプロセッサー用)
33L4320

 ライザー・カード 61H2331

 ライザー・サポート (前後部) 02K2766

 スピーカー・アセンブリー 03K9607

 109キーボード (PC NEXT白) 02K0844

 スクロールポイント・マウス 12J4546

 スクロールポイント用マウスボールとマウス
リッド

12J4547

 3P-2Pアダプター 13H8211

 電源コード 39H0212

110 300/700保守マニュアル  



    
 

Type 6893 パーツ
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6893) FRU
番号

 1 カバー・アセンブリー 02K2731

 ネーム・プレートとベゼル・キット 03K9817

 2 CD-ROMドライブ最大 32倍速 02K1119

 2 CD-ROMドライブ最大 40倍速 36L8757

 IDE ケーブル、CD-ROM (1-ドロップ) 03K9724

 3 6.4 GB EIDE 7200rpm ハード・ディスク・
ドライブ

10L6078

 3 10.1 GB EIDE 7200rpm ハード・ディス
ク・ドライブ

10L6063

 3 13.5 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 36L8689

 IDE ケーブル 76H7341

 3 9.1 GB SCSI 7200 rpm ハード・ディスク・
ドライブ

10L6085

 3 9.1 GB SCSI 7200 rpm ハード・ディスク・
ドライブ (ターミネーションなし)

36L8648

 ケーブル- SCSI (ターミネーション付)
(上記 9.1 GBハードディスク用)

37L5445

 SCSIアダプター - Adaptec 10L7095

 SCSIデータ・ケーブル 76H7343

 SCSI LED ケーブル 76H7344

 4 EMC シールド 5.25インチ 76H7338

 5 ハード・ディスク/CD-ROMケース 03K9641

 6 3.5インチ 1.44MBディスケット・ドライブ
- 日本

75H9552

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 76H7340

 7 3.5インチ ディスケット・ブラケット 76H7330

 8 RFID アンテナ 03K9654

 9 サイド・ブラケット 76H7329

10 システム・ボード (プロセッサー、メモリー、
レールなし)

11L1619

10 システム・ボード (プロセッサー、メモリー、
レール、ビデオなし)

11L1622

10 システム・ボード (プロセッサー、メモリー、
レール、ビデオなし) - (Pentium IIIプロセッ
サー用)

61H2349

 システム・ボード・ガイド・レール、中央部
および前部

03K9626

11 メモリー - 64 MB DIMM, ECC 01K1140

11 メモリー - 128 MB DIMM, ECC 01K1141

12 プロセッサー、Pentium II 350 MHz 01K4333

12 プロセッサー、Pentium II 400 MHz 01K4334

12 プロセッサー、Pentium II 450 MHz 01K1578

12 プロセッサー、Pentium III 450 MHz 33L1614

12 プロセッサー、Pentium III 500 MHz 33L1615

 プロセッサー・マウント・ブラケット・キッ

ト (全てのプロセッサー用)
33L4321

13 ラッチおよびねじ 01K1612

14 カード・ブランク・ブラケット (AGPカバー) 03K9623

15 ファン/スピーカー/電源スイッチ・アセンブリ
ー

76H7332

16 I/O ブラケット 03K9622

17 ライザー・カード 11L1566

 ライザー・クリップ、前部および後部 02K2766

18 シャシー・アセンブリー 03K9818

112 300/700保守マニュアル  



    
 

インデッ
クス

システム装置 (Type 6893) FRU
番号

19 サイド・パネル 02K2728

20 145ワット電源機構 01K9848

 ケーブル、ウェイク・オン・リング 76H7345

 脚部 (4) 93F2386

 ジャンパー・キット 93F0067

 キーロック・アセンブリー 03K9624

 リチウム電池 33F8354

 Matrox G200-REV D 8MB
Video Card (AGP)

37L2382

 Matrox G200 Video Card 01K4422

 Matrox Millenium Video Card 01K4340

 各種ねじキット 93F0041

 リテンション・モジュール・アダプター

(Pentium II および Celeron プロセッサー用)
33L4320

 109キーボード (PC NEXT黒) 02K0899

 マウス（3 ボタン黒) 76H6620

 マウスボール/ローラー 76H6619

 3P-2Pアダプター 13H8211

 電源コード 39H0212
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6898) FRU
番号

 1 ハンドル/キャプ・アセンブリー 12J5547

 2 トップ/サイド・カバー・アセンブリー 01K1637

 (以下の最大 24倍速 CD-ROM に関して

は、交換するドライブに書かれた FRU 番号
と一致するドライブを注文してください。)

 

 3 CD-ROM (最大 24倍速) 12J3525

 3 CD-ROM (最大 24倍速) 12J3527

 4 4.2 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ 02K2767

 4 4.5 GB SCSI ハード・ディスク・ドライブ 00K7929

 4 6.4 GB IDE ハード・ディスク・ドライブ(モ
デル12J)

75H9921

 4 6.4 GB EIDE ハード・ディスク・ドライブ
(モデル22J)

10L6078

 4 9.1 GB SCSI ハード・ディスク・ドライブ
(モデル24J)

02K1141

 5 3.5インチ ディスケット・ドライブ 75H9552

 6 ブランク・ルーバー・ベゼル

(3.5インチと 5.25インチ)
01K1888

 7 3.5インチ ベゼル・アセンブリー 12J5549

 8 ネーム・プレート 12J5552

 9 フロント・ベゼル 12J5548

 10 脚部 (数量 4) 12J4506

 11 システム・ボード (オンボード SCSIを含む)
*プロセッサーとメモリーは含みません

41L6336

 プロセッサー・リテイナー・サポート・キッ
ト

03K9570

 12 32 MB ECC DIMM メモリー 01K1112

 12 64 MB ECC DIMM メモリー 01K1113

 12 128 MB ECC DIMM メモリー 01K1114

 13 プロセッサー・スロット用ターミネーター・
カード

12J2701

 14 266 MHz プロセッサー 01K2169

 14 300 MHz プロセッサー 01K4291

 14 333 MHz プロセッサー 01K2167

 15 92mmファン・アセンブリー 02K2861

 16 スピーカー 06H9417

 17 3.5インチ・ハードディスク・ブラケット 12J4516

 18 アクセス・カバー・アセンブリ 12J5546

 19 Permedia II ビデオ・アダプター 01K2069

 19 Intergraph 3D PRO 2200/T ビデオ・アダプ
ター

01K2014

 20 3.5インチ/5.25インチ・ハードディスク・ブ
ラケット

12J4501

 21 EMC キット 12J4508

 22 330ワット電源機構 12J6001

 23 キーロック・アセンブリー 12J5102

 24 シャーシ・アセンブリー 12J4515

 25 電源/LED パネル・ケーブル・アセンブリー 12J4510

 エア・ダクト 02K2864

C2スイッチ・アセンブリー 01K1495

オーディオ CD-ROMケーブル 75H9219

 CD-ROM IDE ケーブル 01K1475
ディスケット・ドライブ・ケーブル 76H4228

 ハード・ディスク IDE ケーブル 12J4518
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インデッ
クス

システム装置 (Type 6898) FRU
番号

SCSI 2 ドロップ・ケーブル 01K1499

SCSI 4 ドロップ・ケーブル 01K1497

SCSI LED ケーブル 76H7344

Wake On Ring ケーブル 76H7345

 その他のブランク・ベゼル 12J5550

 その他のハード・ウェア・キット

(カード・ガイドを含む)
12J4503

 その他のオプション用ベゼル 12J5551

 システム・ボード用 EMC シールド 01K1855

 109キーボード (PC NEXT黒) 02K0899

 マウス (3 ボタン黒) 76H6620

 マウス・ボール/ローラー 76H6619

 3P-2Pアダプター 13H8211

 電源コード 39H0212

 リチウム電池 33F8354

116 300/700保守マニュアル  
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パーツ・リスト
インデッ
クス

システム装置 (Type 6899) FRU
番号

1 カバー 12J3028

 フロントベゼル・アセンブリー 12J3027

2 ベース・フレーム・アセンブリー (ラベル付
き)

12J3029

 電源スイッチおよびケーブル 60G2258

デュアルLED ケーブル・アセンブリー、  

 ハード・ディスクおよび電源 93F2389

HDD 用 LED 93F2388

 シリアル・ポートB コネクターおよびケーブ
ル・アセンブリー

75H9218

 92 mm ファン・アセンブリー 12J3035

3 3.5インチ 1.44 MBディスケット・ドライブ 76H4091

 ディスケット・ドライブ・ケーブル 06H6344

4 CD-ROM (最大16倍速) (黒) 76H6105

5 5.25インチ ブランク・ベゼル 12J3030

3.5インチブランク・ベゼル 12J3031

6 プロセッサー、P6-200 MHz - 256 KBキャ
ッシュ (1次)

75H9212

プロセッサー、P6-200 MHz - 256 KBキャ
ッシュ (2次)

75H9831

 レギュレーター・カード 07H1097

7 メモリー - 32 MB DIMM、EDO ECC 42H2801

 メモリー - 64 MB DIMM、EDO ECC 42H2829

メモリー - 128 MB DIMM、EDO ECC 42H2803

 メモリー - 256 MB DIMM、EDO ECC 42H2831

8 ペデスタル (黒) 76H1735

9 スピーカーおよびケーブル 12J3034

10 カード・ガイド 75H9222

11 Intergraph 3D グラフィックス・アダプター 75H9225

Matrox Millenium ビデオ・アダプター 75H9227

 イーサネット・アダプタ、Intel 10/100 12J3123

Ultra-SCSIアダプター- PCI (Adaptec) 12J3094

 LEDケーブル (Ultra-SCSIアダプター用) 75H9217

12 ライザー・カード 60H9446

13 システム・ボード (プロセッサーなし、メモリ
ーなし)

93H3593

ケーブル、拡張補助電源 (AUX 5 V 用) 76H6766

 ケーブル、LANウェイク・アップ 07H0447

ケーブル、オーデイオ-システム・ボード
/CD-ROM

75H9219

 リチウム・バッテリー 33F8354

14 電源機構(200W) 12J5111

15 キーロックおよびキー 06H1777
カーバー・ボタン 06H1791

16 2.1 GB SCSIハード・ディスク・ドライブ 07H1119

4.5 GB SCSIハード・ディスク・ドライブ 76H2697

 SCSIケーブル 06H9674

IDE ケーブル 06H6326

 SCSI LED ケーブル 75H9217

   

 EMC クリップ (DASD/FDD用) 12J3033

 EMC & プロセッサー用クリップ 12J3032
取付けねじ・キット 93F0041

118 300/700保守マニュアル  



    
 

インデッ
クス

システム装置 (Type 6899) FRU
番号

 ジャンパー・キット 93F0067

3 ボタン・マウス (黒) 76H6620

 マウス・ボール 76H6619

109キー・キーボード (黒) 76H0933

 3P-2Pアダプター 13H8211
電源コード 39H0212
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参照情報

安全上の注意

安全上の注意 1

FRUを取外す前には、コンピューターの電源をオフにし、す
べての電源コードを電気コンセントから抜き、バッテリー・パ
ックを取外してから、接続ケーブルをはずしてください。

安全上の注意 2

リチューム・バッテリーは、火災、爆発、または重度の火傷を
起こす可能性があります。このバッテリーの充電、電極コネク

ターの取外し、分解、100°Cを超える温度での加熱、焼却、
またはセルの中身を水にぬらすなどの行為を避けてください。

各地域の条例または法規に従ったバッテリーの処分を行ってく
ださい。該当するパーツ・リストにあるバッテリーのみを使用
してください。誤ったバッテリーを使用すると、バッテリーが
発火したり爆発する可能性があります。

 Copyright IBM Corp. 1996, 1997, 1998, 1999  121



    
 

安全についての情報
以下のセクションには、移動可能な IBM コンピューターの保守を
行う前に理解しておく必要がある、安全についての情報が記載され
ています。

一般的な安全について
一般的な安全を確保するために、次のようなルールにしたがってく
ださい。

� 保守時および保守後、機械の設置区域では十分な整理整頓を
行います。

� 重い物を持ち上げる際には、次のようにします。

1. 滑らずに安全な位置に立ちます。

2. 持ち上げる物の重みを両足に均等に分散します。

3. ゆっくりと持ち上げます。持ち上げようとするときに、
突然動いたり体をねじったりしないでください。

4. 立って持ち上げるか、脚部の筋肉を使って押し上げて持
ち上げます。この動きで、背中の筋肉のストレスが取除

かれます。重さが 16 kgを超える物や、自分には重過ぎ
ると思う物を持ち上げないでください。

� ユーザーに危険が生じる処置や、装置が危険な状態になる処
置を行わないでください。

� 機械を始動する前に、他のサービス技術員やユーザーの要員
が危険な位置にいないことを確かめます。

� 機械の保守中、取外したカバーやその他のパーツは、人から

離れた安全な場所に置きます。

� ツール・ケースを通路から離れた場所に置いて、他の人がこ
のケースにつまづかないようにします。

� 機械の可動部に巻き込まれる危険性があるゆったりした衣服
を着用しないでください。そでをボタンで留めたり、ひじの
上まで巻き上げておきます。髪が長い場合は、結んでおきま
す。

� ネクタイやスカーフの端を衣服の中に入れたり、電気を通さ

ないピンを選び、端から 8 cmの位置で留めます。
� 宝石、チェーンなどのアクセサリー、金属フレームのめが
ね、または衣服の金属性ファスナーを身に付けないでくださ
い。

注意: 金属製の物質は、よく電気を通します。
� 以下の作業を行う際には、安全めがねをかけてください。ハ
ンマー打ち、穴あけ、はんだ付け、スプリングの取付け、溶
剤の使用、もしくは目に危険な状態での作業。

� 保守後、安全シールド、ガード、ラベル、およびアース線を
すべて取付け直します。磨耗もしくは欠陥のある安全機構は
すべて交換してください。

� 機械をユーザーに戻す前に、すべてのカバーを正しく取付け
直します。
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電気的安全
電気装置の作業を行う際は以下の規則にしたがいます。

重要

承認されたツールおよびテスト装置のみを使用してください。

一部の手工具の取っ手には、通電作業時の感電を防ぐやわらか
い素材のカバーが付いています。

多くのユーザーは、静電気を減少させるために、小さい導電フ
ァイバーが入っているゴム製のフロア・マットを装置の近くに
敷いています。感電から身を守るために、このタイプのマット
を使用しないでください。

� 室内の非常電源切断 (EPO)スイッチ、切断スイッチ、あるい
は電源コンセントを見つけておきます。電気事故が起きた場
合は、すぐにこのスイッチを操作するか、あるいは電源コー
ドを抜くことができます。

� 危険な状況下または危険な電圧のある装置の近くでは、一人
で作業をしないでください。

� 以下の作業を行う前には、すべての電源を切っておいてくだ
さい。

– 機械的部分の検査

– 電源機構の近くでの作業

– メイン装置の取外しまたは取付け

� 機械で作業を開始する前に、電源コードを抜きます。電源コ
ードを抜くことができない場合、この機械に電力を供給して
いる配電盤の電源をオフにして、この配電盤をオフにロック
するようにユーザーに依頼してください。

� 電気回路がむきだしの状態 である機械で作業する必要がある
場合、次の予防手段にしたがってください。

– 電源オフ制御機構を理解している別の人物に立ち会って
もらいます。

確認: 必要に応じて、電源スイッチを切るために、別の
人物に立ち会ってもらう必要があります。

– 電源がオンになっている電気装置の作業を行う際は、片
手のみを使用します。もう一方の手は、ポケットの中に
入れておくか、背中に回しておきます。

確認: 感電を防止するには、回路ができないようにする
ことです。上記のルールを守っていれば、電流が体を通
過するのを防ぐことができます。

– テスターを使用する際には、制御機構を正しくセットし
て、このテスター用に承認されたプローブ・リード線お
よび付属品を使用します。

– 適切なゴム製マット（必要に応じて手配のこと）上に立
ち、床の金属部分や機械フレームなどのアースと自分の
身体とを絶縁します。

非常に高い電圧の作業を行う際には、特別な安全上の予防措
置にしたがいます。このような指示は、保守情報の安全セク
ションにあります。高電圧を測定する際は、特に注意してく
ださい。
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� 安全な操作を行うために、電動手工具は定期的に点検し保守

を行います。

� 磨耗したり破損したツールやテスターは使用しないでくださ
い。

� 電源と回路が切断されているだろうと決して思い込まないで
ください。まず、電源がオフになっていることを確認してく
ださい。

� 必ず、作業域内で起こりうる危険を慎重に検討してくださ
い。たとえば、こうした危険とは、水気のあるフロア、接地
されていない延長ケーブル、電気サージ、および安全保護用
のアースがないことなどです。

� プラスチック製のデンタル・ミラーの反射面で、通電中の電
気回路に触れないでください。この表面は伝導性がありま
す。これで触れると、人体の傷害や機械の損傷を起こす可能
性があります。

� 以下のパーツを機械の通常の作動位置から取外す際には、電
源をオンにしたままで こうしたパーツの保守を行わないでく
ださい。

– 電源機構

– ポンプ

– 送風器およびファン

– 電動発電機

および同種装置。（これを実践すると、こうした装置が正し
く接地されます。）

� 電気的事故が発生した場合、以下の処置を行います。

– 自分の身を守るよう、注意してください。

– 電源スイッチをオフにします。

– 別の人物に医療援助を求めに行かせます。

� Asset ID によってコンピューターは無線周波数を発生する装
置によってスキャンすることができます。このAsset IDは、
ANSI/IEEE C95.1 1992 RF Radiation Limits に準拠した無
線周波数装置のみ使用できます。

安全点検の手引き
この点検の手引きは、この製品における潜在的に危険な状況を識別
するのに役立てることを目的としています。機械が設計され組み立
てられた時点で、それぞれの機械には、ユーザーや技術員を傷害か
ら保護するための安全項目を導入する必要があります。この手引き
は、こうした項目のみを扱います。ただし、この点検の手引きの対

象とならない IBM 以外の機構またはオプションの接続により起こ
りうる危険を識別するためには、適切な判断を行う必要がありま
す。

危険な状況が存在する場合、この危険がどの程度深刻なものである
か、またこの問題を最初に解決せずに作業を続行できるかどうかに
ついて判断する必要があります。

次のような状況とそれが提示する危険について検討してください。

� 電気的な危険、特に 1 次側電源（フレームの 1 次側電源が、
重大または致命的な感電事故の原因になる場合がありま
す）。

� 爆発の危険。たとえば、損傷を受けた CRT表面またはコン
デンサーの膨らみ。
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� 機械的な危険。たとえばハードウェアのゆるみまたは脱落。

この手引きは、チェックリストに提示される一連のステップで構成
されています。まず、電源オフのチェックおよび電源コードの切離
しから始めます。

チェックリスト:

1. 外部カバーの損傷（ゆるみ、破れ、またはとがった個所）に
ついてチェックします。

2. コンピューターの電源をオフにします。電源コードをはずし
ます。

3. 以下について電源コードをチェックします。

a. 接地線を含む 3 線式の電源コードの先にある接地極付
きの 3 ピン・コネクターが良好な状態であるかどう
か。計器を使用して、接地ピンとフレーム・グランドと

の間の導通が 0.1オーム以下であることを測定により確
認します。

b. 電源コードは、パーツ・リストで指定された正しいタイ
プのものでなければなりません。

c. 絶縁体は、擦り切れたり磨耗していないものを使用しま
す。

4. カバーを取外します。

5. 明らかに IBM によるものではない改造個所をチェックしま

す。IBM 以外の改造個所の安全については適切な判断を行っ
てください。

6. 金属のやすりくず、汚れ、水やその他の液体、あるいは火災
や煙による損傷の兆候について、装置の内部をチェックしま
す。

7. 磨耗したケーブル、すり切れたケーブル、あるいは何かでは
さまれているケーブルをチェックします。

8. 電源機構カバーの留め金具（ねじまたはリベット）が取外さ
れたり、いじられていないことを確認します。
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静電気に敏感なデバイスの取扱い
トランジスターまたは集積回路 (IC) が入っているコンピューター
の部分は、静電気 (ESD)に敏感です。物体間の電荷に差がある場
合、ESDによる損傷が生じる可能性があります。機械、パーツ、
作業マット、およびパーツを取り扱う人がすべて同じ電荷であるよ

うに電位を同一にして、ESDによる損傷を受けないように保護し
ます。

注:

1. ここに記載する要件を超える場合、製品独自の ESDの取扱
手順を使用してください。

2. 使用する ESD保護デバイスが十分に効果のあることが証明
されている (ISO 9000)ことを確認します。

ESDの影響を受けやすいパーツを取扱う際には、以下の手順にし
たがってください。

� パーツは、製品に挿入するまで、保護パッケージに入れたま
まにしておきます。

� 他の人と接触しないようにします。

� 体の静電気を除去するために、皮膚に対するグランドとなる
リスト・ストラップを付けます。

� パーツが衣服に接触しないようにします。大部分の衣服は電
気を通しませんが、リスト・ストラップを身に付けていると
きでも電気を帯びています。

� アース作業マットの黒い面を使用して、静電気のない作業面

を作ります。このマットは、ESDの影響を受けやすい装置を
扱うときに特に便利です。

� 以下にリストするようなグランド・システムを選択して、特
定の保守要件を満たす保護を行ってください。

注: グランド・システムの使用は望ましいことですが、ESD
による損傷からの保護には必須条件ではありません。

– ESDグランド・クリップを、フレーム・グランド、グ
ランド・ブレード、あるいは緑色ワイヤー・グランドに
接続します。

– 二重絶縁システムまたはバッテリー作動システムの作業

を行う際には、ESD共通アース点または基準点を使用
します。こうしたシステムでは、同軸シェルまたはコネ
クター外部シェルを使用できます。

– AC で駆動するコンピューターでは、AC プラグの丸い
グランド・ピンを使用します。

接地（グランド）の必要性
操作員の安全と正常なシステム機能を保つために、コンピューター
の電源に接地が必要です。有資格の電気担当者が、電源コンセント
が正しく接地されていることを検証することができます。
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製品説明
PC 300/330/340/350/360/365/750 シリーズと IntelliStation のコ
ンピュータには、デスクトップ・タイプの 2 x 3モデル、3 x 3モデ
ル、4 x 4モデル、5 x 5モデル、またはミニタワー・タイプの 6 x 6
モデル、7 x 6モデルがあります。

Type 6272 ドライブ・ベイ x 3、
入出力アダプター・スロット x 2

Type 6282 ドライブ・ベイ x 4、
入出力アダプター・スロット x 4

Type 6277, 6287 ドライブ・ベイ x 4、
入出力アダプター・スロット x 4

Type 6X7X ドライブ・ベイ x 3、
入出力アダプター・スロット x 3

Type 6560 ドライブ・ベイ x 4、
入出力アダプター・スロット x 4

Type 6561 ドライブ・ベイ x 4、
入出力アダプター・スロット x 4

Type 6562 ドライブ・ベイ x 4、
入出力アダプター・スロット x 4

Type 6X8X ドライブ・ベイ x 5、
入出力アダプター・スロット x 5

Type 6588 ドライブ・ベイ x 5、
入出力アダプター・スロット x 5

Type 6592 ドライブ・ベイ x 6、
入出力アダプター・スロット x 6

Type 6597 ドライブ・ベイ x 6、
入出力アダプター・スロット x 7

Type 6598 ドライブ・ベイ x 6、
入出力アダプター・スロット x 6

Type 6862 ドライブ・ベイ x 4、
入出力アダプター・スロット x 4
AGPアダプター・スロット x 1

Type 6865 ドライブ・ベイ x 7
入出力アダプター・スロット x 6
AGPアダプター・スロット x 1

Type 6888 ドライブ・ベイ x 5、
入出力アダプター・スロット x 5

Type 6889 ドライブ・ベイ x 6、
入出力アダプター・スロット x 6

Type 6892 ドライブ・ベイ x 6、
入出力アダプター・スロット x 6
AGPアダプター・スロット x 1
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Type 6893 ドライブ・ベイ x 4
入出力アダプター・スロット x 4
AGPアダプター・スロット x 1

Type 6898 ドライブ・ベイ x 6、
入出力アダプター・スロット x 6

Type 6899 ドライブ・ベイ x 6、
入出力アダプター・スロット x 7

� 機密保護

– 管理者パスワード

– カバー・ロック（一部モデル）

– 始動パスワード

– オペレーティング・システム・パスワード

– C2機密保護（一部モデル）

� リチューム・バッテリー

� 共通パーツ

– ディスケット・ドライブ

– ハード・ディスク・ドライブ

– キーボード

– 電源機構

– マウス

仕様について (ISO/ANSI)

以下のページのモデル仕様は、米国規格協会 (ANSI) S12.10およ
び ISO 7779 が指定する手順にしたがって、管理された騒音環境で
決定されたものであり、ISO 9296にしたがって報告されます。各
ユーザーの現場での実際の音圧レベルは、室内の反響または付近の
音源が原因で、記載された平均値と異なる場合があります。表記さ
れた音力レベルは上限を示し、多くの機器はそれ以下の値で動作し

ます。
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Type 6272 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 400 mm
高さ: 95 mm
幅: 369 mm

重量 最低: 6.8 kg
最大: 8.16 kg1

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10°から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° から 43° C
温度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 BTU による 1 時間当たりの発熱量 (近似値):
 - 最低: 110 BTU (35ワット)
 - 最大: 273 BTU (80ワット)2

 - 休止時: 15 BTU (4 ワット)

電源入力 正弦液入力(50 to 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 55W
 - 容量: 75VA
電源の回路分類: 41
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルなし)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

1 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の
数字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

2 最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 85ワットに基
づくものです。

3 追加情報については、IBM から入手できる ISO Supplier's Declaration
を参照してください。
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機能 説明

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 43 dB (動作中)
 - 38 dB (待機中)
機器から1 mの位置:
 - 37 dB (動作中)
 - 33 dB (待機中)
表記上の(上限)音力レベル:
 - 5.1 ベル(動作中)
 - 4.8 ベル(待機中)
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Type 6282 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 420 mm
高さ: 110 mm
幅: 440 mm

重量 最低: 9.07 kg
最大: 11.30 kg4

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° から 43° C
温度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜温度: 2134 m

発熱量 BTU による 1 時間当たりの発熱量 (近似値):
 - 最低: 120 BTU (35ワット)
 - 最大: 685 BTU (200ワット)5

 - 休止時: 15 BTU (4 ワット)

電気入力 正弦液入力 (50～60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 80W
 - 容量: 105VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

4 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の
数字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

5 最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 145ワットに基
づくものです。

6 追加情報については、IBM から入手できる ISO Supplier's Declaration
を参照してください。
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機能 説明

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 43 dB (動作中)
 - 38 dB (待機中)
機器から1 mの位置:
 - 37 dB (動作中)
 - 33 dB (待機中)
表記上の(上限) 音力レベル:
 - 5.1 ベル(動作中)
 - 4.8 ベル(待機中)
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Type 6277, 6287 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 381 mm
高さ: 381 mm
幅: 194 mm

重量 最低: 9.3 kg
最大: 10.2 kg*1

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 BTU による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 256 BTU (75ワット)
 - 最大: 706 BTU (207ワット)*2

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 98W
 - 容量: 122VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 43 dB (動作中)
 - 38 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 37 dB (動作中)
 - 33 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.0 ベル (動作中)
 - 4.3 ベル (待機中)

*1 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

*2 最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 145ワットに基
づくものです。
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Type 6X7X の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 465 mm
高さ: 130 mm
幅: 360 mm

重量 最低: 8.6 kg
最大: 10.4 kg7

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43° C
湿度:
 - システムオン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 30.2 Kcal (35ワット)
 - 最大: 60.42 Kcal (70ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 70W
 - 容量: 90VA
電源の回路分類: 41

(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルなし)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 43 dB (動作中)
 - 43 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 40 dB (動作中)
 - 40 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.0 ベル (動作中)
 - 4.8 ベル (待機中)

7 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の
数字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

134 300/700保守マニュアル  



    
 

Type 6X8X の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 450 mm
高さ: 160 mm
幅: 420 mm

重量 最低: 12.7 kg
最大: 14.1 kg8

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 30.24 Kcal (35ワット)
 - 最大: 86.32 Kcal (100ワット)
 - 休止時: 3.7 Kcal (4ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 100W
 - 容量: 130VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 43 dB (動作中)
 - 43 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 40 dB (動作中)
 - 40 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.0 ベル (動作中)
 - 4.8 ベル (待機中)

8 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の
数字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。
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Type 6560 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 420 mm
高さ: 110 mm
幅: 440 mm

重量 最低: 8.0 kg
最大: 10.0 kg9

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° ～ 35° C
 - システム・オフ時: 10° ～ 43° C
湿度:
 - システムオン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 30.2 Kcal (35ワット)
 - 最大: 267.1 Kcal (310ワット)10

 - 休止時: 3.7 Kcal (4ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
100 V 系入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 100 W
 - 容量: 130 VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 43 dB (動作中)
 - 43 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 40 dB (動作中)
 - 40 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.0 ベル (動作中)
 - 4.8 ベル (待機中)

9 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の
数字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

10最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 200ワットに基
づくものです。
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Type 6561 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 450 mm
高さ: 128 mm
幅: 450 mm

重量 最低: 10.0 kg
最大: 11.4 kg*1

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 BTU による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 170 BTU (50ワット)
 - 最大: 700 BTU (204ワット)*2

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 90W
 - 容量: 120VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 38 dB (動作中)
 - 34 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 33 dB (動作中)
 - 28 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 4.9 ベル (動作中)
 - 4.6 ベル (待機中)

*1 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

*2 最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 145ワットに基
づくものです。
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Type 6562 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 450 mm
高さ: 128 mm
幅: 450 mm

重量 最低: 10.0 kg
最大: 11.4 kg*1

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 BTU による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 120 BTU (35ワット)
 - 最大: 700 BTU (204ワット)*2

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 90W
 - 容量: 120VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.51立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 41 dB (動作中)
 - 36 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 35 dB (動作中)
 - 29 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.1 ベル (動作中)
 - 4.8 ベル (待機中)

*1 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

*2 最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 145ワットに基
づくものです。
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Type 6588 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 455 mm
高さ: 160 mm
幅: 420 mm

重量 最低: 12.7 kg
最大: 14.1 kg11

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 60.48 Kcal (70ワット)
 - 最大: 245.98 Kcal (285ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 104W
 - 容量: 138VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 38 dB (動作中)
 - 41 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 33 dB (動作中)
 - 37 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 4.8 ベル (動作中)
 - 5.1 ベル (待機中)

11最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。
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Type 6592 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 445 mm
高さ: 492 mm
幅: 200 mm

重量 最低: 15.0 kg
最大: 17.3 kg12

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 120 BTU (35ワット)
 - 最大: 969 BTU (285ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.57立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 38 dB (動作中)
 - 35 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 33 dB (動作中)
 - 30 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.1 ベル (動作中)
 - 4.8 ベル (待機中)

12最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。
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Type 6597 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 440 mm
高さ: 434 mm
幅: 242 mm

重量 最低: 13.85 kg
最大: 15.25 kg13

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 30.24 Kcal (35ワット)
 - 最大: 120.83 Kcal (140ワット)
 - 休止時: 3.7 Kcal (4ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 140W
 - 容量: 180VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

13最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。
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Type 6598 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 460 mm
高さ: 405 mm
幅: 210 mm

重量 重量: 13.4 kg14

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° ～ 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10°～ 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43° C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 30.2 Kcal (35ワット)
 - 最大: 267.1 Kcal (310ワット)15

 - 休止時: 3.7 Kcal (4ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 125W
 - 容量: 160VA
電源の回路分類: 41
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルなし)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置: - 43 dB (動作中)
 - 43 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 40 dB (動作中)
 - 40 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.1 ベル (動作中)
 - 4.8 ベル (待機中)

14最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

15最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 200ワットに基
づくものです。
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Type 6862 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 450 mm
高さ: 128 mm
幅: 450 mm

重量 最低: 10.0 kg
最大: 11.4rbl.kg*1

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 BTU による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 245 BTU (70ワット)
 - 最大: 700 BTU (204ワット)*2

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 105W
 - 容量: 135VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 37 dB (動作中)
 - 34 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 32 dB (動作中)
 - 29 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 4.9 ベル (動作中)
 - 4.5 ベル (待機中)

*1 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

*2 最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 145ワットに基
づくものです。
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Type 6865 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 460 mm
高さ: 492 mm
幅: 200 mm

重量 最大: 20.5 kg16

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 英国熱量位 (Btu) による 1 時間当たりの発熱量
（近似値）:
 - 最低: 361 Btu (106 ワット)
 - 最大: 1564 Btu (460 ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 221.5W
 - 容量: 223VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.92立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 42 dB (動作中)
 - 37 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 36 dB (動作中)
 - 34 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.2 ベル (動作中)
 - 5.0 ベル (待機中)

16最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。
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Type 6888 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 455 mm
高さ: 160 mm
幅: 420 mm

重量 最低: 12.7 kg
最大: 14.1 kg17

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 60.48 Kcal (70ワット)
 - 最大: 245.98 Kcal (285ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 104W
 - 容量: 138VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 38 dB (動作中)
 - 41 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 33 dB (動作中)
 - 37 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 4.8 ベル (動作中)
 - 5.1 ベル (待機中)

17最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。
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Type 6889 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 445 mm
高さ: 492 mm
幅: 200 mm

重量 最大: 17.3 kg18

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 77.76 Kcal (90 ワット)
 - 最大: 397.02Kcal (460 ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 207.2W
 - 容量: 214VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 43 dB (動作中)
 - 37 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 36 dB (動作中)
 - 34 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.2 ベル (動作中)
 - 5.0 ベル (待機中)

18最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。
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Type 6892 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 445 mm
高さ: 492 mm
幅: 200 mm

重量 最大: 17.3 kg19

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 245 Btu (70ワット)
 - 最大: 969 Btu (285ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 130W
 - 容量: 170VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 35 dB (動作中)
 - 33 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 32 dB (動作中)
 - 29 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 4.8 ベル (動作中)
 - 4.5 ベル (待機中)

19最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。
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Type 6893 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 450 mm
高さ: 128 mm
幅: 450 mm

重量 最低: 9.9 kg
最大: 11.3 kg*1

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 BTU による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 245 BTU (70ワット)
 - 最大: 700 BTU (204ワット)*2

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 105W
 - 容量: 135VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 37 dB (動作中)
 - 34 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 32 dB (動作中)
 - 29 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 4.9 ベル (動作中)
 - 4.5 ベル (待機中)

*1 最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

*2 最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 145ワットに基
づくものです。

148 300/700保守マニュアル  



    
 

Type 6898 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 445 mm
高さ: 492 mm
幅: 200 mm

重量 最大: 17.3 kg20

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35° C

(高度 0 ～ 914m)
: 10° から 32° C

(高度 914～ 2134m)
 - システム・オフ時: 10° ～ 43°C
湿度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 Kcal による 1 時間当たりの発熱量（近似値）:
 - 最低: 77.76 Kcal (90ワット)
 - 最大: 397.02 Kcal (460ワット)

電源入力 正弦波入力 (50～ 60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 173W (Permedia モデル)

/184.6W (Intergraph モデル)
 - 容量: 173VA (Permedia モデル)

/185VA (Intergraph モデル)
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置:
 - 43 dB (動作中)
 - 39 dB (待機中)
機器から 1 mの位置:
 - 38 dB (動作中)
 - 34 dB (待機中)
表記上の (上限) 音力レベル:
 - 5.2 ベル (動作中)
 - 5.0 ベル (待機中)

20最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。
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Type 6899 の仕様

機能 説明

サイズ 奥行: 435 mm
高さt: 435 mm
幅: 190 mm

重量 重量t: 12.9 kg21

環境 気温:
 - システム・オン時: 10° から 35°C
 - システム・オフ時: 10° から 43°C
温度:
 - システム・オン時: 8% ～ 80%
 - システム・オフ時: 8% ～ 80%
最大海抜高度: 2134 m

発熱量 BTU による 1 時間当たりの発熱量 (近似値):
 - 最低: 137 BTU (40ワット)
 - 最大: 785 BTU (230ワット)22

 - 休止時: 15 BTU (4 ワット)

電源入力 正弦液入力(50～60 Hz)が必須。
入力電圧:
 - 最低: 90 V ac
 - 最大: 137 V ac
定格 (入力 100V時):
 - 入力電力: 198W
 - 容量: 254VA
電源の回路分類: 42
(コンデンサ平滑単相ブリッジ・リアクトルあり)

空気の流れ 約 0.56立方メートル/分

騒音ノイズ発生値 平均音圧レベル:
操作員の位置: - 46 dB (動作中)
 - 42 dB (待機中)
機器から1 mの位置:
 - 40 dB (動作中)
 - 36 dB (待機中)
表記上の(上限)音力レベル:
 - 5.5 ベル(動作中)
 - 5.1 ベル(待機中)

21最大構成重量は、取付けられているオプションにより異なります。上記の数
字は、オプションを完全装備したシステムの重量です。

22最大電力および熱の仕様は、システム電源機構の最大能力 200ワットに基
づくものです。

23追加情報については、IBM から入手できる ISO Supplier's Declaration
を参照してください。
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セキュリティー機能
本セクションのセキュリティー機能には以下のものが含まれます。

� パスワード

� 重要プロダクト・データ (VPD)
� 管理情報形式フォーマット (MIF)
�  Alert on LAN

 � AssetCare
�  Asset ID

パスワード
以下は、コンピューター・ハードウェアおよびソフトウェア関連パ
スワードに関する情報を提供します。

� 始動パスワード

� 管理者パスワード

� オペレーティング・システムのパスワード

始動パスワードおよび管理者パスワードは、装置構成ユーティリテ
ィーで設定されます。装置構成ユーティリティーの実行に関する情

報については、186ページの『装置構成ユーティリティー・プログ
ラム』 を参照してください。

始動パスワード
始動パスワードは、コンピューターの電源オン時に権限のないユー
ザーがコンピューターにアクセスするのを拒否します。始動パスワ
ードが活動状態である時は、コンピューターの電源をオンにするた
びにパスワード・プロンプトが画面に表示されます。正しいパスワ
ードを入力後、コンピューターは始動します。

始動パスワードの除去
コンピューターを保守する際に、有効な始動パスワードが不明な場
合、コンピューターの電源をオフにしてから次の手順を実行してく
ださい。

注意

この手順を行うと、モデルによって管理担当者パスワードも除
去します。

1. 電源コードを抜き、上部カバーを取外します。

2. 275ページ以降の『システム・ボードの配置』を参照して、該
当するシステム・ボードのレイアウト図を捜します。システ
ム・ボードに依存して、パスワードはジャンパーまたはスイ
ッチ・ブロックによって除去されます。

3. パスワード・ジャンパーを動かして、中央ピンとコネクター
の反対側にあるピンとを接続します。または、スイッチを指
定された通りに設定します。

4. コンピューターの電源をオンにします。システムは、位置の
変更を検知し、パスワードを消去します。

� 電源をオフにしてジャンパーを元の位置に戻す必要があ
ります。
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5. 保守の完了時に、新規パスワードを入力するようにユーザー
に知らせてください。

管理者パスワード
管理者パスワードは、装置構成ユーティリティーでアクセスする内
容を制限するために使用されます。一旦、管理者パスワードが有効
になると、管理者パスワードを再入力するまで、装置構成を見るこ
とはできても、変更をすることはできません。

注：

Type 6862, 6865, 6892, 6889, 6893 は拡張セキュリティー

を持っています。もし拡張セキュリティーがENABLEになっ
ていても、パスワードを設定しなければ、拡張セキュリティー

がDISABLEしているのと同じ動作をします。

拡張セキュリティーがENABLEでかつ管理者パスワードを設
定した場合、管理者パスワードを入力しないと、使用できませ
ん。もし管理者パスワードを紛失したり忘れた場合は、システ
ムボードを交換しない限り、装置構成ユーティリティーにアク
セスできません。

PC 700シリーズのコンピューターでは、システムボード上にあ
る、管理者パスワード・コントロール・ジャンパーを設定すること
によって行ないます。

注：

管理者パスワード・コントロール・ジャンパーによってパスワ
ードを削除することはできません。

管理者パスワード・コントロール・ジャンパー
275ページ以降の『システム・ボードの配置』を参照にし、該当す
るシステムボードのタイプを捜します。システムボードに依存し、
管理者パスワードは、ジャンパーであったり、スイッチ ブロックで
あったりします。

重要

PC 700 シリーズ

もし管理者パスワードを紛失したり、忘れたりすると、パスワ
ードを変更したり、削除することができません。もし、そのよ
うになった場合は、システムボードを有償で交換する必要があ
ります。

PC 300 シリーズ 及び IntelliStation

PC 300 シリーズ 及び IntelliStationでは、管理者パスワー
ドを削除できます。
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オペレーティング・システムのパスワード
オペレーティング・システムのパスワードは始動パスワードに類似
していて、無許可のアクセスを防ぎます。正しいパスワードが入力
されるまで、コンピュータを使用することができません。

重要プロダクト・データ（VPD）
システムボード上の不揮発性メモリーに各々のコンピュータの重要

プロダクト・データ(VPD）が記憶されています。システムボード
を交換したあとは、必ず重要プロダクト・データ（VPD）を更新し
なければなりません。重要プロダクト・データ（VPD）を更新する
方法については、167ページの『フラッシュ (BIOS/VPD) 更新手
順』を参照してください。

管理情報形式フォーマット（MIF）
管理情報形式フォーマット（MIF）はシステムボード、ライザー・
カード、メモリーやプロセッサーなどのシリアル番号が振られた部
品のリストを管理するために使われるファイルです。管理情報形式

フォーマット（MIF）は PC 300シリーズ（Type 6561、6562、
6592、6862、6892)や、IntelliStation (Type 6865、6889、6893)
にて使用できます。

コンピュータが出荷されるときに、工場にて EPROMにシステム
と全ての主要部品のシリアル番号が書き込まれます。この管理情報

形式フォーマット（MIF）には DMI MIF ブラウザーによりアスセ
ス可能で、このブラウザーは最初から初期導入されていたり、ま

た、システムに同梱されているサポート CD に含まれています。

「Retain-a-Group」と呼ばれる会社がシリアル番号を中央管理する
サービスをしています。この「Retain-a-Group」と呼ばれる会社に
そのシステムや部品のシリアル番号を登録することにより、その部
品やシステムが盗難にあったときに、法律的な手助けをします。お
客様は、ここのシリアル番号情報サービスを購入するか、しないか

を選択でき、また、管理情報形式フォーマット（MIF）ファイルの
維持とファイルの変更を「Retain-a-Group」に知らせることは、お
客様の責任範囲となります。

お客様によっては、シリアル番号が振られた部品が交換されるとき

に、管理情報形式フォーマット（MIF）の更新を要求される場合が
あるかもしれません。その場合、EPROMに含まれる管理情報形式
フォーマット（MIF）を更新するためには、DMI MIF ブラウザー
を用います。このサービスは有料となる場合もあります。

DMI MIF ブラウザーを用いて、EPROM に含まれる管理情報形式
フォーマット（MIF）を更新するためには、

1. デスクトップの「スタート」->「プログラム」とクリックし
ます。

2. 「IBM SystemView Agent」->「DMI MIF Browser」を選
択します。

3. 「Serial Number Information」アイコンを選択します。

4. プラス (+) をクリックし、画面を拡張します。

5. 確認や変更したい部品を選択します。
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6. 変更したい部品をダブルクリックします。

7. 「Value」の場所に新しいデータを入力し、「Apply」をクリ
ックします。

154 300/700保守マニュアル  



    
 

ALERT ON LAN: Alert on LAN は以下のモデルでサポ
ートされています。

Type 6862、6865、6889、6892、6893

Alert on LAN は、コンピューターの電源が切れているときもコン
ピューターの異常を知らせることができます。DM1とWake on
LAN テクノロジーによって、Alert on LAN は、ハードウェアと
ソフトウェアの機能をモニター管理します。Alerをon LAN は、以
下のイベントに対してサーバーに知らせを送ります。

� トップ・カバーか外れた

� プロセッサーが取り除かれた

� 電源コードが外れた

� 異常電圧

� 異常温度

� 異常なファン・スピード

� 全ての POSTエラー

� オペレーティング・システムまたは POSTのハングアップ

Alert on LAN のイベントは、LAN サーバーからのみ Enable、ま
たは Disableに設定することができ、本体ではできません。

ASSETCARE: AssetCareは以下のモデルでサポートされ
ています。

Type 6862、6865、6889、6892、6893

AssetCareは、EEPROMの中に格納されているコンピューターや
ユーザーのデータを読んだり、追跡するセキュリティー・ソフトウ

ェアの一部です。EEPROMは、デュアル・ポートのデバイスで、
ワイヤレス RF装置とコンピューター本体の双方からアクセスする
ことができます。

しかるべき RFリーダーを使用すると、RFID データは、梱包され
たカートンボックスに入ったままの状態でも、読むことができま
す。

DMI に準拠したソフトウェアと AssetCareのソフトウェアを組み
込むことにより、キーボードから EEPROMのデータに読み書きす
ることができます。

EEPROMの 256バイトのデーターエリアに

� シリアル・ナンバー (読み取りのみ、RF)

� 構成データ (読み取りのみ、RF)

� ユーザー・エリア (読み書き可能)

– リース情報

– Assel情報

– 所有者の情報

– 保証情報
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– ユーザー定義エリア (5)

AssetCareは、装置構成ユーティリティーのシステム・セキュリテ
ィー (System Security)で、Enable/Disableの設定をすることが
できます。AssetCareを Disableすることによって、RFによる読
み書き機能を Disableすることができます。

ASSET ID: Asset ID は以下のモデルでサポートされていま
す。

Type 6862、6865、6889、6892、6893

Asset ID は、前項で述べた AssetCare EEPROM と無線周波数を
使用してデータのやり取りをするアプリケーションです。 Asset
ID によって、例えば、 PCの無断持ち出しを防止するゲートや、
PCシステムの設置や、棚卸しを無線周波数を利用して行うことが
できます。 PCの無断持ちだしを防止するゲートは、無許可に PC
を持ち出した場合、そのゲートを通ることにより、 AssetCare
EEPROMのデータを書き換えます。すると、以後、次の起動時に
管理者パスワードが必要になります。

Asset ID は、装置構成ユーティリティーの System Security (シス
テム・セキュリティー) で使用可能 / 使用不可に設定します。

 注:

AssetCareと Asset IDを Disableすると、POSTでテスト
中に RFアンテナを Disableし、POSTエラー 184 (No
RFID アンテナ) を起こすことはありません。

Universal Management Agent (UMA)
UMA は次の機種で動作します。

 � 6277, 6287
 � 6272, 6282
 � 6561
 � 6562, 6592
 � 6862, 6892
 � 6588
� IntelliStation 6865, 6888, 6889, 6898, 6899

Universal Management Agent (UMA) プログラムは、ネットワー
ク環境のコンピューターを管理するために設計されたツールの集合

です。Universal Management Browserは、インターネットまたは
イントラネット環境の ActiveX 制御を使用して、中央インターフ
ェースからそれぞれのツールを立ち上げて管理します。UMA がイ
ンストールされているコンピューターでローカルにツールを使用し

たり、あるいは UMA がインストールされているコンピューターに
アクセスするため、インターネットまたはイントラネットを使用し
てリモートでツールを使用することができます。
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UMA を介して使用できるツールは、次の 2 つの要素を基本として
モデルごとに異なります:

� プラグイン・プログラムが追加されているかどうか。

� ツールに必要なモデル固有のハードウェアが搭載されている
かどうか。

もしツールがサポートされていなければ、UMA 画面上には表示さ
れません。しかし、ツールについての情報は UMA ヘルプ システ
ムにより見ることができます。

注

UMA の画面に表示される各種の状況やインベントリー情報
は、その画面にアクセスした時点の情報です。これらの情報
は、時間経過と共に更新されるものではありません。最新の情
報を表示するには、その画面から一旦移動してからまたその画
面に戻るか、あるいは次の方法を使わなければなりません。

1. 右側のフレームのオープン・エリアにマウス・ポインタ
ーを移動してから、右クリックする。

2. ポップアップが表示されたら、「最新の情報に更新」を

クリックする。UMA 画面を最新表示するのに、「ブラ
ウザ」ツールバーの「更新」ボタンを使用しないでくだ
さい。このボタンをクリックすると、最上位画面

(index.html)が表示されてしまいます。

UMA の主な構成要素
UMA の主な構成要素は次のようなものです。

注

構成要素のひとつを選択した後は、ヘルプ・ボタンをクリック
することで、その選択した構成要素のヘルプ・システムにアク
セスすることができます。

システム・モニター: この構成要素には、イベント、アラ

ーム、レスポンス (EAR)、PCヘルス、BIOSエラー・ロギング、
イベント・ログ・ビューアーが含まれています。これらのプログラ
ムにより、コンピューターのハードウェアの状況をモニターした

り、システム・アラートへの自動応答をセットアップしたり、(バッ
クアップ操作などの) イベントをスケジューリングしたり、エラ
ー、アラート、イベントの履歴を表示することができます。

リソース使用状況: この構成要素により、オーディオ、ドラ
イブ、入出力ポート、メモリー、ネットワーク、システム・リソー

ス、ビデオ、バッテリー (モバイル・コンピューターのみ)、キーボ
ード、マウスの情報を集めることができます。
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インベントリー・データ: この構成要素により、基本ハー
ドウェアについての情報を表示したり、コンピューター概要レポー
トにアクセスしたり、ソフトウェア・インベントリーを表示した
り、オペレーティング・システムと関連デバイス・ドライバーにつ

いての情報を表示したり、AssetCareの情報を表示することができ
ます。

構成と診断: この構成要素には、(ECCメモリーがエラーを訂
正したことを検査するための) メモリ検査プログラムと、(UMA に
関連したセキュリティー機能を構成するための) ユーザー・マネー
ジャー・プログラムが含まれています。

UMA プログラムへのアクセス方法
注

UMA は、Microsoft Internet Explorerからアクセスしま
す。

ローカル・アクセス: UMA がインストールされているコ
ンピューター上で、UMA プログラムにアクセスするには:

1. Internet Explorer のアドレス・フィールドに、次のように入
力します。

http://local:6500/
2. 使用する UMA のコンポーネントを選択します。

リモート・アクセス: UMA がインストールされていない
コンピューターから、イントラネットを通してリモートから UMA
にアクセスするには:

1. Internet Explorer のアドレス・フィールドに、次のように入
力します。

http://computername:6500/

注

computernameは、ネットワーク・コンピューターで使
用されるコンピューター名です。

2. 使用する UMA の構成要素を選択します。
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ハード・ディスク・ドライブ・ジャンパーの設
定
Type 65XX および 68XX コンピューターのハード・ディスク・
ドライブでは、ドライブを1 次ドライブまたは 2 次ドライブとして
設定する際にジャンパーを使用します。このハード・ディスク・ド
ライブの設定については、以下の図を参照してください。

IDE ハード・ディスク・ドライブの設定

.1/ 1 次ハード・ディスク・ドライブ

.2/ 2 次ハード・ディスク・ドライブ
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 IDE ドライブ
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SCSI ハード・ディスク・ドライブの設定

 540MB SCSI

 1GB SCSI

SCSI
 ID

位置

.1/.2/.3/
 SCSI

 ID

位置

.1/.2/.3/

 6 : J J   2 : J :

 5 J : J   1 J : :

 4 : : J   0 : : :

 3 J J :    

SCSI
 ID

位置

.1/.2/.3/
 SCSI

 ID

位置

.1/.2/.3/

 6 : J J   2 : J :

 5 J : J   1 J : :

 4 : : J   0 : : :

 3 J J :    
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 1.12GB, 2.25GB SCSI

J3

C2

自動 位置 ショート : ENABLE (省略時)
スピンアップ .1/ オープン : DISABLE

SCSI
 ID

位置

.3/.4/.5/.6/
 SCSI

 ID

位置

.3/.4/.5/.6/

 0 : : : :
(省略時)

  8 : : : J

 1 J : : :   9 J : : J

 2 : J : :   10 : J : J

 3 J J : :   11 J J : J

 4 : : J :   12 : : J J

 5 J : J :   13 J : J J

 6 : J J :   14 : J J J

 7 -予約済-   15 J J J J

TRM POWER 位置 ショート : ENABLE (省略時)
 .7/ オープン : DISABLE
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 4.3 GB SCSI

 4.5GB SCSI

J3

C2

SCSI
 ID

位置

.4/.3/.2/.1/
 SCSI

 ID

位置

.4/.3/.2/.1/

 0 : : : :   8 : : : J

 1 J : : :   9 J : : J

 2 : J : :   10 : J : J

 3 J J : :   11 J J : J

 4 : : J :   12 : : J J

 5 J : J :   13 J : J J

 6 : J J :   14 : J J J

 7 -予約済-   15 J J J J
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SCSI
 ID

位置

.4/.3/.2/.1/
 SCSI

 ID

位置

.4/.3/.2/.1/

 0 : : : :   8 : : : J

 1 J : : :   9 J : : J

 2 : J : :   10 : J : J

 3 J J : :   11 J J : J

 4 : : J :   12 : : J J

 5 J : J :   13 J : J J

 6 : J J :   14

(省略時)

: J J J

 7 -予約済-   15 J J J J

TRM POWER 位置 ショート : ENABLE
 .7/ オープン : DISABLE (省略時)
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CD-ROM ドライブのジャンパー設定
CD-ROMドライブでは、ドライブを 1 次ドライブ (master)また
は2 次ドライブ (slave)として設定するために、ジャンパーまたは
タブを使用します。このハード・ディスク・ドライブの設定につい
ては、以下の図を参照してください。

CD-ROM
 Type

マスター スレーブ

6X (Six Speed)
FRU 06H9431

: : J : J :

6X (Six Speed)
FRU 06H9429

: : J : J : J : : J

8X : : J : J :

16X Max : : J : J :

24X Max : : J : J :

32X Max : : J : J :

40X Max : : J : J :
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BIOS レベル
正しくないレベルの BIOSを使用すると、エラーを発生したり、
FRUを不必要に交換することになります。以下の説明により、コ
ンピューターに導入されている現行レベルの BIOSを判別し、最新
レベルの BIOSを入手してください。

� 現行レベルの BIOSについて
– 構成ユーティリティーを実行して、導入されている

BIOSのレベルを判別します。

BIOSを更新するには、167ページの『フラッシュ (BIOS/VPD)
更新手順』 を参照してください。

PC360 (Type 6598) では、装置構成ユーティリティーも最新のも
のを使用してください。
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フラッシュ (BIOS/VPD) 更新手順
注記

モデル特有の情報については、システム装置カバーの内側にあ
る情報ラベルを参照してください。

PC 360 Type 6598 以外のモデル

1. コンピューターの電源をオフにします。

2. システム ROM アップデート・ユーティリティー・ディスケ
ットをディスケット・ドライブ A に挿入します。

3. コンピューターの電源をオンにします。

4. POST/BIOSアップデート・ユーティリティーが表示された
ら、言語を選択して、Enter を押します。

5. Y を押して、シリアル番号の更新を指示します。
6. 保守を行っているコンピューターの 7 桁のシリアル番号を入

力してから、Enter を押します。
7. Machine Type/Model が表示されるので確認し、必要であれ

ば Y を押して Model の更新を指示します。
8. Machine Type/Model 番号を入力し Enter を押します。
9. 画面上の指示にしたがって、フラッシュ (BIOS/VPD)更新手
順を完了します。

フラッシュ回復ブート・ブロック・ジャンパー
重要

フラッシュ/BIOSのアップグレード時に割り込みが発生した
場合は、BIOSは使用不能状態になることがあります。ブー
ト・ブロック・ジャンパーは、システムの再始動とBIOSの回
復を可能とします。

ブート・ブロック・ジャンパーを使用してフラッシュ/BIOS回復を
実施するには次のようにします。

1. コンピューターの電源を切り、カバーを取り外します。

2. システム・ボードのブート・ブロック・ジャンパーを回復位

置に移動します。詳しくは 275ページの『システム・ボード
の配置』、 あるいはコンピューターの内側にある情報ラベル
を参照してください。

3. システム ROM アップデート・ユーティリティー・ディスケ
ットをディスケット・ドライブに挿入します。

4. コンピューターの電源を入れます。IBM ロゴが表示されま
す。

5. POST/BIOSアップデート・ユーティリティーが表示された
ら、言語を選択し、Enterを押します。

6. Y を押して、シリアル番号を設定してください。
7. 保守を実施しようとしているコンピューターの 7 桁のシリア
ル番号を入力し、Enter を押します。

8. 画面の指示に従い、フラッシュ (BIOS/VPD)更新手順を完了
します。
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9. コンピューターのリブートを指示されたら、コンピューター
の電源を切り、ブート・ブロック・ジャンパーを 通常位置に

移動します。カバーを再び取り付け、コンピューターの電源
を入れます。

PC 360 Type 6598

1. コンピューターの電源をオフにします。

2. フラッシュ・ディスケットをドライブ A に挿入します。
3. コンピューターの電源をオンにします。

4. 更新ユーティリティーが表示されると、国別/キーボードを選
択してから、Enter を押します。

5. コンピューターの製造番号が以前に記録されていた場合、こ
の製造番号が、更新するオプションといっしょに表示されま

す。Y を押して、製造番号を更新します。
6. 保守を行っているコンピューターの 7 桁の製造番号を入力し

てから、Enter を押します。
7. プロンプトが出されると、任意のキーを押してリブートしま
す。

8. 長いビープ音 1 回と短いビープ音 2 回が聞こえたら、コンピ
ューターの電源をオフにします。

9. システム・ボード・フラッシュ/BIOSジャンパーを、17～
18ピンから 16～ 17ピンに移動させます。詳細について
は、301ページの『PC 360ジャンパーの設定値』 を参照し
てください。

10. フラッシュ・ディスケットをドライブ A から取出します。
11. コンピューターの電源をオンにします。
12. “POST始動エラー (POST Startup Error)”画面が表示され

るまで待機してから、コンピューターの電源をオフにしま
す。

13. システム・ボード・フラッシュ/BIOSジャンパーを、16～
17ピンから 17～ 18ピンに移動させます。

14. コンピューターの電源をオンにします。
15. 163エラー・コードが表示され、時間と日付のリセットを指

示します。要求がある場合には、日本語セットアップ・ディ

スケットをドライブ A にセットし Enter を押します。リセ
ットを行ってから、“製品情報 (Product Data)”を選択して、
BIOSが最新レベルに更新されていることを確認します。

16. Escを押し、保管 (Save)を選択して変更内容を保管しま
す。

17. 指示にしたがってこのプログラムを終了させます。
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診断およびテストについて
ハードウェア関連の問題を識別し解決するために、以下のツールを

利用することができます。

� 自己診断テスト (POST)
� POSTビープ音コード
� テスト・プログラム

� エラー・メッセージ

� 診断テスト・プログラム

自己診断テスト (POST)
システムの電源をオンにするたびに、システムは、システムと一部
オプションの動作をチェックする一連のテストを実行します。こう

したテストは、自己診断テスト または POSTと呼ばれます。
POSTは、以下を行います。

� 基本的なシステム・ボードの動作のチェック

� メモリー動作のチェック

� ビデオ動作の始動

� ディスケット・ドライブの動作の確認

� ハード・ディスク・ドライブの動作の確認

POSTが終了し何も問題を検出しない場合、ビープ音が 1 回鳴
り、オペレーティング・システムまたはアプリケーション・プログ
ラムの最初の画面が表示されます。

注

Type 6277, 6287, 6561, 6862, 6865, 6889, 6892, 6893 は

POSTでエラーが発生しない場合、工場出荷時の設定ではビ
ープ音なし、メモリーカウント及びチェックポイント表示なし
で起動します。ビープ音やメモリーカウントとチェックポイン
トを正常な起動時に表示する為には、装置構成ユーティリティ

ーの Power On Status (パワーオン時のステータス) で変更し
ます。

POSTが問題を検出した場合、画面にエラー・メッセージが表示さ
れます。1 つの問題が原因で、複数のエラー・メッセージが表示さ
れる場合があります。最初のエラー・メッセージの原因を訂正する
と、次にシステムをオンにするときには、他のエラー・メッセージ
はおそらく画面に表示されません。

POST ビープ音コード
自己診断テストは、ビープ音を鳴らして、POSTの正常終了を指示
したり、テストがエラーを検出したことを指示します。

ビープ音が 1 回鳴りディスプレイ上にテキストが表示されると、
POSTが正常に終了したことを示します。ビープ音が 2 回以上鳴
ると、POSTがエラーを検出したことを示します。
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注

Type 6277, 6287, 6561, 6862, 6865, 6889, 6892, 6893 は

POSTでエラーが発生しない場合、工場出荷時の設定ではビ
ープ音なし、メモリーカウント及びチェックポイント表示なし
で起動します。ビープ音やメモリーカウントとチェックポイン
トを正常な起動時に表示する為には、装置構成ユーティリティ

ーの Power On Status (パワーオン時のステータス) で変更し
ます。

診断テストプログラム
診断テストプログラムには以下の二種類があります。

IBM PC Enhanced Diagnostics, developed by Watergate
Software with IBM Advanced Memory Diagnostics.

PC300/700 Series, IntelliStation Diagnostics, developed by
Diagsoft for IBM

IBM Enhanced Diagnostics
この診断プログラムは、広い範囲にわたってテストの領域をカバー
しており、ハードウェア・コンポーネントの動作状況をチェックし

ます。画面のユーザーインターフェースは WaterGate社の
「PC-Doctor」を採用し、それから IBM Advanced Memory診断
プログラムと PC-Doctorの診断プログラムを起動させます。

IBM PC Enhanced Diagnostics プログラムの更新モジュールにつ
いては、以下の URL にアップロードされています。

http://www.pc.ibm.com/us/にアクセスし、

 � Support

� IBM IntelliStation Support

 � Downloadable Files

 � Diagnostics

と選択します。

診断ディスケットには、以下のものが含まれます。

新しいユーザー・インターフェース

� このインターフェースは、IBM Advanced Memory診断プ
ログラムと PC-Doctorの診断プログラムを起動する制御プロ
グラムとして動作します。

IBM Advanced Memory 診断プログラム

� このメモリー診断プログラムはどのメモリーモジュール

（SIMM または DIMM)が不良か、そしてこの不良のモジュ
ールがどのソケットにインストールされているかをレポート
します。メモリーテストには、簡易テストとフルテストのど

ちらでも動作し、また一枚の SIMM または DIMM でも動作
します。
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注

IBM Enhanced Diagnostics のエラー・コードは37ページの
『診断エラー・コード』を参照してください。

サポートしているシステム
IBM PC Enhanced Diagnostics プログラムは、全ての IBM PC
300/700及び IntelliStationで動作します。

IBM PC Enhanced Diagnostics プログラ
ムの起動のしかた
以下の手順により起動します。

1. 遮断し、システムの電源を OFFします。

2. 10秒間待ちます。

3. IBM PC Enhanced Diagnostics プログラムディスケットを
ドライブ A に挿入します。

4. システムの電源を ON します。

診断プログラムの初期メニュー画面が現れます。

診断プログラムの操作法
マウスまたはキーボードを使用します。

メニューの中はカーソル・キーを使って操作します。

「Enter」キーはメニューを選択するときに使います。

「Esc」キーは前のメニュー画面に戻るために使います。

「F1」キーを押すと、オンライン・ヘルプが起動されます。

診断テストの動作方法
診断テストの動作方法に関しては、以下の 4 つの方法があります。

1. カーソル・キーを使用して診断メニューより「Run Normal
Test」または「Run Quick Test」を選択して「Enter」キー
を押します。

これにより、以前に設定されていたテストが実行されます。

「Run Normal Test」は「Run Quick Test」より、拡張され
たテストを実行し、時間も余計にかかります。

2. 「F5」キーを押して、全てのカテゴリーの全ての選択された
テストを自動的に実行します。「テストの選択」を参照くだ
さい。

3. 「Cntl－Enter」を押すと、あるテスト・カテゴリーの中で、
このカテゴリーの選択されたテストのみを自動的に実行しま
す。「テストの選択」を参照ください。

4. カーソル・キーを使用して、あるテスト・カテゴリーのある

テストを選択し、「Enter」を押します。この場合、このテス
トだけを実行します。
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「Esc」キーを押すことによって、随時、テストを中断するこ
とができます。

テスト結果（N/A、PASSED、FAILED、ABORTED）がテスト
の記述の横のフィールドに表示され、また、テスト・ログ記録され
ます。

175ページの『テスト・ログを見る』を参照ください。

テストの選択
１つ、または複数のテスト項目を選択するためには、

1. テストするテスト・カテゴリーを開きます。

2. カーソル・キーを使って、希望するテスト項目を選択しま
す。

3. スペース・キーを押します。

選択されたテスト項目は、>> でマークされます。もう一度、
スペース・キーを押すと、否選択となり、 >> マークは消え
ます。

4. ステップの 2 と 3 を繰り返し、希望する全てのテストを選択
します

IBM Advanced Memory 診断テスト
IBM Advanced Memory 診断テストは、テスト中にどのメモリー
モジュール（SIMM/DIMM) が不良であるか識別することができま
す。最新の保守マニュアルのシステム・ボードのレイアウトのセク
ションを参照して、メモリーのソケットの位置を確認します。そし

て、F1キーを 2 度押して、オンライン・マニュアルをロードし、
第１１章の「SIMM/DIMM Locator」を選択します。

次のステップにより IBM Advanced Memory診断テストのオプシ
ョンをセットします。

1. ツールバーより「DIAGNOSTICS」を選択します。

2. 「Memory Test - Full」または「Memory Test - Quick」を
選択して、「Enter］を押します。

Memory Test - Full

フル・メモリー・テストは 1MB あたり約 80秒かかります。そし
て、マージナル/インターミット/固定 のメモリー不良を発見しま
す。

Memory Test - Quick

このクイック・メモリー・テストは 1MB あたり約 20秒かかり、
固定のメモリー不良のみ、発見します。
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注：

上記 2 つのメモリー・テストは、全てのメモリー、またはひ
とつの SIMM/DIMM ソケットのみの、どちらもテスト可能

です。テストには、SIMM または DIMM を含むソケットの

みを選択します。未実装のソケットは.........と表記されます。

Alert ON LAN のテスト
Alert ON LAN のテストは以下の手順で行います。

まず、システムが Alert ON LAN をサポートしているかど
うか確認します。

Revision ID レジスターを確認します。
EEPROMのチェックサムを検証します。
ソフトウェア・アラートが送信できるか確認します。

Asset ID のテスト
Asset ID のテストは以下の手順で行います。

まず、システムが Asset IDをサポートしているかどうか確
認します。

EEPROMの領域を検証します。
アンテナテストを実行します。

テスト結果
IBM PC 拡張診断プログラムのテスト結果は以下のエラー・コー
ド・フォーマットになります。

Function Failvre DeviceID Date ChkDigits Text
 CODE Type

Function Code: PCの機能の名称

Failvre Type: エラーのタイプ

DeviceID: ハード・ディスク、リムーバブル・メディ
ア・ドライブ、シリアル・ポート、パラレ

ル・ポート、プロセッサー、DIMM メモリ

ー、PCI装置などが固有で持っている ID

Date: 診断テストを実行した日。COM5に書かれて
いる日を使い、YYYYMMDD の形式で表
示。

ChkDigits: 2 桁のチェック・ディジットで以下を保証し
ます。

� 特定の日に、診断プログラムが動作した
こと

� 特定の IBM コンピューターで診断プロ
グラムが動作したこと

� 診断エラー・コードが正しく記録された
こと

Text: エラーの記述
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ハード・ディスク SMART テスト
システム管理ツールがハード・ディスクの SMART アラートを検
知したとき、ハード・ディスク SMART テストを使用します。

SMART テストの手順は以下のとおりです。

まず、 IDE ドライブが SMART 機能をサポートしているか
どうかを確認します。

ENABLE SMART コマンドを送り、SMART 機能を動作可
能にします。

SMART RETURN STATUS コマンドを送り、閾値を越え
たかどうかを確認します。

もし閾値を越えていた場合は、エラー・メッセージが表示され、テ

ストは FAIL に終わります。また、 SMART をサポートしていな
いドライブの場合は、テスト結果は N/A となります。

高速および全消去 - ハード・ディスク
IBM PC 拡張診断プログラムは、ハード・ディスク・フォーマッ
ト・ユーティリティーを二つ提供しています。

� ハード・ディスク高速消去

� ハード・ディスク全消去

「ハード・ディスク高速消去」は、以下を実施するDOSユーティ
リティーを提供します。

� ハード・ディスク上のマスター・ブート・レコード (MBR)を
破棄します。

� 全パーティション上の FAT テーブルのすべてのコピーを破
棄します (マスターとバックアップの両方)。

� パーティション・テーブルを破棄します。

� 回復不能プロセスである旨の警告メッセージをユーザーに示
します。

「ハード・ディスク全消去」は、以下を実施するDOSユーティリ
ティーを提供します。

� 「高速消去」における全ステップを実施します。

� ランダム・データをハード・ディスクの全セクターに書き込

むDOSユーティリティーを提供します。
� 完了までの予想時間ならびに完了状況の視覚表示を提供しま
す。

� 回復不能プロセスである旨の警告メッセージをユーザーに示
します。

重要

高速または全消去機能を実施する前に、必ず全データのバック
アップを作成してください。

高速消去または全消去ユーティリティーの選択は、以下のように実
施してしてください。

1. ツールバーの UTILITY オプションを選択し、Enterを押し
ます。
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2. QUICK ERASE または FULL ERASE HARD DISK オプ
ションを選択し、その後の指示に従います。

Asset EEPROM のバックアップ
システムボートを交換する場合、ユーティリティーを使用して、全

ての Assetの情報を EEPROMからディスケットにバックアップ
を取ることが可能です。このユーティリティーはまた、ディスケッ

トから交換した新しいシステムボードの EEPROMへ復元すること
も可能です。

ユーティリティーの起動方法は、

Utility を選択します。
Asset EEPROM Backup を選択し、その後、画面の手順に従
います。

テスト・ログを見る
診断テストのエラーはエラーしたことを示すメッセージが表示され
ます。

このエラーの詳細や、テスト結果のリストを表示するためには、ど
のテストカテゴリーからでも次の手順を踏むことによって、実行で
きます。

F3キーを押して、ログ・ファイルを指定します。さらに F3キー
を押して、ディスケットにセーブするか、F2キーを押して、ファ
イルをプリントします。
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SIMM/DIMM メモリー・エラー
IBM PC 拡張診断プログラムの SIMM/DIMM エラー・メッセー
ジは以下の通りです。

注：

「Y 」は、SIMM/DIMM のソケット番号です。保守マニュ
アルの最新号のシステムボードのレイアウト・セクションを参
照して、メモリー・ソケットの位置を確認します。

メッセージ エラーの場所 推奨する作業

2xx-1 y メモリー・エ
ラーが

SIMM ソケ

ット Y で発
見されまし
た。

エラー・コードの最後の文字で

指定されたソケットの SIMM を
交換します。

再びテストを実行します。

もし、同じエラー・コードが再
び表示される場合は、システム

ボードを交換します。

2xx- 2y メモリー・エ
ラーが

DIMM ソケ

ット Y で発
見されまし
た。

エラー・コードの最後の文字で

指定されたソケットの DIMM
を交換します。

再びテストを実行します。

もし、同じエラー・コードが再
び表示される場合は、システム

ボードを交換するか、プロセッ
サーカード状のメモリーを交換
すすか、または、プロセッサ
ー・カードを交換します。

Corrupt
BIOS

BIOS中の情
報が期待され
たものと違い
ます。期待さ

れた DMI 情
報が BIOS
から発見でき
ません。メモ
リー・コント

ローラー・チ
ップのベンダ

ー ID が期待
値と一致しま
せん。

BIOSを更新します。

システムボードを交換します。

Test
Aborted by
user

テストが中断
されました。

テストを再開してください。
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PC300/700 Series, IntelliStation 診断ディ
スケット
IBM 用に DiagSoftが開発したこの診断テスト・プログラムは、こ
のコンピューターをテストする主要な方法です。このテスト・プロ

グラムを使用して IBM 社の構成要素および外付け装置をテストす
ることができます。すべての構成要素をテストするのに必要な時間
は、構成要素の数によって異なります。システムに接続しているオ
プションのアダプターや装置が多ければ多いほど、テストにかかる
時間が長くなります。

診断ディスケットのテスト・プログラムには、次のような機能が含
まれています。

注: 5576-A01キーボードについて
5576-A01キーボードが接続されている場合、診断テスト・
プログラムが正しく動作しない場合がありますので、システ

ム装置に標準添付の 5576-B01キーボードを接続してから、
診断テスト・プログラムを使用してください。

機能 説明

保守用診断テスト 以下の主要構成要素に関連する
大部分の問題を識別します。

� システム・ボード

� ハード・ディスク・ドライ
ブ

� ディスケット・ドライブ

� CD-ROMドライブ
 � RAM
� シリアル・ポートとパラレ

ル・ポート

� ビデオ・アダプター

� プリンター

� キーボード

� マウス
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機能 説明

フレキシブル・テスト制御 これを使用すると以下を行うこ
とができます。

� バッチ内のテスト・グルー
プを実行する

� テストごとに使用するパラ
メーターを指定する（たと
えば、ビデオ・モード、デ
ィスク・シリンダー、およ
びポート・アドレス）

� 実行するパス数を指定する

（1 から連続数）
� テスト結果をテキスト

dBase (DBF) フォーマッ
ト・ファイルにログする

� 将来の利用に備えてテスト
設定値をすべて保管する

� システム情報を表示する

� サーバーの構成情報を表示
する（たとえば、

IRQ/DMA 割当て、メモ
リーの使用量、およびデバ
イス・ドライバーを表示で
きる）

� システム・ユーティリティ
ーを選択する

� システム・ユーティリティ
ーを含むロー・レベルのフ
ォーマットを実行する

� ディスケットをフォーマッ
トする
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エラー・メッセージ
ソフトウェア（オペレーティング・システムまたはアプリケーショ
ン・プログラム）が生成するメッセージは、通常、テキスト・メッ

セージですが、数字の場合もあります。基本的には、5 タイプのエ
ラー・メッセージがあります。

� POSTエラー・メッセージ
� POSTビープ音コード
� 診断エラー・メッセージ

� ソフトウェア生成メッセージ

� 複数のメッセージ

注*1: Type 6561、6862、6865、6889、6892、6893は Postで
エラーが発生しない場合、工場出荷時の設定では、ビープ音
なし、メモリーカウント及びチェックポイント表示なしで起
動します。ビープ音やメモリーカウントとチェックポイント
を正常な起動時に表示する為には、装置構成ユーティリティ

ーの Power On Status (パワーオン時のステータス) で変更し
ます。

エラー・メッセージ 説明

POSTエラー・メッセージ POSTがハードウェアに問題を
検出するか、あるいはハードウ
ェア構成の変更を検出するとき
に表示されます。

POSTビープ音コード POSTが問題を検出すると、ス
ピーカーからビープ音が流れま

す。ビープ音 1 回は、POSTが
正常に終了したことを示しま
す。ビープ音が複数回鳴ると、

POSTが問題を検出したことを
示します。*1

診断エラー・メッセージ テスト・プログラムが、ハード
ウェア・オプションに問題を検
出したときに表示されます。

ソフトウェア生成エラー・メッセ
ージ

アプリケーション・プログラ
ム、またはオペレーティング・
システム、あるいはその両方が
問題または矛盾を検出する場合
に表示されます。こうしたメッ
セージの詳細については、ソフ
トウェア・パッケージといっし
ょに提供された資料を参照して
ください。

複数のメッセージ 最初に発生したエラーが、別の
エラーの原因になっている場合
があります。最初に表示されて
いるエラーに対して提示された
処置を行ってください。この場
合、システムは、複数のエラ
ー・メッセージを表示します。

必ず、最初に 表示されたエラ
ー・メッセージに対して提示さ
れた処置を行ってください。
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戻りコード
テスト・プログラムは、テストがパスしたか、失敗、または異常終
了かを正しく判別するために、テスト完了時にエラー戻りコードを
チェックします。テストをテスト・ログに正しく登録するには、テ
スト・プログラムが以下の戻りコードのいずれかを生成します。

戻りコード 説明

0 装置がテストにパスしたことを
示します。

1 装置がテストに失敗したことを
示します。

2 以上 テストが停止または異常終了し
たことを示します。
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テスト・プログラムの使用
診断プログラムは、拡張機能およびユーティリティーを備えてお
り、パワー・ユーザーおよびサービス技術員が障害原因を追求する
ために使用します。

プログラムの経路指定
診断プログラムを操作するには、メニュー選択の先頭文字をタイプ
するか、機能キーを使用するか、または、コマンド行オプションを
使用します。

メニュー選択項目の最初の文字を使用する場合

テスト・プログラムで、メニュー上のオプションの最初の文字を押

すと、カーソルをこの項目に移動させて Enterを押したのと同じ働
きをします。ただし、この機能は、テスト・グループ画面 (Test
Group Screen) では使用できません。

機能キーを使用する場合

以下のキーを使用して、テスト・プログラムで操作を行います。

この他の機能は、以下のキーを使用すれば、テスト・モジュール選

択 (Test Module Selection) 画面およびテスト・グループ (Test
Group)画面で利用できます。

キー アクション

Enter 項目を選択するか、テスト・モジュールを実行か、
もしくはテストを実行する

下矢印

(↓)
カーソルを下方に動かす

上矢印

(↑)
カーソルを上方に動かす

F1 適切なヘルプ情報を呼び出す。上矢印キー (↑) また
は下矢印キー (↓) を使用して、画面をスクロールす
る。ヘルプ画面から F1を押すと、ヘルプ索引が表
示され、その中から別のカテゴリーを選択すること
ができる。重要なヘルプ・カテゴリーの中に、機能

キーの使用法が含まれている。Escを押すと、ヘル
プを終了して元の画面に戻る。

Esc 直前のメニューに戻る

キー アクション

Tab テスト・グループに移動する（あるいはパラメータ
ーに移動する）

スペースバー モジュールのオン/オフを切り替える（またはテスト
のオン/オフを切替える）

F2 テスト結果ログを表示する

F10 ローカル・メニュー
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コマンド行のオプション

次のコマンド行オプション (Command Line Option)は、診断プロ
グラムをそのディレクトリー内から最初に始動する際に利用できま
す。

QAPLPRO/XXX を入力し（この場合、 /XXX は下のリストの中

のいずれかを表します）、次に Enterを押します。

キー アクション

+ 次の論理装置番号（たとえば、LUN 1, LUN 2 な
ど）

- 直前の論理装置番号

コマンド アクション

/B&W /B&W コマンド行オプションは、黒白（モノクロー
ム）モードにプログラムをロードさせます。ラップ
トップ・コンピューターでは、このモードの方が読
みやすい場合がよくあります。

/LOG=file /LOG=file コマンド行オプションは、指定されたエ
ラー・ログ・ファイルを使用してテスト・プログラ
ムが始動するように指令します。

/INT10 /INT10 コマンド行オプションは、テスト・プログ
ラムに、画面書込み用に BIOSを使用させます。

/OXXX /OXXX コマンド行オプションは（この場合、XXX
はテスト・グループです。たとえば、

MBD/MEM/VID/HDU/ FDU/KBD/COM/LPT な
ど）、指定されたテスト・グループをテストから省
きます。

/USRCONFIG
=file

/USERCONFIG=file コマンド行オプションは、省
略時の USERDIAG.CFG以外のユーザー診断構成
ファイルを捜すようにテスト・プログラムに命令し
ます。

/SCRIPT
=file[,R]

“,R” の付いた /SCRIPT=file[,R] コマンド行オプ
ションは、選択したスクリプトを実行します。スク

リプトの詳細については、183ページの『スクリプ
ト』 を参照してください。

注: コマンド行スイッチとして、“/” の代わりに
“-” を使用できます。

テスト・グループの表示
テスト・モジュール選択 (Test Module Selection)ウィンドウでカ
ーソル・バーを上または下に移動させると、右側画面が変わって、
対応するテスト・グループの属性、パラメーター、および選択した

テストを表示します。“♦” マークは、テスト用に選択されたモジュ
ールを示します。

表示された属性は、実行するテストを判別したり、あるいは選択し
たテストの実行方法を判別するのにテスト・プログラムが使用する
テスト・モジュールの特性です。また、属性は、許容範囲のパラメ
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ーター（たとえば、シリンダーの終了）を制限するのにも使用され
ます。

パラメーターは、テストの有効範囲を設定するために選択する値で
す。たとえば、拡張メモリー・テスト・パラメーターを選択して、

メモリー・ブロックの開始と終了を指定すれば、特定範囲のテス
ト・ブロックにテストを限定することができます。前の段階でメモ
リーの特定の領域に問題が生じていると思える場合には、この方法
がふさわしい場合があります。こうした限界パラメーターを選択す
れば、メモリー・テスト時間が減少します。

スクリプト
スクリプトを使用すると、特定グループのテスト、テスト・パラメ
ーター、およびオプションを選択することができます。この選択
は、テスト・スプリプト として後で使用する時のために保管されま
す。テスト・スクリプトをセット・アップするには、まず最初に、
診断のモジュール・テスト・セクションから、該当するテスト・グ
ループおよび実行したい特定テストをすべて選択します。また、該
当するテスト・パラメーターおよびオプションも選択する必要があ

ります。テスト・スクリプトを保管する際の指示については、181
ページの『プログラムの経路指定』 を参照してください。

論理装置番号の変更
ある特定のモジュールに対して複数の論理装置番号 (LUN) を指定
できる場合があります。LUN は、テスト・グループまたはテス
ト・モジュール内のそれぞれの装置を表しています。たとえば、デ

ィスケット・ドライブが 2 つまたはハード・ディスク・ドライブが
2 つあるとします。すなわち、ベース・メモリー、拡張メモリー、
シャドウ・メモリー、およびキャッシュ・メモリーがコンピュータ
ーに導入されています。この構成では、メモリー・テスト・グルー

プに 4 つまたは 5 つの異なる LUN が存在する場合があります。
すなわち、ベース・メモリー、拡張メモリー、シャドウ・メモリ
ー、およびキャッシュ・メモリーがシステムに導入され、これによ

って、このメモリー・テスト・グループには 4 つまたは 5 つの異
なる LUN があります。

モジュール・テスト・メニュー (Module Test Menu)またはテス
ト・グループ・ウィンドウ (Test Group window)のいずれかか
ら、プラス (+) キー (次の LUN) またはマイナス (-) キー (直前の
LUN) を押せば、別の LUN（該当する場合）に変更することがで
きます。

テスト・グループ
テスト画面の右上部（あるいは個々のテスト・グループ画面に切替
えている場合は上部）に、関連するテスト・グループが表示されて
います。

注: ハード・ディスク・テスト・グループ (Hard Disk Test
Group)仕様区域では、ソフトウェア・プログラムがドライブ
を圧縮している場合、指定されたサイズは論理ドライブの圧
縮サイズです。
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診断ディスケットの始動
1. 診断ディスケットをドライブ A に挿入します。
2. コンピューターの電源をオンにします。

3. 診断メイン・メニュー (Main Menu) が表示されたら、
Ctrl+A を押します。（画面は変わりません。）

4. 診断 (Diagnostics)を選択してから、Enter を押します。
5. 画面に表示される指示にしたがいます。エラーが表示された

ら、16ページの『異常現象と FRU の関連表』 に進みま
す。

モジュール・テスト・モード

テスト・プログラムが問題を検出しない場合、あるいは詳細テスト
を実行したい場合、モジュール・テスト・モードには、単一モジュ
ールで個々のテストを実行する方法があります。たとえば、ディス
ケット・ドライブについて個々のテストを行ったり、あるいは複数
のモジュールについて複数グループのテストを実行することができ
ます。

モジュール・テスト・モードでは、各テストを実行する回数、およ
びテスト・プログラムがエラーをログする方法を定義することがで
きます。

モジュール・テスト・モードを開始するには、以下を行います。

1. 診断ディスケットを始動します。『診断ディスケットの始
動』 を参照してください。

2. メイン・メニューから 診断 (Diagnostic)を選択します。
3. 次のメニューから モジュール・テスト (Module Tests)を選
択します。

4. 上下の矢印キー (↑ および ↓) を使用して、ある選択項目から
次の選択項目へ強調表示バーを移動させます。

5. 画面の指示にしたがいます。

注: 選択メニューを下方にスクロールすると、右側のテスト・グ

ループ (Test Group)ウィンドウが、強調表示されたモジュー
ルに対応して変化します。

選択したモジュール・テストの実行

1 つのテスト・グループについて選択したすべてのテストを実行す
るには、以下を行います。

1. 上下の矢印キー (↑ および ↓) を使用して、カーソルを選択項
目へ移動させます。

2. Enter を押します。

注: “♦” が、選択した項目の隣に表示されます。

選択したすべてのモジュールの実行

選択したすべてのテスト・モジュールを実行するには、以下を行い
ます。

1. 下矢印キー (↓) を使用して、最後の選択項目である全選択モ
ジュールの実行 (Run All Selected Modules)にカーソルを
移動させます。
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2. Enter を押します。

注: “♦” が、選択した項目の隣に表示されます。

テスト・グループで選択するテストの変更

テスト・グループ (Test Group)で選択したテストを変更するに
は、以下を行います。

1. モジュール・テスト・メニュー (Module Tests Menu)で、
上下の矢印キー (↑ および ↓) を使用して、カーソルを選択し
た項目に移動させます。

2. Tab を押して、拡張したテスト・グループ・ウィンドウ
(Test Group Window) に移動します。

3. 選択もしくは選択解除したいテストまでスクロールします。

重要: “*” のすぐ隣にある項目（カラー画面上の赤いテキス
ト）は、復元できないテストです。

4. 強調表示されたテストでスペースバーを押すと、選択（“♦”
によって示される）と選択解除とを切替えます。

注: メニュー操作の場合と異なり、テストの最初の文字を押
してもそのテストを活動化することはありません。

5. Enter を押します。

個々のテストの実行

個々のテストを実行するには、以下を行います。

1. 上下の矢印キー (↑ および ↓) を使用して、実行したいテスト
に、強調表示されたバーを移動させます。

2. Enter を押して、テストを実行します。

注: テストの結果が、右下部のテスト・ログ・ウィンドウ

(Test Log window) に表示されます。また、テスト・
ログ記録 (Test Logging)を使用可能にしている場合
も、結果は、テスト・ログ (Test Log)に記録されま
す。

3. テストが完了すると、Escを押せばテスト・グループ・メニ
ュー (Test Group Menu)に戻ります。

テストの停止
特定テストの実行を停止したり、テストの開始後にテストを停止す

るには、テストの実行中に Escを押します。テストは、最も早く停
止可能な時点で停止し、テストのスキップ/打切りメニュー
(Skip/Abort Test Menu) が、次のオプションといっしょに表示さ
れます。

オプション アクション

続行 (Continue) テスト・プログラムを停止していた位置か
ら、テストを開始します。

次のテストにスキッ

プ (Skip to next
test)

テスト・プログラムは、現行テストをスキッ
プしますが、選択したテスト・モジュールの
残りのテストは続行します。
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オプション アクション

次のグループにスキ

ップ (Skip to next
group)

テスト・プログラムは、現行テスト・グルー
プの残りのテストをスキップします。

すべてのテストを打

切り (Abort all
tests)

テスト・プログラムが停止し、直前のメニュ
ーに戻ります。

装置構成ユーティリティー・プログラム
注

お客様のコンピューターの装置構成は、お客様により工場出荷
時から変更されていることがあります。この設定が装置構成ユ
ーティリティー・プログラムを動作させることにより失われる
場合がありますので、現在の設定を記憶しておき、修理が完了
後、設定が元通りであることを確認してください。

装置構成ユーティリティー・プログラムは、コンピューターの

ROM あるいは、日本語セットアップ・ディスケットに記憶されて
います。このプログラムは以下の設定が組み込まれています。

Devices and I/O Ports （デバイスと I/O ポート）
Date and Time （日付と時刻）
System Security （システム・セキュリティー）
Start Options （始動オプション）
Advanced Setup （アドバンスト設定）
ISA Legacy Resources （ISA リソース）
Power Management （省電力機能）

装置構成ユーティリティー・プログラムの起動方法は、以下の手順
に従います。

1. コンピューターの電源を切り、全てのライトが消えたあと、
数秒待ちます。

2. コンピューターの電源を入れます。

3. 起動中、装置構成ユーティリティーのプロンプトが画面に表

示されたならば、F1キーを押します。 すると、装置構成ユ
ーティリティーのメニューが表示されます。

4. 画面の指示に従います。

5. 完了したならば、System Summary（システム構成）を選択
して、構成変更が受け付けられたかを確認します。

アダプターの構成
以前の ISA のコンピューターにアダプターを追加する場合、その
アダプターには、いろいろなスイッチが付属していました。これら

のスイッチは IRQ（割り込み）、DMA、そして、Memory (メモ
リー) などのリソースの割り当てを制御します。このスイッチによ
ってリソースの割り当てを行うことはとても複雑でしたが、Plug
and Play アダプターの登場で、これらの設定が、容易になりまし
た。
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Plug and Play アダプター
Plug and Play アダプターを導入して構成することは簡単です、な
ぜなら、自動に（ジャンパーやスイッチの設定なしに）構成される

からです。Plug and Playアダプターは、自分自身のメモリーの中
に ID と構成仕様が書き込まれています。この情報は、I/O バスと
IRQ (割り込み) によって BIOSに伝えられます。BIOSは、既に
使用されているリソースを避けて自動的に構成します。PCIアダプ
ターは、一般的に Plug and Playアダプターです。一方、多くの
ISA アダプターは Plug and Playアダプターではありません。非
Plug and Play アダプターを導入する場合は、手で構成しなければ
なりません。

従来型のアダプター
非 Plug and Playの ISA アダプターを「従来型」のアダプターと
呼びます。装置構成ユーティリティーは、「従来型」のアダプター
を手動で構成するさいにも役に立ちます。

装置構成ユーティリティーの画面には、アダプターに必要な典型的
なリソースを写し出します。

I/O ポート アドレス
メモリー アドレス

IRQ （割り込み）
DMA チャネル

現在使用されていないリソースは、高輝度で写し出されます。これ
らの画面から追加導入するアダプターに割り当てるリソースを選択

します。選択したリソースは、ISA Resource（ISA で使用中）に
設定し、これによって Plug and Playアダプターが従来型のアダプ
ターと競合せずに、構成されます。そして、選択したリソースに合
致するように、アダプター上のジャンパーまたはスイッチを設定し
ます。そのアダプターに必要なリソースに関しては、アダプター付
属のマニュアルをお読みください。

注

Plug and Play 機能は ED00h から EFFFh のメモリーアドレ
スを使用します。もし従来型のアダプターやメモリー管理プロ
グラムを使用する場合は、このアドレスを使用しないようにし
てください。

ディスケットのフォーマット
診断プログラム内でディスケットをフォーマットするには、次のオ
プションのいずれかを選択してください。

フォーマット A: 高密度 - 1.44MB

フォーマット A: 低密度 - 720KB

フォーマット B: 高密度 - 1.44MB

フォーマット B: 低密度 - 720KB

ディスケットのフォーマット・オプションを選択後、画面に表示さ
れる指示にしたがってください。
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ハード・ディスク・ドライブのブート・エラー
ハード・ディスク・ドライブのブート・エラー（エラー・コード

1962および I999030X)は、次のような原因で起きることがあり
ます。

原因 処置

始動ドライブが、構成のブート・
シーケンス内にない。

構成をチェックして、始動ドラ
イブがブート・シーケンス内に
あることを確認します。

ブート・ドライブにオペレーティ
ング・システムが導入されていな
い。

ブート・ドライブにオペレーテ
ィング・システムを導入しま
す。

始動ドライブのブート・セクター
が破壊された。

ドライブをフォーマットする必
要があります。以下を行ってく
ださい。

1. 故障したハード・ディス
ク・ドライブにアクセスし
て回復（バックアップ）を

試行します。

2. オペレーティング・システ
ム・プログラムを使用し
て、ハード・ディスク・ド
ライブをフォーマットしま
す。

3. 189ページの『ハード・デ
ィスク・ドライブの準備』
に進みます。

ドライブに欠陥がある。 ハード・ディスク・ドライブを
交換します。

ロー・レベルのフォーマット・プログラムを使
用する場合

注記

ハード・ディスク・ドライブのフォーマットを行う前に、フォ
ーマットを行うドライブ上にあるファイルのバックアップ・コ
ピーを作成してください。

ロー・レベルのフォーマット・プログラムを使用するのは、次のよ
うな場合です。

� ロー・レベルのフォーマットが必要なソフトウェアを導入す
る場合

� ロー・レベルのフォーマット・プログラムをハード・ディス
クで実行するように指示するメッセージをテスト・プログラ
ムから繰返し受取る場合

� ハード・ディスク・ドライブを交換する前の最後の手段とし
て行う場合

188 300/700保守マニュアル  



    
 

ハード・ディスク・ドライブの準備
ロー・レベルのフォーマット・プログラムが完了すると、以前にバ
ックアップしておいたすべてのファイルをハード・ディスクに復元
します。

1. 残りのハード・ディスクをオペレーティング・システム用に
区分します。（コマンドは、オペレーティング・システムに
より異なります。指示については、オペレーティング・シス
テムの資料を参照してください。）

2. オペレーティング・システムを使用してハード・ディスクを
フォーマットします。（コマンドは、オペレーティング・シ
ステムにより異なります。指示については、オペレーティン
グ・システムの資料を参照してください。）

3. オペレーティング・システムを導入します。

これでファイルの復元を行う準備ができました。

ファイル・エディター
ファイル・エディターは、単一の機能キー・コマンドを使用する

ASCII テキスト編集プログラムです。

ファイル・エディターにアクセスするには、次の手順を行います。

1. ユーティリティー・メニュー (Utility Menu) からファイル・
エディター (File Editor) を選択し、次に Enter を押しま
す。

2. 編集を行うファイルを選択する前に、ディスケットをドライ

ブ A またはドライブ B に挿入します。次に、ファイル選択
ボックスから、編集したいファイルを選択します。

3. 変更を行います。矢印キーを使用するとカーソルが移動し、
機能キーを使用すると検索機能とブロック編集機能を実行し
ます。（『ファイル編集機能キー』 を参照してください。）

4. これを行ったら、F10を押して、変更した内容でファイルを
更新するか、あるいは Escを押して、変更内容を保管せずに
編集処理を終了します。

ファイル編集機能キー
ファイル・エディターを使用する際の機能キーおよびキーボード・
キーの機能は、次のとおりです。

キー 説明

矢印 変更したいテキスト内の位置にカーソルを移動させ
ます。

Home Homeを 1 回押すと、カーソルが現在行の始めに移
動します。

Homeを 2 回押すと、ファイルの始めに移動しま
す。

Homeを 3 回押すと、ファイルの始めに移動しま
す。
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注:

1. 変更を行う前に、必ず、AUTOEXEC.BATファイルおよび
CONFIG.SYSファイルの自己始動ディスケットのバックア
ップ・コピーを作成してください。

2. ファイル・エディターの省略時のテキスト編集モードは、挿
入モードです。重ね打ちモードと挿入モードとを切替えるに

は、Insertキーを押します。

キー 説明

End End キーを 1 回押すと、カーソルが現在行の終り
に移動します。

End を 2 回押すと、カーソルが現在画面の終りに
移動します。

End を 3 回押すと、ファイルの終りに移動しま
す。

F2 F2 を押すと、探索モードに入ります。ファイル編集
画面 (File Edit Screen)の下の反転強調表示行に、
1 つまたは複数の探索語を入力するように指示する
プロンプトが出されます。探索語を入力後、Enter
を押します。

F3 F3 キーを押すと、探索語の次のオカレンスを検出し
ます。

F4 F4 を押すと、テキストのブロックの始めをマークし
ます（まだマークしていない場合）。
すでにテキストのブロックにマークしている場合
は、このキーを押してテキスト・ブロックをアンマ
ークします。

F5 F5 を押すと、（F4で開始した）ブロックのマーキ
ングを完了します。

これより前に F4 を押してブロックのマークを開始
していない場合、F5 は無視されます。

F6 カーソルが活動ブロック内にあるときに F6 を押す
と、テキストの活動（マークされた）ブロックを移
動させます。活動ブロックの移動先である新しい位

置にカーソルを移動させてから、F6 をもう一度押し
ます。

テキストの活動ブロックがない場合、F6 は無視され
ます。

F7 テキストの活動（マークした）ブロックを別の位置
にコピーするには、カーソルをその位置に移動させ

てから、F7 を押します。
テキストの活動ブロックがない場合、F7 は無視され
ます。

F8 テキストの活動（マークした）ブロックを削除する

には、活動ブロック内でカーソルを移動させ F8 を
押します。

テキストの活動ブロックがない場合、F8 は無視され
ます。

F10 F10を押すと、変更内容をすべて保管して、ファイ
ルを終了します。

190 300/700保守マニュアル  



    
 

診断制御キー
診断制御キー、このキーを使用できるメニュー画面、および診断応
答の説明は、次のようにリストされています。

制御キー 使用できる
メニュー画面

診断応答

Ctrl+A Main Menu 赤い文字で強調表示
されているサブ・メ
ニューからテストを
選択できます。

注意: これを選択
すると、このテスト
が、ディスケットま
たはハード・ディス
ク・ドライブに記憶
されている情報を消
去します。

上下の矢印キー Main Menu
Module Test
Menu
Test Group Menu

選択したい項目を強
調表示します。

スペース・バー Module Test
Menu
Test Group Menu

強調表示されたテス
トの左側にひし形が
表示されます。全選

択項目の実行 (Run
All Selected) が強
調表示され、

ENTERキーを押
すと、テストが実行
され、同時に項目の
左にあるひし形が除
去されます。
全選択項目の実行

(Run All
Selected)が強調表
示されているとき

に、ENTERキー
を押しても、テスト
は実行されません。

Tabキー Main Menu
Module Test
Menu

現在表示されている
メニューに追加テス
トを選択します。

+/- キー Test Group Menu 追加テストを選択し
ます。テスト・グル
ープ・メニューの右
上に表示されている

LUN は、選択され
ているテスト、選択
の方法、および残り

のテスト (たとえ
ば、LUN 1 of 2) 
を表示します。
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 Power Management
Power management は、システム電源機構、プロセッサー、ハー
ド・ディスク装置、および一部のモニターといったコンピューター
の特定の構成要素の電力消費を節減します。省電力機能およびラピ
ット・レジューム機能を持つパーソナル・コンピューターもありま
す。

ACPI BIOSモード
ACPI BIOSモードがEnableされると、オペレーティングシステム
が省電力機能をコントロールし、APM BIOSモードは無視されま
す。全てのオペレーティングシステムがACPI BIOSをサポートし
ているわけではありません。ACPI BIOSを装置構成ユーティリテ
ィーの省電力でEnable/Disableできます。

省電力機能
節電の設定値は、装置構成ユーティリティーの省電力機能メニュー
を使用することによって、表示および変更することができます。

重要

モニターなどの装置に電力管理機能がない場合は、装置は省電
力状態にさらされると損傷するおそれがあります。モニターに
ついて節電の選択を行う前に、モニターと一緒に提供された資

料を調べて、それが Display Power Management Signaling
(DPMS)をサポートしているか確認してください。

ハードウェア省電力: ハードウェア省電力は、コンピュー

ター、プロセッサー、およびモニター (モニターが DPMSをサポ
ートしている場合) が事前に決められた長さの時間非動作である
と、それらの電力状態を低減することができます。

選択された電力管理オプションが有効になる前にコンピューターが

非アクティブでいなければならない指定された時間には 3 つのレベ
ルがあります。各レベルの範囲内で提供される時間の量を選択して
ください。

レベル 1 時間を 5 分から 4 時間までに設定してください。

レベル 2 時間を 10分から 5 時間までに設定してください。

レベル 3 時間を 15分から 6 時間までに設定してください。

各レベルで、以下のオプションについて値を指定することによって
節電の量を定義することができます。

� システム電源:
– コンピューターをオンのままにするには、On を選択し
ます。

– コンピューターを遮断するには、Off を選択します。

� プロセッサー速度:

マイクロプロセッサーを使用不可にするか、その内部クロッ

ク速度の 1、10、25、または 50パーセントで稼働するよう
設定します。
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� ディスプレイ省電力:

ディスプレイを使用不可にするか、次の電力状態に低減され
るように設定します。

– スタンバイ: 画面はブランクですが、アクティビティー
が検出されると即時に復元されます。

– サスペンド: モニターはスタンバイ・モードより少ない
電力を使用します。画面イメージは、アクティビティー
が検出されると数秒後に復元されます。

– オフ: モニター電源がオフになっています。電力を復元
するには、モニター電源ボタンを押してください。モニ

ターによっては、電源ボタンを 2 回押す必要がある場
合があります。

ハードウェア省電力機能の設定

1. 装置構成ユーティリティーを開始します (186ページの『装置
構成ユーティリティー・プログラム』 を参照してください)。

2. 装置構成ユーティリティー・メニューから 省電力機能 を選択
します。

3. APM BIOS Mode が Enabled に設定されていることを確
認します。そうでない場合は、左矢印 (←)または右矢印 (→)
を押して、設定値を変更します。

4. ハードウェア省電力 を選択します。

5. ハードウェア省電力 を する に設定します。

6. 必要に応じて、3 つのレベルの電力管理 (system power、
processor speed、および display)について値を選択します。

7. ハードディスク省電力 を する または しない に設定しま
す。

注: これは、SCSIドライブには適用されません。

8. Escを 2 回押して、装置構成ユーティリティー・メニューに
戻ります。

9. プログラムを終了する前に、装置構成ユーティリティー・メ
ニューから 設定を保存 を選択します。

10. 装置構成ユーティリティーを終了するには、Escを押して、
画面の指示に従います。

Automatic Power-On 機能: Advanced Power
Managementメニュー内の Automatic Power-On機能により、コ
ンピューターを自動的にオンにする機能を使用可能および使用不可

にすることができます。

� Serial Port Ring Detect: この機能を Enabled に設定さ
れ、外部 モデムがシリアル・ポートに接続されていると、モ
デムでリングが検出されるときにコンピューターが自動的に
オンになります。

� Modem Ring Detect: この機能が Enabled に設定されて
いると、内部モデムでリングが検出されるときにコンピュー
ターが自動的にオンになります。

  参照情報 193



    
 

� Wake Up on Alarm: コンピューターが自動的にオンにな
る日付と時間を指定することができます。これは、単一のイ
ベントでも、毎日のイベントでもかまいません。

� Wake on LAN: コンピューターに正しく構成されたトーク
ンリングまたはイーサネットの LAN アダプター・カードが

付いており、そこで Wake on LANが使用可能にされてお
り、リモート・ネットワーク管理ソフトウェアがある場合、

IBM で開発した Wake on LAN機能を使用することができ
ます。Wake on LANを Enabledに設定すると、コンピュ
ーターは、ローカル・エリア・ネットワーク (LAN) 上の別
のコンピューターから特定の信号を受信するときにオンにな

ります。詳しくは、195ページの『Wake on LAN』を参照
してください。

スタンバイ: スタンバイ機能を使用可能にすると、指定した非
活動時間が経過後、ディスプレイ、マイクロプロセッサー、および
ハード・ディスク・ドライブの電源モードを下げ始めます。自動的

にスタンバイを開始する省略時の設定値は、20分です。ディスプ
レイがブランクになり、ハード・ディスク装置が「スピン・ダウ

ン」します (出力を下げた状態に入ります)。キーボード、マウス、
またはハード・ディスク・ドライブを使用すると、コンピューター
が、スタンバイを終了して全出力操作に戻ります。たとえば、指定

時間を 40分に指定している場合、マウス、キーボード、またはマ
イクロプロセッサーの非活動状態が 40分を超えると、コンピュー
ターはスタンバイ状態に入ります。

ベルによる警報: コンピューターが中断状態であるときにモ
デムが呼出しを受信する場合、コンピューターが最初のベルで「警
報する」、すなわち全出力に戻るように、設定値を選択することが
できます。

194 300/700保守マニュアル  



    
 

ネットワーク設定値
このセクションは、ネットワークにリンクされたコンピューターに
のみ適用されます。

装置構成ユーティリティーには、コンピューター内でネットワー
ク・インターフェースを構成することを使用可能または使用不可に
することができる設定値が組み込まれています。これらの設定値は
次のとおりです。

� Flash over LAN (Update POST/BIOS over Network)

� Wake on LAN

Flash over LAN (Update POST/BIOS
over Network)
注: ローカルの Flash (BIOS/VPD)更新については、167ページの
『フラッシュ (BIOS/VPD) 更新手順』を参照してください。

この設定値は、Flash over LAN機能を使用可能または使用不可に
するために使用されます。この機能が使用可能にされているとき
は、コンピューター内のシステム・プログラムはネットワーク・サ
ーバーからリモート側で更新することができます。管理者パスワー
ドがコンピューターで設定されている場合、サーバーがそれを入力
する必要はありません。

Flash over LAN設定値にアクセスするには、次のようにしてくだ
さい。

1. 装置構成ユーティリティーを開始します。186ページの『装置
構成ユーティリティー・プログラム』を参照してください。

2. System Security を選択します。

3. 装置構成ユーティリティー・メニューからPOST/BIOS
Updateを選択します。Flash over LANを使用不可にするに
は、Disabledを選択します。

4. Escを２回押して、装置構成ユーティリティー・メニューに
戻ります。

5. プログラムを終了する前に、装置構成ユーティリティー・メ
ニューから保存するを選択します。

6. 装置構成ユーティリティーを終了するには、Escを押して、
画面の示に従います。

Wake on LAN
この設定値は、IBM で開発したWake on LAN機能を使用可能ま
たは使用不可にするの用されます。この機能では、コンピューター
をネットワーク・サーバーからリモート側でオンにすることができ
ます。リモート・ネットワーク管理ソフトウェアをこの機能と一緒

に使用する必要があります。

Wake on LAN 設定値にアクセスするには、次のようにしてくださ
い。

1. 装置構成ユーティリティーを開始します。186ページの『装置
構成ユーティリティー・プログラム』を参照してください。
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2. 省電力機能を選択します。

3. プログラム・メニューからAutomatic Power Onを選択しま
す。

4. Automatic Power OnメニューからWake on LAN を選択し
ます。

5. Wake on LAN を使用可能にするには、Enabled を選択しま
す。Wake on LAN を使用可にするには、Disabledを選択し
ます。

6. 装置構成ユーティリティー・メニューに戻るまでEscを押し
ます。

7. プログラムを終了する前に、装置構成ユーティリティー・メ
ニューら保存するを選択します。

8. 装置構成ユーティリティーを終了するには、Escを押して、
画面の指に従います。
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システム・ボード・メモリー
以下のマトリックスは、コンピューターの名前（ロゴに印刷されて
いる）とこのコンピューターでサポートされているメモリー・モジ
ュールのサイズ、速度、およびタイプとを相互参照します。

注記

SIMM メモリーに関して、PC300/PC700シリーズのコンピ
ューターは、金メッキの SIMM をサポートします。例外とし

て、Type 6560, 6577/6587, 6598 および 6887 は、スズと鉛
メッキの SIMM をサポートします。

コンピュー
ター名

メモリー・モジュール

サイズ 速度 タイプ

PC 300 GL
(6272, 6282)

8MB
16MB
32MB
64MB (*2)
128MB最大

66 MHz
SDRAM
または

60ナノ秒
EDO

パリティー
なし

 
168ピン
業界標準

PC 300 GL
(6277)

16MB
32MB
64MB
128MB
 
384MB最大

100 MHz SDRAM
パリティーな
し

168ピン
業界標準

PC 300 GL
(6287)

16MB
32MB
64MB
128MB

256MB最大

100 MHz SDRAM
パリティーな
し

168ピン
業界標準

PC 300 GL
(6561)

16MB
32MB
64MB
128MB
 
256MB最大

66 MHz SDRAM
パリティー
なしまたは

ECC
 
168ピン
業界標準

PC 300 PL
(6562, 6592)

16MB
32MB
64MB
128MB
 
384MB
最大

60ナノ秒 EDO
パリティー
なし

 
168ピン
業界標準
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コンピュー
ター名

メモリー・モジュール

サイズ 速度 タイプ

PC 300 PL
(6862, 6892)

16MB
32MB
64MB
128MB
 
384MB
最大

100MHz SDRAM
パリティー
なしまたは

ECC
 
業界標準

PC 300 XL
(6588)

16MB
32MB
64MB
128MB
 
384MB
最大

60ナノ秒 EDO
パリティー
なし

 
168ピン
業界標準

PC 340
(6560)

4MB EDO
8MB EDO
16MB EDO
32MB EDO
128MB
最大

60ナノ秒 パリティー
なし

 
72ピン
業界標準

(一致したペ
ア)

PC 300
(6597)
PC 330
(6577)
PC 350
(6587)
PC 750
(6887) *1

 4MB EDO
 8MB EDO
16MB EDO
32MB EDO

60ナノ秒 パリティー
なし

72ピン
(一致したペ
ア)

 8MB EDO
16MB EDO
32MB EDO

60ナノ秒 パリティー
なし

168ピン

PC 360  8MB
16MB
32MB ECC
128MB
最大

60ナノ秒
高速ページ

パリティー
なし

 
72ピン
業界標準

(一致したペ
ア)

PC 365 32MB EDO
64MB EDO
128MB
EDO
 
512MB
最大

60ナノ秒 パリティー

なし,
ECC
 
168ピン
業界標準
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(注 *1)
PC300 (6597)、PC 330 (6577) と PC 350 (6587) の最大メモリ
ー容量は 192MB。

また、PC 750 (6887)の最大メモリー容量は 128MB。

(注 *2)
64MB DIMM は EDO メモリーのみ使用することができます。

コンピュー
ター名

メモリー・モジュール

サイズ 速度 タイプ

IntelliStation
E Pro
(6893)
 
 
 
*3

16MB
32MB
64MB
128MB
256MB
 
768MB
最大

100MHz SDRAM
ECC
業界標準

IntelliStation
M Pro
(6888)

16MB
32MB
64MB
128MB
256MB
 
512MB
最大

60ナノ秒 EDO
ECC
 
168ピン
業界標準

IntelliStation
M Pro
(6889) 
 
 
*3

32MB
64MB
128B
256MB
 
1GB
最大

100MHz SDRAM
ECC
 
業界標準

IntelliStation
M Pro
(6898)

32MB
64MB
128MB
 
512MB
最大

66MHz SDRAM
ECC
 
業界標準

IntelliStation
Z Pro
(6865)
 
*4

128MB
256MB
512MB
 
2GB最大

100MHz SDRAM
ECC
 
 
業界標準

IntelliStation
Z Pro
(6899)

16MB
32MB
64MB
128MB
256MB
 
1GB最大

60ナノ秒
EDO

ECC
 
業界標準
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(注 *3)
128MB以下の DIMM は「バッファーなし」に対し、256 MB
DIMM は「バッファーつき」です。「バッファーなし」と「バッ

ファーつき」の二種類の DIMM を混在して使用することはできま
せん。

(注 *4)
「バッファーつき」DIMM のみをサポートしています。

システム・ボード・メモリー構成のサポート
保守を行うコンピューターについて、使用可能なメモリー・モジュ
ール・キットの組合せについては、以下の表を参照してください。

PC 300 (Type 6272, 6282): 64MB DIMM は EDO
メモリーのみ使用することができます。メモリー容量による

DIMM スロットへの装着順序に制約はありません。また SDRAM
と EDO DIMM を混在させて使用することもできます。高さが

3.17cm (1.25 インチ) 以下のメモリー・モジュールのみ装着するこ
とができます。使用できるメモリー容量、速度、タイプについて

は、197ページの『システム・ボード・メモリー』を参照してくだ
さい。

PC 300 (Type 6277, 6287): 16MB, 32MB, 64MB,
または 128MBの DIMM であれば、どんなサイズのDIMM を組

み合わせて装着しても構いません。DIMM スロット 0 から順に装
着してください。3.3 V,バッファーなし、パリティーなし DIMM
のみ使用してください。DIMM のサイズ、速度、およびタイプに

ついては、197ページの『システム・ボード・メモリー』を参照し
てください。

PC 300 (Type 6561): 16MB, 32MB, 64MB,または
128MBの DIMM であれば、どんなサイズの DIMM を組み合わ

せて装着しても構いません。DIMM スロット 0, 1の順序で装着し
てください。3.3 V,バッファーなし、パリティーなしまたは ECC
DIMM のみ使用してください。パリティーを機能させたいとき

は、ECC DIMM のみを使用してください。DIMM のサイズ、速
度、およびタイプについては、197ページの『システム・ボード・
メモリー』を参照してください。

PC 300 (Type 6562, 6592): 128MB DIMM までで

あればどんなサイズの DIMM を組み合わせて装着しても構いませ

ん。DIMMスロット 0, 1, 2の順序で装着してください。パリティ
ーなし、3.3V,バッファーなし、EDO DIMM のみ使用可能です。

使用できるメモリー容量、速度、タイプについては、197ページの
『システム・ボード・メモリー』を参照してください。

PC 300 (Type 6588): どんなサイズの DIMM を組み合

わせて、装着しても構いません。ただし、DIMM の高さは 3 cm
を越えないようにします。EDO NP (パリティーなし) DIMM と

EDO ECC DIMM を混在させて使用すると、"パリティーなし"と
なります。パリティーを機能させたいときは、EDO ECC DIMM
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のみを使用して下さい。DIMM のサイズ、速度、およびタイプに

ついては、197ページの『システム・ボード・メモリー』を参照し
てください。

PC 300 (Type 6862, 6892): 16MB, 32MB, 64MB,
128MBの DIMM をサポートします。DIMM はソケット 0,1,2
の順番に埋めていきます。3.3V,バッファーなし、100MHz
SDRAM の DIMM のみサポートします。パリティーなしと ECC
の両方の DIMM をサポートしますが、ECCの DIMM を搭載し

たときのみ、ECCとして動作します。DIMM のサイズ、速度、お

よびタイプについては、197ページの『システム・ボード・メモリ
ー』を参照してください。

PC 340 (Type 6560): このコンピューターには、最大4
つまでのシングル・インライン・メモリー・モジュール(SIMM)を
装着することができます。このシステムは最小8MBおよび最大
128MBのメモリーをサポートしています。業界標準のスズと鉛メ
ッキ72ピン60ナノのEDOタイプでパリティーなしSIMMのみを使
用してください。

メモリー・モジュールはバンク0およびバンク1の二つのメモリー・
バンクに装着します(293ページの
『PC 340 Series (Type 6560) - Pentium 100/133 MHz シス

テム・ボード』 を参照してください)。各バンクは4、8、16、また
は32MB の単一または倍密SIMMをサポートしています。各バンク
には同一のサイズおよび密度のSIMMのペアーが含まれなければな
りません。最大の効率を得るためには、バンク0を最初に使用して
ください。

次の表は、可能なSIMMの組み合わせと合計メモリー数を示してい
ます。

バンク 0 バンク 1 合計
メモリー

SIMM 1 SIMM 2 SIMM 3 SIMM 4

 4 MB  4 MB  −  −  8 MB

 4 MB  4 MB  4 MB  4 MB  16 MB

 8 MB  8 MB  −  −  16 MB

 8 MB  8 MB  8 MB  8 MB  32 MB

 8 MB  8 MB 16 MB 16 MB  48 MB

16 MB 16 MB  −  −  32 MB

16 MB 16 MB 16 MB 16 MB  64 MB

32 MB 32 MB  −  −  64 MB

32 MB 32 MB  4 MB  4 MB  72 MB

32 MB 32 MB  8 MB  8 MB  80 MB

32 MB 32 MB 16 MB 16 MB  96 MB
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32 MB 32 MB 32 MB 32 MB 128 MB
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PC 300 (Type 6597) PC 330 (Type 6577) PC
350 (Type 6587): このコンピューターについてのおすす
めするメモリー・モジュール・キットの組み合わせは、次のとおり
です。各バンクには、サイズと速度が同じである、一致した

SIMM のペアが入っていなければなりません。

最大メモリー容量は SIMM/DIMM をあわせて 192MBです。次
の図の DIMM(0), SIMM(1,2) はバンクの (0,1,2)にそれぞれ対応
しています。

20 1

DIMM

SIMMS

バンク 0 には DIMM メモリーが、バンク 1, 2には同一のメモリ
ーがペアで使用されます。可能なメモリーの組合せを以下に示しま

す。SIMM メモリーは最初にバンク 1 に実装し、その後にバンク
2 に装着します。

注:

1. SIMM メモリーは業界標準の 72ピン・スズと鉛メッキ・タ
イプ、DIMM は 168ピンの金メッキ・タイプを使用しま
す。

2. パリティーで使用するためには、全てのメモリー・タイプを

"パリティー" にします。
3. パリティー・タイプをパリティーなしタイプのメモリーを混

ぜて使用すると、"パリティーなし" として動作します。
4. 各々のバンクに同一ペアのメモリーを実装している限り、

EDOタイプと高速ページ (FP)タイプの混在も可能です。
5. 70 ns のメモリーを使用する場合は、装置構成ユーティリテ

ィーで構成を変える必要があります。

重要

Type 6577/6587 のシステム・ボード上には、高さが 2.54
cm (1.0 インチ) 以下のメモリー・モジュールのみ導入するこ
とができます。
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次の表に 8 MB と 16 MB が標準のメモリーの構成を示します。

次に示す SIMM 及び DIMM をサポートしています。

タイプ スピード EDO パリ
ティー

サイズ 合計
メモリー

SIMMs 60 ns EDO N 4,4
MB

8 MB

DIMM 60 ns EDO N 16
MB

16 MB

タイプ スピード EDO,
FP

パリ
ティー

サイズ

SIMM 60 ns EDO N 4, 8, 16,
32 MB

SIMM 60 ns FP Y 4, 8, 16,
32 MB

SIMM 70 ns FP N 4, 8, 16,
32 MB

SIMM 70 ns FP Y 4, 8 MB

DIMM 60 ns EDO N 8, 16,
32 MB

DIMM 60 ns FP Y 8, 16,
32 MB
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PC 360: このコンピューターについておすすめするメモリ
ー・モジュール・キットの組合せは、次のとおりです。各バンクに

は、サイズと速度が同じである、一致した SIMM のペアが入って
いなければなりません。

重要: もし 4 つのバンクすべてを使用する場合には、すべてのメモ
リー SIMM はサイズと速度が同じでなければなりません。

PC 365: このコンピューターについておすすめするメモリ
ー・モジュール・キットの組合せは、次のとおりです。しかし、そ

の他の組合せでも動作します。DIMM の高さは最大 3.04cm (1.2
インチ) 以下でなければなりません。

合計
メモリー

バンク 1 バンク 0

16MB 8MB  -

32MB 8MB 8MB

32MB 16MB  -

64MB 16MB 16MB

64MB 32MB  -

128MB 32MB 32MB

合計
メモリー

Mem1 Mem2 Mem3 Mem4

32MB 32MB

64MB 32MB 32MB

96MB 32MB 32MB 32MB

128MB 128MB

128MB 64MB 64MB

256MB 128MB 128MB

256MB 128MB 64MB 64MB

512MB 128MB 128MB 128MB 128MB
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IntelliStation (Type 6865): 128MB, 256MBそして
512MBの 100MHz, ECC、バッファーつきの SDRAM DIMM
のみサポートします。取り付けや取り外しのとき、 DIMM のサイ

ズの順序はありません。DIMM ソケット 0 より順にソケットを埋
めてください。 DIMM のサイズ、速度、タイプについては、197
ページの『システム・ボード・メモリー』を参照してください。

IntelliStation (Type 6888, 6899): どんなサイズの

DIMMを組み合わせて、装着しても構いません。ただし、DIMM
の高さは3 cmを越えないようにします。EDO NP (パリティーな
し) DIMMとEDO ECC DIMMを混在させて使用すると、"パリテ
ィーなし"となります。パリティーを機能させたいときは、EDO
ECC DIMMのみを使用して下さい。DIMM のサイズ、速度、お

よびタイプについては、197ページの『システム・ボード・メモリ
ー』を参照してください。

IntelliStation (Type 6889): 32MB, 64MB, 128MB,
256MBの DIMM をサポートします。100MHzの SDRAM を使
用してください。「バッファーなし」と「バッファーつき」の両方

の DIMM をサポートしますが、同時に使用することはできませ
ん。DIMM の挿入、取り外しに関しては、DIMM サイズはどのよ

うな組み合わせも可能ですが、DIMM コネクターはソケット0より
順番に埋めていくようにします。ECCとパリティーなしの DIMM
を MIX して使用すると、パリティーなしとして構成されます。

ECCとして使用するためには、ECCの DIMM のみを使用しま

す。DIMM のサイズ、速度、およびタイプについては、197ペー
ジの『システム・ボード・メモリー』を参照してください。

IntelliStation (Type 6898): DIMM メモリーのタイ

プは、32、64、そして 128MBをサポートします。DIMM の高さ

は 6.3cm を越えないようにします。SDRAM ECC と SDRAM
(パリティーなし) DIMM を混在させて使用すると、"パリティーな

し" となります。ECCを使用するためには、SDRAM ECCのみ
を使用します。DIMM のサイズ、速度、タイプについては、197ペ
ージの『システム・ボード・メモリー』を参照してください。

IntelliStation (Type 6893): 16MB, 32MB, 64MB,
128MBそして 256MBの 3.3V, 100MHz,「バッファーなし」お
よび「バッファーつき」の ECC SDRAM DIMM をサポートしま
す。この場合、「バッファーなし」と「バッファーつき」の

DIMM は同時に使用できません。ソケットは 0 より 1, 2と順に
埋めてください。DIMM のサイズ、速度、タイプについては、197
ページの『システム・ボード・メモリー』を参照してください。
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コンピューターの透視図 (Type 6272)
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コンピューターの透視図 (Type 6282)
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コンピューターの透視図 (Type 6277, 6287)

入出力コネクターの図、およびカバー、フロント・ベゼル、EMC
シールド、CD-ROMドライブ、フロント・パネル、プロセッサー
・ブラケット、電源機構の取り外し手順は、次頁以降に記載されて
います。
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入出力コネクター (Type 6277, 6287)
 

Celeronプロセッサー搭載モデル

1 2
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Pentium III 搭載モデル
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カバーの取り外し (Type 6277, 6287)

トップ・カバーを取り外すには:

1. 3ヶ所のネジを外します。

2. 約 2 cm程度カバーを後方にずらしフロント・パネルから外
します。

3. カバーを上方に持ち上げます。

トップ・カバーを取り付けるには:

1. カバーをシャーシの上におろします。

2. カバーの下部の溝がシャーシにかみ合っていることを確認し
ます。

3. カバー前部がシャーシにかみ合うようにカバーを前方にスラ
イドさせます。

4. 3ヶ所のネジを取り付けます。
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EMC シールド (Type 6277, 6287)
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CD-ROM ドライブの取り外し (Type 6277,
6287)

CD-ROM ドライブを取り外すには:

1. 上部カバーを取り外します。

2. CD-ROMドライブを固定する 2 つのねじを取り外します。

3. CD-ROMドライブを 4 cm程度、シャシー内部に押し入れ
ます。

4. ピクチャー・フレーム・ベゼルの開口部から、手を入れ、左
および右のベゼル・ラッチを外し、ベゼルを取り外します。

5. CD-ROMドライブをシャシーから引き出し、ケーブルを切
り離します。

注

CD-ROMオーディオ・ケーブルを接続するときは、ケーブル
がシステム・ボードに沿って、ISA アダプター・スロットお
よび隣接する PCIアダプター・スロットの間を通るようにし
ます。引き続き、ケーブルをシステム・ボードに沿って、電源

コネクターと 1 次 IDE コネクターの間を通してから、上にあ
る CD-ROM ドライブまで届かせます。CD-ROM ケーブル
はシステム・ボードの I/O コネクターのそばを通さないよう
にしてください。

214 300/700保守マニュアル  



    
 

フロント・パネル (Type 6277, 6287)

フロント・パネルの取り外し:

1. トップ・カバーを取り外してください。

2. トップ・ブランク・ベゼルおよび EMC シールドまたは
CD-ROMドライブを取り外してください。
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注

トップ・ブランク・ベゼルおよび EMC シールドまたは
CD-ROMドライブのいずれかが取付けられているかに
依存します。これらは、フロント・パネルをを取り外す
ために取り外す必要があります。

3. フロント・パネルを引き離しながら、シャーシの内側に手を
伸ばしパネルの内側にある二つのボトム・ラッチを外してく
ださい。この二つのボトム・ラッチはシャーシから外すこと
ができます。

4. 次に、パネルを引き離しながら、パネルの内側にある二つの
トップ・ラッチを引き外してください。

5. フロント・パネルを外すため、パネルの底部を軸にして、引
き離しながら旋回させてください。
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プロセッサー・ブラケット (Type 6277,
6287)

注

ドライバーでシステム・ボードを傷つけない様に注意してくだ
さい。

注

もしブラケットピンが大きなヘッドを持っている場合は、ヘッ
ドを持ち上げブラケット・アセンブリーを取り除く為、プライ
ヤーを使用してください。
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プロセッサー・ブラケットの取り付け:

1. プロセッサー・コネクターにブラケットを取り付けて、ブラ
ケットピンがシステム・ボードに差し込まれていることを確
認してください。

2. 各ブラケットピンを押し下げて、ピンを適切に固定してくだ
さい。
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電源の取り外し (Type 6277, 6287)
注

1. 電源ブラケットから古い電源を取り外し、新しい電源を
取付けてください。

2. 電源の電圧スイッチが 115Vに設定されている事を確認
してください。

  参照情報 219



    
 

コンピューターの透視図 (Type 6560)
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コンピューターの透視図 (Type 6561)
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入 / 出力コネクターおよびカバー、システム・ボード、ドライブ・
ケージ、およびファンの取り外し手順は、後のページで説明しま
す。
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入 / 出力コネクター (Type 6561)

カバーの取外し (Type 6561)
カバーを取り外す前に、システム装置の後のカバーのロックを外し
てください。
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システム・ボードの取外し (Type 6561)

右システム・ボード・レールには 2 つのスタイルがあります。以下
に両スタイルの取り外し取り付け手順を示します。

スタイル 1 スクライブ・ライン付きシステム・ボード・レール：

ラッチを外して、システム・ボード・ラッチ・ハンドルを開いて、

両サイドのシステム・ボード・レールをつかみ、シャーシから注意
深くシステム・ボードをスライドさせてください。

ラッチ・ハンドルを回転させて、右側レールの端までしっかりと押
さえてください。システム・ボードが完全に装着されるとアライン
メント・マークが見えます。
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スタイル 2 ラッチ・タブ付きシステム・ボード・レール：

右側のレールの端を持ち上げて、シャーシの底部からプラスチッ
ク・タブを取り外してください。

ラッチ・ハンドルを回して、右側のレールの端をしっかりと押し、
シャーシの開口部にタブを取付けてください。
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ドライブ・ケージ・サービス (Type 6561)

ファンの取外し (Type 6561)
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コンピューターの透視図 (Type 6562)

カバー、システム・ボード、およびドライブ・ケージの取外しおよ
びサービス手順は、後のページで説明します。
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カバーの取外し (Type 6562)

カバーを取外す前にシステム装置の後のカバーのロックをはずして
下さい。

システム・ボードの取外し (Type 6562)
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システム・ボードの取付け (Type 6562)
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ドライブ・ケージ・サービス (Type 6562)
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コンピューターの透視図 (Type 6577)
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コンピューターの透視図 (Type 6587, 6589,
6887)
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コンピューターの透視図 (Type 6592)

カバー、システム・ボード、およびドライブ・ケージの取り外し手
順は、後のぺージで説明します。
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カバーの取外し (Type 6592)

カバーを取り外す前にシステム装置の後のカバーのロックを外して
ください。
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上部ハンドル・カバーの取外し (Type 6592)

重要

ハンドル・カバーをあまり高く持ち上げないでください。タブ
が破損します。
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ドライブ・ケージの取外し (Type 6592)

システム・ボードの取外し (Type 6592)
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コンピューターの透視図 (Type 6598)

サイド・カバー、枠、およびプロセッサーの取外し手順は、後のペ
ージで説明します。
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サイド・カバーの取外し

枠の取外し

プロセッサーの取外し

注記

プロセッサーの取外しまたは取付け中に、システム・ボードを
曲げたりねじったりしないでください。この手順時にシステ
ム・ボードを損傷する場合があります。
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コンピュータの透視図 (Type 6588, 6888)

Pentium II マイクロ・プロセッサーとリテイナー・ブラケットおよ
びシステム・ボード・プレートの取付け/取り外しの手順は、次のペ
ージより記載されています。
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マイクロ・プロセッサーの取り外し (Type
6588, 6888)

タブが外れるまで、押します。
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マイクロ・プロセッサーの取り外し (Type
6588, 6888) - 続き

一方の手で注意深く、システム・ボードを押さえ、もう一方の手
で、マイクロ・プロセッサーをコネクターから外れるまで引き上げ
ます。

注

Pentium II マイクロプロセッサーの取付けに関しては、242ペ
ージの『マイクロ・プロセッサーの取付け

 (Type 6588, 6888)』 をご覧ください。

  参照情報 241



    
 

マイクロ・プロセッサーの取付け (Type
6588, 6888)

タブは内側にも外側にも押すことができます。

マイクロ・プロセッサーをコネクターにしっかり挿入します。

タブを外側に押し、マイクロ・プロセッサーを固定します。
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マイクロ・プロセッサーの取付け (Type
6588, 6888) - 続き

注

システム・ボードの交換に関しては、244ページの『マイク
ロ・プロセッサー・ブラケットとプレートの取付け/取り外し
 (Type 6588, 6888)』 をご覧ください。
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マイクロ・プロセッサー・ブラケットとプレー
トの取付け/取り外し (Type 6588, 6888)

システム・ボードを交換のとき、次の部品を紛失しないでくださ
い。

� リテンション・ブラケット

� システム・ボード・プレート

� ネジとワッシャー

新しいシステム・ボードに上記の部品を使用します。

65ページの『Type 6588, 6888のシステム・ボードの交換』をご
覧ください。

重要

6 つの固定用タブにプラスチック・ワッシャーが付いているこ
と、および、システム・ボード・プレートを守る前面の 2 つ
のネジ頭の下にワッシャーが付いていることを確認してくださ
い。

もし、ワッシャーが正しく付けられていない場合、システム・
ボードがダメージを受ける場合があります。
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コンピューターの透視図 (Type 6862)

システム・ボードおよび入出力コネクター、カバーの取り外しおよ
び取扱いについては次ページ以降に記述します。
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入出力コネクター (Type 6862)

カバーの取り外し (Type 6862)

カバーを取り外す前に、システム・ユニットの後ろのカバー・ロッ
クをアンロックにします。

システム・ボードの取り外し (Type 6862)

246 300/700保守マニュアル  



    
 

システム・ボードの取付け (Type 6862)

ドライブ・ケージの取扱い (Type 6862)
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コンピューターの透視図 (Type 6865)

入出力コネクターおよび、カバー、ベゼル、ドライブ・ケージ、ア
ダプター・カード、サポート・バー、エアー・バッフルそして終端
カードの取外しについては次のページ以降に記述します。
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入出力コネクター (Type 6865)

サイド・カバーの取り外し (Type 6865)

カバーを取り外す前にカバー・ロックをアンロックします。
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上部ハンドル・カバーの取り外し (Type
6865)

注

ハンドルカバーを上に強く持ち上げると、タブが壊れることが
あります。
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ベゼルとタブの取り外し (Type 6865)
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ドライブ・ケージの取り外し (Type 6865)

注記

ディスク・ドライブを取り付けるとき、震動防止用のインシュ
レーション・マウントをドライブ・ケージに取り付けることを
忘れないでください。

アダプターの取り外し (Type 6865)
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サポート・バーの取り外し (Type 6865)

エアーバッフルの取り外し (Type 6865)

注記

エアーバッフルはマイクロプロセッサーに適切な空気を送るた
めに必要な部品ですから、必ず取り付けてください。

終端カードの取り外し (Type 6865)

注記

プロセッサーを取り外す手順も同様です。
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コンピューターの透視図 (Type 6889)

入出力コネクター、カバー、ドライブ・ケージおよびバッフルの取
り外しについては次ページ以降に記述します。
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入出力コネクター (Type 6889)
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サイド・カバーの取り外し (Type 6889)

カバーを取り外す前にカバー・ロックをアンロックします。

上部ハンドル・カバーの取り外し (Type
6889)

注：

ハンドル・カバーを上に強く持ち上げると、タブが壊れること
があります。

256 300/700保守マニュアル  



    
 

ドライブ・ケージの取り外し (Type 6889)
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バッフルの取り外し (Type 6889)

バッフルを取り外す前にバッフルから SCSIケーブルを注意深く取
り外します。

 注:

バッフルはマイクロプロセッサーに適切な空気を与えるために

必ず取付けてください。
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コンピューターの透視図 (Type 6892)

入出力コネクター、カバー、システム・ボードおよびハードディス
クのドライブ・ケージの取り外しについては次ページ以降に記述し
ます。
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入出力コネクター (Type 6892)
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カバーの取り外し (Type 6892)

カバーを取り外す前にカバー・ロックをアンロックします。

上部ハンドルカバーの取り外し (Type 6892)

注：

ハンドル・カバーを上に強く持ち上げると、タブが壊れること
があります。
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システム・ボードの取り外し (Type 6892)

システム・ボードの取付け (Type 6892)

ハードディスク・ドライブ・ケージ (Type
6892)
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タブの取り外し (Type 6892)

ファンの取り外し (Type 6892)
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コンピューターの透視図 (Type 6893)

入出力コネクターについて、またカバー、システムボード、そして
ドライブ・ケージの取り外しおよびサービス手順は、次のページ以
降に記載されています。
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入出力コネクター (Type 6893)

カバーの取り外し (Type 6893)

カバーを取り外す前に、システム・ユニットの後ろのカバー・ロッ
クをアンロックにします。

システム・ボードの取り外し (Type 6893)

(*) このモニター用コネクター (未使用) が実装されていないシステ
ム・ボードもあります。
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システム・ボードの取付け (Type 6893)
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ドライブ・ケージの取扱い (Type 6893)
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コンピューターの透視図 (Type 6898)

出入力コネクターについて、またサイド・カバーの取外しやドライ
ブ・ブラケットの取外しは、次のページ以降に記載されています。

システム・ボード交換時の注意が66ページの『Type 6898のシス
テム・ボードの交換』に記載されていますので参照してください。

268 300/700保守マニュアル  



    
 

入出力コネクター (Type 6898)
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サイド・カバーの取外し (Type 6898)

カバーを取外す前に、鍵をアンロックにしておきます。

トップ・ハンドル・カバーの取外し (Type
6898)

 注:

ハンドル・カバーを必要以上に高く持ち上げないでください。

そうしないと、タブが破損します。
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ドライブ・ブラケットの取外し (Type 6898)
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コンピューターの透視図 (Type 6899)

トップカバーの取外し手順は、次ページで説明します。
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取り外すまえに、トップカバーのロックを外してください。
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キー・ロック・アセンブリーの透視図
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システム・ボードの配置

PC 300 (Type 6272, 6282) - Pentium
133/233 MHz システム・ボード
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PC 300 (Type 6272/6282) - Pentium
133/233 MHz システム・ボードの配置

.1/ モニター・コネクター

.2/ パラレル・ポート・コネクター

.3/ USB (ユニバーサル・シリアル・バス) 2 コネクター

.4/ USB (ユニバーサル・シリアル・バス) 1 コネクター

.5/ マウス・コネクター

.6/ キーボード・コネクター

.7/ シリアル・ポートAコネクター(シリアル・ポートBコ
ネクターは、ベース・フレームの後ろに配置されてい

ます。)
.8/ イーサネット・コネクター

.9/ - J11 シリアル・ポートBシステム・ボード・コネクター

.1ð/ AUIイーサネット・コネクター

.11/ 主電源コネクター

.12/ - J9 5 V補助コネクター

.13/ - J6 CMOSクリアー（パスワード）ジャンパー

.14/ - J7 電源スイッチ・コネクター

.15/ ディスケット・ドライブ・コネクター

.16/ 1次EIDEコネクター

.17/ 2次EIDE コネクター

.18/ - J8 ハード・ディスクおよび電源LED コネクター

.19/ DIMMコネクター

.2ð/ スイッチ・セット(SW1)

.21/ 電源コネクター(3.3 V)

.22/ ファン・コネクター

.23/ LAN状況ランプ・コネクター

.24/ L2キャッシュ・コネクター

.25/ プロセッサー・ソケット

.26/ ライザーカード・コネクター

.27/ バッテリー

.28/ ビデオ・メモリー・ソケット

.29/ VESAパススルー・コネクター

.3ð/ - J28 LANウェイク・アップ・コネクター

.31/ - J27 モデム・ウェイク・アップ・コネクター
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PC 300 (Type 6272, 6282) - Pentium
133/233 MHz スイッチ／ジャンパー設定
以下の表はスイッチおよびジャンパーの設定情報です。(D) はデフ
ォルトの設定値です。

プロセッサー・スピード スイッチ設定 (SW1 1-4)

追加のスイッチ設定 (SW1 5-6)

スピード SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

75 MHz Off Off On On

90 MHz Off Off On Off

100
MHz

Off Off Off On

120
MHz

On Off On Off

133
MHz

On Off Off On

150
MHz

On On On Off

166
MHz

On On Off On

200
MHz

Off On Off On

233
MHz

Off Off Off On

説明 SW1-5 SW1-6

オプション  Off (D)  N/A

オプション  On  N/A

通常の
ディスケット
操作

 
N/A

 
Off (D)

読み出し専用
ディスケット
操作

 
N/A

 
On
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ジャンパー設定

ジャンパー 設定 説明

J6 1-2 (D)
2-3

パスワード有効

パスワード無効 (CMOS クリアー)
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PC 300 Series (Type 6277, 6287) -
Celeron システム・ボード

注

このシステム・ボードは、Celeronプロセッサー用です。

Pentium II, Pentium III プロセッサー用のシステム・ボード
は、282ページを参照してください。
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PC 300 シリーズ (Type 6277, 6287) -
Celeron システム・ボードの配置

.1/ プロセッサー・ソケット

.2/ DIMM ソケット 0

.3/ DIMM ソケット 1

.4/ ビデオ・メモリー・アップグレード・コネクター

.5/ 電源スイッチ・コネクター

.6/ LED コネクター

.7/ Wake on LAN コネクター

.8/ 1 IDE コネクター

.9/ 2 IDE コネクター
.1ð/ ディスケット・ドライブ・コネクター

.11/ 電源コネクター

.12/ Wake on Ring コネクター

.13/ CMOSクリア・ジャンパー

.14/ スイッチ SW1

.15/ バッテリー

.16/ ISA スロット

.17/ PCIスロット 3

.18/ PCIスロット 2

.19/ PCIスロット 1

.2ð/ USBコネクター (上部 =USB2,下部 =USB1)

.21/ マウス/キーボード・コネクター (上部 = マウス、
下部 = キーボード)

.22/ シリアル・コネクター

.23/ パラレル・コネクター

.24/ ディスプレイ・コネクター

280 300/700保守マニュアル  



    
 

PC 300 Series (Type 6277, 6287) -
Celeron スイッチ／ジャンパー設定
下記の表はジャンパーの設定情報です。(D) はデフォルトの設定値
を示します。

下記の表はスイッチの設定情報です。(D) はデフォルトの設定値を
示します。

Celeronプロセッサー速度スイッチ設定 (SW1 1-4)

フラッシュ・ブート・ブロック・リカバリー・スイッチ

ディスケット書き込みスイッチ (SW1-6)

ジャンパー 設定値 説明

CMOSリセット 2-3
1-2 (D)

CMOSリセット
通常

CPU
スイッチ
設定

SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

300
MHz

Celeron

Off On Off On

333
MHz

Celeron

On Off Off On

366
MHz

Celeron

Off Off Off On

400
MHz

Celeron

On On On Off

フラッシュ・ブート・ブロック SW1-5

通常モード Off (D)

リカバリー・モード On

ディスケット・アクセス SW1-6

書き込み可 Off (D)

書き込み保護 On
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PC 300 Series (Type 6277, 6287) -
Pentium II, Pentium III システム・ボード

注

このシステム・ボードは、Pentium II, Pentium IIIプロセッ
サー用です。

Celeronプロセッサー用のシステム・ボードは、279ページを
参照してください。
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PC 300 Series (Type 6277, 6287) -
Pentium II, Pentium III システム・ボードの
配置

.1/ プロセサー・ソケット

.2/ DIMM ソケット 0

.3/ DIMM ソケット 1

.4/ DIMM ソケット 2

.5/ 電源スイッチ・コネクター

.6/ LED コネクター

.7/ Wake on LAN コネクター

.8/ 1 IDE コネクター

.9/ 2 IDE コネクター
.1ð/ ディスケット・ドライブ・コネクター

.11/ 電源コネクター

.12/ Wake on Ring コネクター

.13/ CMOSクリア・ジャンパー

.14/ スイッチ SW1

.15/ バッテリー

.16/ ISA スロット

.17/ CD-ROMオーディオ・コネクター

.18/ PCIスロット 3

.19/ スピーカー・コネクター

.2ð/ PCIスロット 2

.21/ PCIスロット 1

.22/ Midi/ジョイスティック・コネクター

.23/ マイク・イン

.24/ ライン・アウト

.25/ ヘッドフォン

.26/ USBコネクター (上部=USB2,下部=USB1)

.27/ マウス/キーボード・コネクター (上部=マウス、下
部=キーボード)

.28/ シリアル・コネクター

.29/ パラレル・コネクター

.3ð/ ディスプレイ・コネクター
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PC 300 Series (Type 6277, 6287) -
Pentium II, Pentium III スイッチ／ジャンパ
ー設定
下記の表はジャンパーの設定情報です。(D) はデフォルトの設定値
を示します。

下記の表はスイッチの設定情報です。(D) はデフォルトの設定値を
示します。

注

Pentium III プロセッサーの場合、プロセッサー速度のスイッ
チ設定は不要で、その設定は無視されます。

Pentium II プロセッサー速度スイッチ設定 (SW1 1-4)

フラッシュ・ブート・ブロック・リカバリー・スイッチ (SW1-5)

ディスケット書き込みスイッチ (SW1-6)

ジャンパー 設定値 説明

CMOSリセット 2-3
1-2 (D)

CMOSリセット
通常

CPU
スイッチ
設定

SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

350
MHz

Pentium
II

Off Off On On

400
MHz

Pentium
II

On On Off On

450
MHz

Pentium
II

Off On Off On

フラッシュ・ブート・ブロック SW1-5

通常モード Off (D)

リカバリー・モード On

ディスケット・アクセス SW1-6

書き込み可 Off (D)

書き込み保護 On
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PC 300 Series (Type 6561) - Pentium II
233／266／300／333 MHz システム・ボー
ド

3 2 1
3 2 1

1 2 3

DIMM0
DIMM1

注記

電源の接続については13ページの『20 ピン電源コネクターの
接続』を参照してください。

Type 6561 システム・ボード・入 / 出力コネクターについて
は、223ページの『入 / 出力コネクター (Type 6561)』を参
照してください。
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PC 300 (Type 6561) - Pentium II 233 ／
266／300／333 MHz システム・ボードの配
置

.1/ CMOSクリア・ジャンパー (J6C1)

.2/ ブザー

.3/ プロセッサー・ソケット

.4/ プロセッサー・ファン・シンク用ファン・コネクタ

ー (必要時)
.5/ 予約済みジャンパー (J2A1)
.6/ DIMM ソケット 0
.7/ DIMM ソケット 1
.8/ バッテリー

.9/ モニター・コネクター

.1ð/ パラレル・コネクター

.11/ シリアル 1 コネクター

.12/ シリアル 2 コネクター

.13/ キーボード・コネクター

.14/ マウス・コネクター

.15/ USBコネクター (上=USB1,下=USB2)

.16/ ブート・ブロック回復ジャンパー (J7H1)
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PC 300 (Type 6561) - Pentium II 233 ／
266／300／333 MHz スイッチ／ジャンパー
設定
以下の表には、スイッチおよびジャンパーの設定情報です。

(D) は、デフォルト設定値を示しています。

注

ディスケット書き込み可能 およびプロセッサー速度制御 など
の設定は、装置構成ユーティリティーで行います。

装置構成ユーティリティーを開始する際は、186ページの『装
置構成ユーティリティー・プログラム』 を参照してくださ
い。

以下のリストは、装置構成ユーティリティーの設定の一部で
す。
システム・セキュリティー

� IDE 装置およびディスケット・ドライブの保護
� リモート管理

� パワーオン・パスワード

� 管理者パスワード

� アダプター ROM セキュリティー

拡張セットアップ

� キャッシュ・コントロール

� ROM シャドーイング
� PCIコントロール
� プラグ・アンド・プレイ制御

� プロセッサー速度制御

ジャンパー 設定値 説明

CMOSクリア
J6C1

2-3
1-2 (D)

CMOSクリア
通常

ブート・ブロック回

復 J7H1
2-3

1-2 (D)

回復
通常

予約済みジャンパー

J2A1
1,2

2-3 (D)

予約済み
通常
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PC 300 (Type 6562, 6592) - システム・ボ
ード

18
OFF

ON

注記

その他のシステムのコネクターについては、336ページの『ラ
イザー・カードのレイアウト』の Type 6562, 6592を参照し
てください。
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PC 300 (Type 6562, 6592) - システム・ボ
ード

.1/ ディスプレー・コネクター

.2/ マウス/キーボード・コネクター (上部=マウス, 下
部=キーボード）

.3/ シリアル・コネクター (上部=シリアル・ポート 2,
下部=シリアル・ポート 1)

.4/ USBコネクター (上部=USB2,下部=USB1)

.5/ パラレル・コネクター

.6/ イーサネット RJ45コネクター

.7/ オーディオ・ライン入力

.8/ オーディオ・ライン出力

.9/ －

.1ð/ VESA パススルー・コネクター

.11/ －

.12/ ビデオ・メモリー

.13/ バッテリー

.14/ スイッチ SW1

.15/ プロセッサー・ソケット

.16/ DIMM ソケット 0

.17/ DIMM ソケット 1

.18/ DIMM ソケット 2

.19/ CMOSクリア・ジャンパー J15

.2ð/ システム・ボード・ラッチ

.21/ ビデオ・メモリー
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PC 300 シリーズ (Type 6562, 6592) - ジャ
ンパー／スイッチ設定
以下の表はジャンパー設定情報です。(D) はデフォルト設定を示し
ます。

以下の表はスイッチ設定情報です。(D)はデフォルト設定を示しま
す。

P55Cプロセッサー速度スイッチ設定 (SW1 1-4)

予備スイッチ (SW1-5)

システム・ボード・イーサネット使用不可スイッチ (SW1-6)

Privilege Access Password (PAP) Switch (SW1-7)

ジャンパー 設定 説明

CMOSリセット
J15

2-3
1-2 (D)

CMOSリセット
通常

CPU ス
イッチ設
定

SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

166
MHz

On On On Off

200
MHz

Off On On Off

233
MHz

Off Off On Off

予備 SW1-5

予備 Off (D)

システム・ボード・イーサネット
使用不可

SW1-6

使用不可 On

使用可能 Off (D)

PAP SW1-7

使用不可 Off (D)

使用可能 On
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ディスケット書込みアクセス・スイッチ (SW1-8)

ディスケット・アクセス SW1-8

書込み可能 Off (D)

書込み保護 On
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PC 300 (Type 6588) - Pentium II
233/266/300 MHz システム・ボード

注

PC 300 (Type 6588) システム・ボードとシステム・ジャンパ
ー設定は、IntelliStation (Type 6888)と同一です。317ペー
ジの『IntelliStation (Type 6888) - Pentium II システム・
ボード』 をご覧ください。

33

34

32

31

A
B

  C
  D

3 
2 

1

6 
5 

4
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PC 340 Series (Type 6560) - Pentium
100/133 MHz システム・ボード
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PC 340 (Type 6560) - Pentium 100/133
MHz システム・ボードの配置

.1/- J3 電源コネクター(5 V)

.2/ - JP11 フラシュ・ジャンパー

.3/- JP21 FDDワイヤー保護

.4/- JP4 PS/2マウス 使用可/使用不可

.5/ - J5 ディスケット・コネクター

.6/- JP23 HDD検出

.7/- J8 １次IDEコネクター

.8/- J7 ２次IDEコネクター

.9/ バッテリー

.1ð/ - J9 電源オン・パスワード/CMOSモード

.11/ 6560-J7T : キャッシュ・メモリー・コネクター
6560-48J : コネクターはなし

.12/ - JP22 バースト・モード

.13/ - JP19 CPU電圧

.14/ プロセッサー・ソケット

.15a/ ハードディスクLEDコネクター（黄色側）

.15b/ 電源LEDコネクター（緑色側）

.16/ - J13 CPUファン・コネクター

.17/ - JP17 CPUクロック

.18/ メモリー・モジュール・コネクター1-バンク1

.19/ メモリー・モジュール・コネクター2-バンク1

.2ð/ メモリー・モジュール・コネクター3-バンク0

.21/ メモリー・モジュール・コネクター4-バンク0

.22/ 6560-J7T : タグRAMソケット
6560-48J : ソケットはなし

.23/ - J6 VESAパススルー・コネクタ

.24/ - JP13 キャシュ・メモリー・サイズ

.25/ - JP14 CPUバス・クロック

.26/ - JP3 オン・ボードVGA

.27/ - P4 ディスプレイ・コネクター

.28/ - P1 パラレル・コネクター

.29/ ビデオ・メモリー・ソケット

.3ð/ - P2 シリアル・コネクターCOM2

.31/ PCI/ISAライザー・コネクター

.32/ - P3 シリアル・コネクターCOM1

.33/ - J2 マウス・コネクター

.34/ - J1 キーボード・コネクター

ジャンパー設定は、295ページの
『PC 340 (Type 6560) - Pentium 100/133 MHz 
システム・ボード・ジャンパー設定』 を参照してく
ださい。
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PC 340 (Type 6560) - Pentium 100/133
MHz システム・ボード・ジャンパー設定
次の表にはスイッチおよびジャンパーの設定情報です。(D)は、省
略時の設定値を示しています。

プロセッサー・タイプ選択

キャシュ・サイズ選択

その他のジャンパー設定

プロセッサー JP14 JP17

P100 MHz 1-2, 3-4 Open

P133 MHz 1-2, 3-4 1-2

サイズ JP13

256 KB (D) 1-2

ジャンパー 設定値 説明

JP3 Short
Open

オン・ボード VGA 使用可 (D)
オン・ボード VGA 使用不可

JP4 Short
Open

PS/2マウス使用可 (D)
PS/2マウス使用不可

J9 1-2
2-3

通常 (D)
CMOSデータ・クリアー（すべての設
定値がリセットされ省略値になりま
す。また、電源オン・パスワードが消
去されます。）

JP11 1-2
2-3

フラッシュ使用可 (D)
フラッシュ・ロック

JP19 1-2
2-3

STD 3.3 ボルト
VRE 3.52 ボルト (D)

JP21 1-2
2-3

FDD 保護, 通常 (D)
FDD 書き込み禁止

JP22 1-2
2-3

非リニアー・バースト (D)
リニアー・バースト

JP23 1-2
2-3

HDD 検出 (D)
HDD 検出なし
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PC300/330/350 (Type 6597, 6577, 6587) -
システム・ボード
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PC300/330/350 (Type 6597, 6577, 6587) -
システムボードの配置

.1/ 電源コネクター(5 V)

.2/ モデム・リング

.3/ LAN ウェイク・アップ

.4/ モデム・リング

.5/ パスワード・ジャンパー(CMOSクリアー)

.6/ 補助電源

.7/ オン・オフ スイッチ

.8/ 構成スイッチ

.9/ ディスケット・コネクター

.1ð/ 1次IDE コネクター

.11/ 2次IDE コネクター

.12/ バッテリー

.13/ 電源コネクター(3.3 V)

.14/ プロセッサー・ソケット

.15/ キャッシュ・メモリー・モジュール・コネクター

.16/ 電源LEDコネクター

.17/ ハードディスク・アクセスLEDコネクター

.18/ SIMM コネクター(バンク1/2)

.19/ DIMM コネクター(バンク0)

.2ð/ ライザー・コネクター

.21/ VESA パススルー・コネクター

.22/ ビデオ・メモリー拡張ソケット

.23/ ビデオ・ポート

.24/ ECP/EPPパラレル・ポート

.25/ USB (ユニバーサル・シリアル・バス）コネクター
(1, 2)

.26/ シリアル(A)ポート

.27/ マウス・ポート

.28/ キーボード・ポート

.29/ 赤外線ポート

.3ð/ レギュレータカード用コネクター

(MMX* テクノロジPentium*プロセッサ搭載モデル
のみ)
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PC300/330/350 (Type 6597, 6577, 6587) -
スイッチ／ジャンパーの設定

次の表には、スイッチおよびジャンパーの設定情報が含まれていま

す。(D) は省略時の設定値を示しています。

プロセッサー・スピード・スイッチ設定 (SW1 1-4)

追加スイッチ設定 (SW1 5-6)

パスワード・ジャンパー設定

スピード SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

75 MHz Off Off On On

90 MHz Off Off On Off

100 MHz Off Off Off On

120 MHz On Off On Off

133 MHz On Off Off On

150 MHz On On On Off

166 MHz On On Off On

200 MHz Off On Off On

説明 SW1-5 SW1-6

通常
ディスケット
操作

 
N/A

 
Off (D)

読み取り専用
ディスケット
操作

 
N/A

 
On

ジャンパー 設定値 説明

J15 1-2
2-3 (D)

パスワードおよび構成情報の消去

通常
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システム・ボードの配置

PC 360 (Type 6598) のシステム・ボード

.. .... .... .... ..

..

..

..

..

..

..

..

MGA ビデオ・アダプターの位置およびスイッチの設定について
は、304ページの『Matrox グラフィックス・アダプター (MGA)
のスイッチの設定』 も参照してください。
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PC 360 (Type 6598) のシステム・ボードの
配置

.1/ プロセッサー・コネクター

.2/ 電源機構コネクター

.3/ フロント・パネル入出力コネクター

.4/ ディスケット・ドライブ・コネクター

.5/ ハード・ディスク・ドライブ・コネクター

.6/ CD-ROMドライブ・コネクター

.7/ 構成ジャンパー (J25)

.8/ ISA アダプター・スロット

.9/ PCI/ISAアダプター・スロット
.1ð/ PCIアダプター・スロット
.11/ バックアップ・バッテリー

.12/ バンク 0 メモリー・コネクター

.13/ シリアル・ポート 2

.14/ バンク 1 メモリー・コネクター

.15/ パラレル・ポート

.16/ マウス・ポート

.17/ キーボード・ポート

.18/ シリアル・ポート 1

.19/ フロント・ファン・コネクター (J24)

ジャンパーの設定値と手順については、301ページの『PC 360ジ
ャンパーの設定値』 および302ページの『PC 360ジャンパー設定
手順』 を参照してください。
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PC 360 ジャンパーの設定値
ジャンパーの手順の詳細については、302ページの『PC 360ジャ
ンパー設定手順』 を参照してください。

注記

工場出荷時に構成されているジャンパー設定値は、次の通りで

す。ジャンパー 26～ 27の工場設定値を変更しないでくださ
い。

27 25

24 22

21 19

18 16

15 13

12 10

9 7

6 4

123

次の表には、ジャンパーの設定についての情報が記載されていま

す。(D) は、省略時の設定値を示しています。

ジャンパー 設定値 説明

 
バス速度

クロック比率

PCI/ISA

 
1 ～ 2 (D)
4 ～ 5 (D)
7 ～ 8 (D)

11～ 12 (D)

150MHz プロセッサー
バス = 60.14MHz
クロック比率 = 5/2

PCI = 30MHz
ISA = 7.51MHz

 
バス速度

クロック比率

PCI/ISA

 
2 ～ 3
5 ～ 6
8 ～ 9

10～ 11

200MHz プロセッサー
バス = 66.48MHz
クロック比率 = 3

PCI = 33MHz
ISA = 8.31MHz

パスワード 14～ 15 (D)
13～ 14

パスワード使用可

パスワードのリセット

フラッシュ

/BIOS
17～ 18 (D)

16～ 17
フラッシュ正常

フラッシュ・リセット

セットアップ・
ユーティリ
ティー

20～ 21 (D)
19～ 20

セットアップ可

セットアップ不可

フラッシュ回復 23～ 24 (D)
22～ 23

通常

フラッシュ回復可

予約済 26～ 27 (D) （変更しないでください）
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PC 360 ジャンパー設定手順
プロセッサー/バス速度/クロック比率ジャンパー

システム・ボードに導入されているプロセッサーと一致するよう
に、こうしたジャンパーを設定します。

パスワードのリセット

1. コンピューターの電源をオフにします。

2. ジャンパーをピン 14～ 15から 13～ 14まで移動させま
す。

3. コンピューターの電源をオンにします。これにより、電源オ
ン・パスワードおよび管理者パスワードの両方が消去されま
す。

4. コンピューターの電源をオフにします。

5. ジャンパーをピン 13～ 14から 14～ 15まで移動させま
す。

フラッシュ/BIOS ジャンパー

167ページの『フラッシュ (BIOS/VPD) 更新手順』 を参照してく
ださい。

装置構成ユーティリティー・ジャンパー

このジャンパーを設定して、装置構成ユーティリティーを使用可能
にしたり使用不能にします。

フラッシュ回復ジャンパー

フラッシュ/BIOSアップグレード・プロセス時に中断が起きる場
合、BIOSが使用できない状態になる場合があります。このジャン
パーは、システムを再始動させて、BIOSを回復することができま
す。

フラッシュ回復を行うには、以下を行います。

1. コンピューターの電源をオフにします。

2. ジャンパーをピン 23～ 24から 22～ 23まで移動させま
す。

3. アップグレード・ディスケットをドライブ A に挿入します。
4. コンピューターの電源をオンにして、スピーカーの音を聞き
ます。次のような順序でビープ音が聞こえます。（この手順
時、モニターはブランクのままです。）

a. コンピューターの電源がオンになった後で、ビープ音が
1 回鳴ります。このビープ音は、POSTの始まりを知ら
せます。

b. 少し遅れて（10秒未満）、コンピューターのビープ音
がもう一度鳴ります。これは、回復プロセスの始まりを
示します。回復コードが、フラッシュ構成要素にコピー
されています。

c. 約 30秒後、コンピューターのビープ音が 2 回聞こえ、
回復プロセスの終了を知らせます。ディスケット・ドラ
イブ使用中表示ライトが消えるまで待ちます。

5. コンピューターの電源をオフにして、ジャンパーをピン 22
～ 23 から23 ～ 24 に移動させます。
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6. アップグレード・ディスケットをディスケット・ドライブに
入れたままで、コンピューターの電源をオンにします。

7. 元のアップグレード手順を再試行します。
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Matrox グラフィックス・アダプター (MGA)
のスイッチの設定
このアダプターには 2 つのスイッチがあり、アダプターの動作方法
を変更するのに使用されます。

......................... ............... ... ................................................................

1 2

ON

BIOS

VGA BIOS フラッシュ・アップグレード使用
可 - スイッチ 1
VGA BIOS をアップグレードするには、ソフトウェア・ユーティ
リティー・ディスケットおよび BIOSアップグレード・ファイルを
使用します。

1. アダプターを取外して、スイッチにアクセスします。

2. スイッチ 1 をオンにセットすると、フラッシュ EPROMの
再プログラミングが可能になります。

注: 通常の使用時にはこのスイッチをオンにしておかないで

ください。この状態のフラッシュ EPROMは、警告な
しに消去されやすいからです。

3. アダプターを取付け直します。

4. フラッシュ・ユーティリティー付属の指示にしたがいます。

5. コンピューターの電源をオフにして、アダプターを取外しま
す。

6. スイッチ 1 をオフにします。
7. アダプターを取付け直します。

8. フラッシュ・ユーティリティー・ディスケットを取外しま
す。

VGA 使用可/使用不可スイッチ - スイッチ 2
省略時解釈では、MGA アダプターの VGA 機能が単一画面操作で
使用可能になります（スイッチ 2 =オフ）。つまり、導入されてい
るその他の VGA が使用不可でなければなりません。

二重画面構成をサポートするには、このスイッチをオンに設定する

必要があります。この場合、別の拡張スロットにある VGA アダプ
ターは、第 2 のモニターへの出力用に使用されます。

1. アダプターを取外して、スイッチにアクセスします。

2. スイッチ 2 をオンにセットして、二重画面操作を使用可能に
します。

3. アダプターを取付け直します。
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PC 365 (Type 6589) - システム・ボード
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PC 365 (Type 6589) - システム・ボードの
配置

.1/ ディスケット・コネクター

.2/ CMOS,パスワード・ジャンパー

.3/ プロセッサー・ディスケット設定スイッチ

.4/ 2 次 IDE コネクター

.5/ 1 次 IDE コネクター

.6/ 電源コネクター (3.3V用)

.7/ バッテリー

.8/ 電源コネクター (5V, 12V)

.9/ 副プロセッサー・ソケット

.1ð/ 副プロセッサー・ソケット用電圧調整モジュール (VRM)

.11/ 主プロセッサー・ソケット

.12/ メモリー (DIMM) コネクター

.13/ ライザーコネクター

PC 365 (Type 6589) スイッチの設定
次の表は、スイッチの設定を示しています。(D) は省略時設定値で
す。

項目 設定値

200 MHz Processor 1, 3, 4, 6 On
2, 5, 7, 8 Off

通常ディスケット操作 8 Off (D)

読み取り専用ディスケット操作 8 On

パスワード/CMOS使用可能 J8 1-2 (D)

パスワード/CMOS消去 J8 2-3
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PC 300 (Type 6862、6892) - Pentium II,
Pentium III, Celeron システム・ボード

注：

他のコネクターに関しては、336ページの「ライザー・カード
のレイアウト」の Type 6862, 6892を参照ください。
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PC 300 (Type 6862、6892) - Pentium II,
Pentium III, Celeron システム・ボードの配
置

.1/ バッテリー

.2/ スイッチ SW1

.3/ マイクロ・プロセッサー・ソケット

.4/ DIMM ソケット 0

.5/ DIMM ソケット 1

.6/ DIMM ソケット 2

.7/ CMOSクリア・ジャンパー J9

.8/ AGP 2X コネクター

.9/ ディスプレイ・コネクター

.1ð/ マウス/キーボード・コネクター (上 マウス/下 キー
ボード)

.11/ シリアル・コネクター (上 ポート 2/下 ポート 1)

.12/ USBコネクター (上 USB2/下 USB1)

.13/ パラレル・ポート

.14/ イーサネット RJ45コネクター

.15/ オーディオ・ライン・アウト

.16/ オーディオ・ライン・イン

.17/ マイクロフォン・コネクター
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PC 300 (Type 6862、6892) - Pentium II,
Pentium III, Celeron スイッチ／ジャンパー
の設定
次の表には、スイッチおよびジャンパーの設定情報が含まれていま

す。(D) は、省略時の設定値を示しています。

次の表には、スイッチおよびジャンパーの設定情報が含まれていま

す。(D) は、省略時の設定値を示しています。

注

Pentium III プロセッサーの場合、プロセッサー速度のスイッ
チ設定は不要で、その設定は無視されます。

Pentium II プロセッサー速度スイッチ設定 (SW1 1-4)

Celeronプロセッサー速度スイッチ設定 (SW1 1-4)

ジャンパー 設定 説明

CMOSクリア J9 2-3
1-2 (D)

CMOSリセット
通常

CPU
スイッチ
設定

SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

233/66
MHz

Off Off On On

266/66
MHz

On On Off On

300/66
MHz

Off On Off On

333/66
MHz

On Off Off On

350/100
MHz

Off Off On On

400/100
MHz

On On Off On

450/100
MHz

Off On Off On

CPU
スイッチ
設定

SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

300
MHz

Celeron

Off On Off On
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ROM 動作モード・スイッチ (SW1-5)

予約済スイッチ (SW1-6)

特権 アクセス・パスワード (PAP) スイッチ (SW1-7)

ディスケット書き込みコントロール・スイッチ (SW1-8)

CPU
スイッチ
設定

SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

333
MHz

Celeron

On Off Off On

433
MHz

Celeron

Off On On Off

ROM 動作モード SW1-5

ROM リカバリー・モード On

通常 Off (D)

予約済 SW1-6

Reserved Off (D)

PAP SW1-7

Disable Off (D)

Enable On

Diskette Access SW1-8

書き込み 可 Off (D)

書き込み 不可 On
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IntelliStation (Type 6865) システム・ボー
ド

Pentium II Xeon, Pentium III Xeon 450, 500,
550 MHz
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IntelliStation (Type 6865) システム・ボー
ドの位置

Pentium II Xeon, Pentium III Xeon 450, 500,
550 MHz

.1/ - J3J1 リアパネル用ファン・コネクター

.2/ - J4J1 CMOS クリアー・ジャンパー

.3/ - J4J2 管理者パスワード・ジャンパー

.4/ - セカンダリー・マイクロ・プロセッサー用ソケッ
ト

.5/ プライマリー・マイクロ・プロセッサー用ソケッ
ト

.6/ セカンダリー・マイクロ・プロセッサー用ファン
シンク・コネクター

.7/ プライマリー・マイクロ・プロセッサー用ファン
シンク・コネクター

.8/ DIMM コネクター (Bank 3,2,1,0)

.9/ 電源コネクター (デュアルの 20ピン)
.1ð/ AUX 電源コネクター
.11/ セカンダリー・マイクロプロセッサー用電源レギ

ュレーター・モジュール

.12/ ディスケット・ドライブ・コネクター

.13/ 上部フロント用ファン・コネクター

.14/ - J12G1 ブート・ブロック・ジャンパー

.15/ フロント・パネル LED コネクター

.16/ SCSI LED コネクター

.17/ バッテリー

.18/ カバー取外し検出スイッチ・コネクター

.19/ 下部フロント用ファン・コネクター

.2ð/ スピーカー用コネクター

.21/ Wake On LAN コネクター

.22/ RFID アンテナ・コネクター

.23/ セカンダリー IDE コネクター

.24/ Wake On Modem コネクター

.25/ プライマリー IDE コネクター

.26/ 共用 ISA/PCIコネクター

.27/ PCIスロット・コネクター

.28/ CD-ROMオーディオ・コネクター

.29/ AGPスロット・コネクター

.3ð/ MIDI コネクター

.31/ - J2G1 イーサーネット電源ジャンパー

.32/ マイクロホン・コネクター

.33/ オーディオライン・イン / アウトコネクター

.34/ RJ-45イーサネットコネクター

.35/ パラレル/シリアル 1/シリアル 2 コネクター

.36/ USB 1/USB 2 コネクター

.37/ キーボード/マウス・コネクター
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IntelliStation (Type 6865) スイッチ／ジャ
ンパーの設定

Pentium II Xeon, Pentium III Xeon 450, 500,
550 MHz

以下のスイッチおよびジャンパーの設定情報が含まれています。

(D) は省略時の設定値を示しています。

 CMOS クリア・ジャンパーの設定

ブート・ブロック・ジャンパーの設定

管理者パスワードジャンパーの設定

イーサネット電源ジャンパーの設定

Jumper Setting Description

J4J1 1-2 (D)
2-3

通常
パスワード消去、および構成情報の消去

(CMOSクリア)

Jumper Setting Description

J12G1 1-2 (D)
2-3

通常
ブート・ブロックの回復

Jumper Setting Description

J4J2 1-2
2-3 (D)

管理者パスワードを使用可能にする
通常

Jumper Setting Description

J2G1 1-2 (D)
2-3

使用可能、電源オン
使用不可、電源オフ
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PC 750 (Type 6887) システム・ボード
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PC 750 (Type 6887) システム・ボードの配
置

.1/ 電源コネクター(5 V)

.2/ - J9 モデム・リング

.3/ - J14 LANウェイク・アップ

.4/ - J13 外部リング・ウェイク・アップ

.5/ - J15 パスワード・ジャンパー(CMOSクリアー)

.6/ - J16 補助電源

.7/ - J18 オン/オフ・スイッチ

.8/ - J19 タンパー・コネクター

.9/ ２次IDEコネクター

.1ð/ １次IDEコネクター

.11/ ディスケット・コネクター

.12/ タンパー(予約済)

.13/ バッテリー

.14/ 電圧調整コネクター

.15/ 電源コネクター(3.3 V)

.16/ スイッチ・セット(SW1)

.17/ プロセッサー・ソケット

.18/ キャッシュ・メモリー・モジュール・コネクター

.19/ 電源LEDコネクター

.2ð/ ハードディスク・アクセスLEDコネクター

.21/ スピーカー・コネクター

.22/ DSPオーディオ・コネクター

.23/ DIMM/SIMMコネクター

.24/ VESAパススルー・コネクター

.25/ ライザー・コネクター

.26/ ビデオ・ポート

.27/ ECP/EPPパラレル・ポート

.28/ シリアル(B)ポート

.29/ シリアル(A)ポート

.3ð/ マウス・ポート

.31/ キーボード・ポート

.32/ 赤外線ポート
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PC 750 (Type 6887) スイッチ／ジャンパー
の設定
次の表には、スイッチおよびジャンパーの設定情報が含まれていま

す。(D) は、省略時の設定値を示しています。

プロセッサー・スピード・スイッチ設定 (SW1 1-4)

追加スイッチ設定 (SW1 5-6)

ジャンパー設定

スピード SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

75 MHz Off Off On On

90 MHz Off Off On Off

100 MHz Off Off Off On

120 MHz On Off On Off

133 MHz On Off Off On

150 MHz On On On Off

166 MHz On On Off On

説明 SW1-5 SW1-6

管理者
パスワード
変更可能

 
On

 
N/A

管理者
パスワード
変更不可

 
Off

 
N/A

通常
ディスケット
操作

 
N/A

 
Off (D)

読み取り専用
ディスケット
操作

 
N/A

 
On

ジャンパー 設定値 説明

J15 2-3 (D)
1-2

通常
パスワードおよび構成情報

消去
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IntelliStation (Type 6888) - Pentium II シ
ステム・ボード

注

このシステム・ボードとジャンパー設定は PC300 (Type
6588)と同一です。

33

34

32

31

A
B

  C
  D

3 
2 

1

6 
5 

4
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IntelliStation (Type 6888) - Pentium II シ
ステム・ボードの配置

.1/ ビデオ・ポート

.2/ イーサネットRJ45コネクター

.3/ 赤外線コネクター(J3M1)

.4/ USB (ユニバーサル・シリアル・バス）コネクター 2

.5/ シリアル・ポート用システム・ボード・コネクター

(J4M1)（シリアルポートAはベースフレームの後ろ
に配置されています。）

.6/ USB (ユニバーサル・シリアル・バス）コネクター 1

.7/ パラレル・ポート コネクター

.8/ 5 V AUXコネクター

.9/ マウス コネクター

.1ð/ キーボード コネクター

.11/ オーディオ・ライン・アウト

.12/ オーディオ・ライン・イン

.13/ テラ・ジャック（モデム等テレフォニー・カードの音
声入力用）

.14/ ディスケット・ドライブ コネクター

.15/ CD-ROMコネクター

.16/ Wave table用コネクター

.17/ 1次IDEコネクター

.18/ 2次IDE コネクター

.19/ システム・ボード・ジャンパー ブロック

.2ð/ 電源コネクター(3.3 V)

.21/ 主電源コネクター

.22/ ブートブロック リカバリー ジャンパー

.23/ トップカバー取外し検出コネクター

.24/ マイクロプロセッサー コネクター

.25/ 電源スイッチ コネクター

.26/ 電源LED/ハードディスクLEDコネクター

.27/ ファン コネクター

.28/ DIMMコネクター

.29/ SCSI LEDコネクター

.3ð/ Wake on LANコネクター

.31/ モデムによるWake onコネクター

.32/ バッテリー

.33/ VESA フィーチャー コネクター

.34/ ライザーカード コネクター
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IntelliStation (Type 6888) - Pentium II ジ
ャンパーの設定
次の表には、ジャンパーの設定情報が含まれています。(D) は、省
略時の設定値を示しています。

注

これらのジャンパーの設定は(Type 6588)にも同様にあてはま
ります。

システム・ボード ジャンパー ブロック
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IntelliStation (Type 6889) - Pentium II,
Pentium III 350 ／400／450／500 MHz シ
ステム・ボード
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IntelliStation (Type 6889) - Pentium II,
Pentium III 350 ／400／450／500 MHz シ
ステム・ボードの位置

.1/ - U25 セカンダリー・マイクロ・プロセッサー用ソケッ
ト

.2/ - U24 プライマリー・マイクロ・プロセッサー用ソケッ
ト

.3/ - J5M1 電源コネクター

.4/ - J4 セカンダリー・マイクロ・プロセッサー用ファン
シンク・コネクター

.5/ - J2M1 電源コネクター

.6/ - J3 プライマリー・マイクロ・プロセッサー用ファン
シンク・コネクター

.7/ - DIMM コネクター (DIMM 0,1,2,3)

.8/ - J10D1 チャネル B SCSI コネクター (68 ピン)

.9/ - J9L1 電源スイッチ/ LED
.1ð/ - J11B1 ハード・ディスク LED コネクター
.11/ - J8F2 ディスケット・ドライブ・コネクター

.12/ - J9F1 プライマリー IDE コネクター

.13/ - J15 RF ID アンテナ・コネクター

.14/ - J10E1 チャネル B SCSI コネクター (50 ピン)

.15/ - J8F1 セカンダリー IDE コネクター

.16/ バッテリー

.17/ - J12B3 内部スピーカー・コネクター

.18/ - J7E1  CMOS クリア・ジャンパー

.19/ - J5 フロント・パネル用ファン・コネクター

.2ð/ - J6 フロント・パネル用ファン・コネクター

.21/ - J12B1 カバー取外し検出スイッチ・コネクター

.22/ - SW12A1 スイッチ・セット

.23/ - J6D1 Wake On LAN コネクター

.24/ - J13 Wake On Modem コネクター

.25/ - J10F1 チャネル A SCSI コネクター (68 ピン)

.26/ - J4D1 RAIDport 拡張コネクター

.27/ 共有 ISA/PCIスロット・コネクター

.28/ PCIスロット・コネクター

.29/ - J2E3 AGP スロット・コネクター

.3ð/ - J1F1 CD-ROM オーディオ・コネクター

.31/ マイクロフォン・コネクター

.32/ オーディオ・ライン・イン/アウト

.33/ RJ-45イーサネット・コネクター

.34/ - J4F1 JTAG

.35/ - J7 リアパネル用ファン・コネクター

.36/ パラレル/シリアル 1/シリアル 2 コネクター

.37/ USB 1/USB 2 コネクター

.38/ キーボード/マウス・コネクター
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IntelliStation (Type 6889) - Pentium II,
Pentium III 350 ／400／450／500 MHz ス
イッチ／ジャンパーの設定
以下のスイッチおよびジャンパーの設定情報が含まれています。

(D) は省略時の設定値を示しています。

注

Pentium III プロセッサーの場合、速度スイッチの設定は不要
で、その設定は無視されます。

プロセッサー速度スイッチ設定 (SW1 1-4)

ROM 動作モード・スイッチ (SW1-5)

イーサネット・モード・スイッチ (SW1-6)

特権パスワード・ロック・スイッチ (SW1-7)

ディスケット動作モード・スイッチ (SW1-8)

速度 SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

350
MHz

Off Off On On

400
MHz

On On Off On

450
MHz

Off On Off On

ROM 動作モード・スイッチ SW1-5

通常 Off (D)

リカバリー・モード On

Enet Operation SW1-6

通常 Off (D)

イーサネットを Disable On

Admin Password SW1-7

ロック Off (D)

アンロック On
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CMOS クリア・ジャンパー設定

動作モード SW1-8

通常 Off (D)

読み取りのみ On

Jumper Setting Description

J7E1 1-2 (D)
2-3

通常
パスワード消去、および構成情報の消去

(CMOSクリア)
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IntelliStation (Type 6893) - Pentium II,
Pentium III 350 ／400／450／500 MHz シ
ステム・ボード

注：

他のコネクターに関しては、336ページの「ライザー・カード
のレイアウト」の Type 6893を参照ください。
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IntelliStation (Type 6893) - Pentium II,
Pentium III 350 ／400／450／500 MHz シ
ステム・ボードの配置

.1/ バッテリー

.2/ スイッチ SW1

.3/ マイクロ・プロセッサー・ソケット

.4/ DIMM ソケット 0

.5/ DIMM ソケット 1

.6/ DIMM ソケット 2

.7/ CMOSクリア・ジャンパー J9

.8/ AGP 2X コネクター

.9/ ディスプレイ・コネクター

.1ð/ マウス/キーボード・コネクター (上 マウス/下 キー
ボード)

.11/ シリアル・コネクター (上 ポート 2/下 ポート 1)

.12/ USBコネクター (上 USB2/下 USB1)

.13/ パラレル・ポート

.14/ イーサネット RJ45コネクター

.15/ オーディオ・ライン・アウト

.16/ オーディオ・ライン・イン

.17/ マイクロフォン・コネクター
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IntelliStation (Type 6893) - Pentium II,
Pentium III 350 ／400／450／500 MHz ス
イッチ／ジャンパーの設定
次の表には、スイッチおよびジャンパーの設定情報が含まれていま

す。(D) は、省略時の設定値を示しています。

注

Pentium III プロセッサーの場合、速度スイッチの設定は不要
で、その設定は無視されます。

次の表には、スイッチおよびジャンパーの設定情報が含まれていま

す。(D) は、省略時の設定値を示しています。

Pentium II プロセッサー速度スイッチ設定 (SW1 1-4)

ROM 動作モード・スイッチ (SW1-5)

予約済スイッチ (SW1-6)

特権 アクセス・パスワード (PAP) スイッチ (SW1-7)

ジャンパー 設定 説明

CMOSクリア J9 2-3
1-2 (D)

CMOSリセット
通常

CPU
スイッチ
設定

SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

350/100
MHz

Off Off On On

400/100
MHz

On On Off On

450/100
MHz

Off On Off On

ROM 動作モード SW1-5

ROM リカバリー・モード On

通常 Off (D)

予約済 SW1-6

Reserved Off (D)
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ディスケット書き込みコントロール・スイッチ (SW1-8)

PAP SW1-7

Disable Off (D)

Enable On

Diskette Access SW1-8

書き込み 可 Off (D)

書き込み 不可 On
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IntelliStation (Type 6898) - Pentium II
266／300 MHz システム・ボード

33
34

37

32

35

38

31

36

39
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IntelliStation (Type 6898) - Pentium II
266／300 MHz システム・ボードの配置

.1/ - J1F1 CD-ROM オーディオ・コネクター (MPC3)

.2/ - J1M1 リアパネル用ファン・コネクター

.3/ 3.3 V, 5 V 電源コネクター

.4/ プライマリー・マイクロ・プロセッサー用ソケッ
ト

.5/ 電源コネクター

.6/ セカンダリー・マイクロ・プロセッサー用ソケッ
ト

.7/ DIMM コネクター (MEM 3,2,1,0)

.8/ - J7E1 CMOS クリア・ジャンパー

.9/ - J9L1 電源スイッチ/パワー・ハード・ディスク用 LED
コネクター

.1ð/ セカンダリー IDE コネクター

.11/ ディスケット・ドライブ・コネクター

.12/ プライマリー IDE コネクター

.13/ チャネル A SCSIコネクター (68ピン)

.14/ チャネル B SCSIコネクター (50ピン)

.15/ チャネル B SCSIコネクター (68ピン)

.16/ - J4F1 予約

.17/ - J11B1 SCSI LED コネクター (4 ピン)

.18/ - J12B3 内部スピーカー・コネクター

.19/ - J12B1 トップ・カバー取外し検出スイッチ・コネクター

.2ð/ - J12B2 フロント・パネル (上) 用ファン・コネクター

.21/ - J12A1 フロント・パネル (下) 用ファン・コネクター

.22/ スイッチ・セット (SW1)

.23/ バッテリー

.24/ - J10A1 SCSI LED コネクター (2 ピン)

.25/ - J6D1 Wake On LAN コネクター

.26/ - J9A1 Wake On Modem コネクター

.27/ RAIDport 拡張コネクター

.28/ ISA スロット・コネクター

.29/ - J0B1 外部 SM バス・コネクター

.3ð/ PCIスロット・コネクター

.31/ AGPスロット・コネクター

.32/ - J3F2 セカンダリー・マイクロ・プロセッサー用ファン
シンク・コネクター

.33/ - J2E1 プライマリー・マイクロ・プロセッサー用ファン
シンク・コネクター

.34/ マイクロフォン・コネクター

.35/ オーディオ・ライン・イン/アウト

.36/ RJ-45イーサネット・コネクター

.37/ パラレル/シリアル 1/シリアル 2 コネクター

.38/ USB 1/USB 2 コネクター

.39/ キーボード/マウス・コネクター

  参照情報 329



    
 

IntelliStation (Type 6898) - Pentium II
266／300 MHz スイッチ／ジャンパーの設定
以下のスイッチおよびジャンパーの設定情報です。(D) はデフォル
トの設定値です。

プロセッサー・スピード設定 (SW1 1-4)

NORMAL ROM 操作設定 (SW1-5)

Enet NORMAL 操作設定 (SW1-6)

管理者パスワード・ロック設定 (SW1-7)

ディスケット操作設定 (SW1-8)

Speed SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4

266
MHz

On On Off On

300
MHz

Off On Off On

Normal ROM Operation SW1-5

Normal Operation Off (D)

ROM Recovery Mode On

Enet Normal Operation SW1-6

Normal Operation Off (D)

Enet MAC Disabled On

Admin Password Lock SW1-7

Locked Off (D)

Unlocked On

Diskette Operation SW1-8

Normal Diskette Operation Off (D)

Read Only Diskette On
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CMOS クリア・ジャンパー設定

Jumper Setting Description

J7E1 1-2 (D)
2-3

Normal Operation
パスワードを消去し、再構成する。

(Clear CMOS)
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IntelliStation (Type 6899) - Pentium Pro
200 MHz システム・ボード

1
2
3

32

31

33

34

35

332 300/700保守マニュアル  



    
 

IntelliStation (Type 6899) - Pentium Pro
200 MHz システム・ボードの配置

.1/ オーディオ・ライン・アウト

.2/ オーディオ・ライン・イン

.3/ マイク

.4/ パラレル・ポート・コネクター

.5/ USB (ユニバーサル・シリアル・バス) コネクター

.6/ シリアル・ポートAコネクター(シリアル・ポートBは
ベース・フレームの後ろに配置されています。)

.7/ マウス・コネクター

.8/ キーボード・コネクター

.9/ 赤外線コネクター

.1ð/ - J15 LANウェイク・アップ

.11/ 5 V AUX コネクター

.12/ 電源スイッチ・コネクター

.13/ - J8 CMOSクリアー(パスワード) ジャンパー

.14/ ディスケット・ドライブ・コネクター

.15/ スイッチ・セット(SW1)

.16/ SCSI LEDコネクター

.17/ - J13 モデム・ウェイク・アップ

.18/ - J11 モデム・ウェイク・アップ

.19/ 1次IDEコネクター

.2ð/ 2次IDE コネクター

.21/ バッテリー

.22/ 電源コネクター(3.3 V)

.23/ 主電源コネクター

.24/ 副プロセッサー・ソケット

.25/ - J12 ファン・コネクター（副プロセッサー用）

.26/ レギュレータ・モジュール・コネクター（副プロセッ
サー用）

.27/ 主プロセッサー・ソケット

.28/ 電源LEDコネクター

.29/ ハード・ディスクLEDコネクター

.3ð/ ファン・コネクター、前面

.31/ インターナル・スピーカー・コネクター

.32/ DIMMコネクター

.33/ - J34 CD-ROMオーディオ・コネクター

.34/ ライザーカード・コネクター

.35/ - J20 シリアル・ポートBシステム・ボード・コネクター
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IntelliStation (Type 6899) - Pentium Pro
200 MHz 2 次マイクロプロセッサー・オプシ
ョン
モデルによっては 2 つのマイクロプロセッサーが付いてきます。

.1/ ファン・シンク押えクリップ

.2/ ファン・シンク パワー・ケーブル

.3/ ファン・シンク

.4/ 2 次マイクロプロセッサー

.5/ ボルテージ・レギュレータ・モジュール (VRM)

.6/ 2 次マイクロプロセッサー・ソケット

.7/ ファン・シンク パワー・ケーブル・コネクター

.8/ VRM コネクター

.9/ 1 次マイクロプロセッサー・ソケット

.1ð/ Pin 1 の位置

.11/ 熱拡散板
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IntelliStation (Type 6899) - Pentium Pro
200 MHz スイッチ／ジャンパーの設定
以下はスイッチおよびジャンパー設定情報です。(D) はデフォルト
の設定値です。

プロセッサー・スピード設定 (SW1 1-6)

追加のスイッチ設定 (SW1 7-8)

ジャンパー設定

スピ
ード

SW1-1 SW1-2 SW1-3 SW1-4 SW1-5 SW1-6

200
MHz

On Off On On Off N/A

説明 SW1-7 SW1-8

シリアル B
使用可能

 
On (D)

 
N/A

シリアル B
使用不可

 
Off

 
N/A

通常の
ディスケット
操作

 
N/A

 
Off (D)

読み出し専用
ディスケットの

操作

 
N/A

 
On

ジャンパー 設定 説明

J8 1-2 (D)
2-3

パスワード有効

パスワード無効 (CMOS クリアー)
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ライザー・カードのレイアウト

PC 300 (Type 6272) PCI/ISA ライザー・カ
ード

PC 300 (Type 6282) PCI/ISA ライザー・カ
ード

PC 300 (Type 6597) PCI/1SA ライザー・カ
ード
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PC 340 (Type 6560) PCI/ISA ライザー・カ
ード

Shared Slot

3.3 Volt PCI
Connector

PCI

ISA

On Other Side

On Other Side

On Other Side

PC 300 (Type 6561) PCI/ISA ライザー・カ
ード

PC 300 (Type 6562) PCI/ISA ライザー・カ
ード
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PC 330 (Type 6577) ISA/PCI ライザー・カ
ード

Shared
Slot 2

Shared
Slot 3

Shared
Slot 1

PCI

PCI

PCI

ISA

ISA

ISA

PC 300 (Type 6588) PC 350 (Type
6587、6589) PC 750 (Type 6887)
IntelliStation （Type 6888）ISA/PCI ライ
ザー・カード

(On other side)

Shared
Slot 2

Shared
Slot 3

Shared
Slot 1

PCI

PCI

ISA 4

ISA 5

ISA

ISA
PCI

ISA

PC 300 (Type 6592) ISA/PCI ライザー・カ
ード
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PC 300 (Type 6862) ISA/PCI ライザー・カ
ード

注

 Fan connector に接続されたファンは温度コントロールされ
ます。環境温度により、ファンは高回転、低回転または停止し
たりします。

PC 300 (Type 6892) ISA/PCI ラーザー・カ
ード

注

Front Fan と Disk Fan A は温度コントロールされます。こ
れらのファンは環境温度により高回転、低回転または停止した
りします。

Disk Fan B は温度コントロールされません。Disk Fan B は
電源がオンの間、回転しつづけます。
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IntelliStation (Type 6893) ISA/PCI ライザ
ー・カード

注

 Fan connector に接続されたファンは温度コントロールされ
ます。環境温度により、ファンは高回転、低回転または停止し
たりします。

IntelliStation (Type 6899) ISA/PCI ライザ
ー・カード
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その他の情報

オンライン・サポート情報
以下の情報は、インターネットから検索/ダウンロードすることがで
きます。

－ 保守マニュアル情報
－ 診断プログラム

－ システム ROM アップデート・ユーティリティー
－ デバイス・ドライバー

URL は、下記のとおりです。

http://www.pc.ibm.com/us/

頭字語、省略語、および用語
用語 説明

ACPA/A 音声取込みおよび再生アダプター (Audio Capture and
Playback Adapter)

ADP 自動データ処理 (Automatic Data Processing)
Alt 代替 (Alternate)
ANSI 米国規格協会 (American National Standards Institute)
ARTIC 実時間インターフェース共用プロセッサー (A Real Time

Interface Coprocessor)
ASCII 情報交換用米国標準コード (American National Standard

Code for Interface Interchange)
AT 高度技術 (Advanced Technology) (たとえば、AT バス)
AVC オーディオ・ビデオ接続 (Audio Video Connection)
BIOS 基本入出力システム (Basic Input/Output System) (システ

ム資源の制御)
bps ビット/秒 (Bits Per Second)
BPS バイト/秒 (Bytes Per Second)
CCITT 国際電信電話諮問委員会 (The International Telephone

and Telegraph Consultative Committee)
CCS 共通コマンド・セット (Common Command Set)
CCSB 共通完了状況ブロック (Common Complete Status

Block)
CCSB 構成制御サブ・ボード (Configuration Control Sub

Board)
CD コンパクト・ディスク (Compact Disc)
CDPD セルラー・ディジタル・パケット・データ (Cellular

Digital Packet Data)
CD-ROM CD 読取り専用メモリー (CD Read Only Memory) (デー

タ/音声の記憶)
CE 技術員 (Customer Engineer)またはサービス技術員

(Service Representative)
CRC 巡回冗長検査 (Cyclic Redundancy Check)
CRT 陰極線管 (Cathode Ray Tube)
CSD 訂正サービス・ディスケット (Corrective Service

Diskette)
CGA カラー・グラフィックス・アダプター (Color Graphics

Adapter) (EGA, VGA, XGA を参照)
CSA カナダ規格協会 (Canadian Standards Association)
DASD 直接アクセス記憶装置 (Direct Access Storage Device)

(ハード・ディスク、ディスケット)
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用語 説明

DMA ダイレクト・メモリー・アクセス (Direct Memory
Access)

DRAM 動的ランダム・アクセス・メモリー (Dynamic Random
Access Memory)

ECA 技術変更の発表 (Engineering Change Announcement)
ECC 誤り訂正コード (Error Correction Code)
EGA 拡張グラフィックス・アダプター (Enhanced Graphics

Adapter)
ESD 静電気放電 (Electrostatic Discharge)
ESDI 拡張小型装置インターフェース機構 (Enhanced Small

Device Interface)
EEPROM 電気的消去プログラム可能読取り専用メモリー

(Electrically Erasable Programmable Read Only
Memory)

EWS エネルギー・ワーク・ステーション (Energy Work
Station)

FRU 現場交換可能ユニット (Field Replaceable Unit) (交換可
能部品)

GPIB 汎用インターフェース母線 (General Purpose Interface
Bus) (IEEE 348)

GSA 一般サービス管理 (General Services Administration)
Ht 高さ (Height)
IDE 統合ドライブ・エレクトロニクス (Integrated Drive

Electronics)
IC 集積回路 (Integrated Circuit)
IEEE 米国電気電子学会 (Institute of Electrical and Electronics

Engineers)
IEC 国際電気標準会議 (International Electrotechnical

Commission)
IML 初期マシン・ロード (Initial Machine Load)
IPL 初期プログラム・ロード (Initial Program Load)
ISO 国際標準化機構 (International Organization for

Standardization)
ISDN 統合サービス・ディジタル網 (Integrated-Services Digital

Network)
LAN ローカル・エリア・ネットワーク (Local Area Network)
LBA ローカル・ブロック・アドレス (Local Block Address)
LTB ローカル転送バス (Local Transfer Bus)
LUN 論理装置番号 (Logical Unit Number) (たとえば、SCSI)
MAP 保守分析手順 (Maintenance Analysis Procedure)
MCGA 修正カラー・グラフィックス・アダプター (Color

Graphics Adapter) (320 x 200 x 256)
MCA マイクロ・チャネル・アーキテクチャー (Micro Channel

Architecture) (バス構造)
MHz メガヘルツ (Mega hertz) (100万サイクル/秒)
MIDI 楽器ディジタル・インターフェース (Musical Instrument

Digital Interface)
MM マルチメディア (Multimedia)
N/A 利用不能 (Not Available)または適用不能 (Not

Applicable)
NDD 国内販売部 (National Distribution Division)
NMI マスク不可能割込み (Non-Maskable Interrupt)
NSC 国内サポート・センター (National Support Center)
NVRAM 不揮発性ランダム・アクセス・メモリー (Non Volatile

Random Access Memory)
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用語 説明

OEM 相手先商標製造会社 (Original Equipment Manufacturer)
PCMCIA パーソナル・コンピューター・メモリー・カード

国際協会 (Personal Computer Memory Card
International Association)

POS プログラム式オプション選択 (Programmable Option
Select)

PUN 物理装置番号 (Physical Unit Number) (たとえば、SCSI)
RAID 低価格ディスクの冗長配列 (Redundant Array of

Inexpensive Disks)
RAM ランダム・アクセス・メモリー (読取り/書込み)
RGB 赤緑青 (Red Green Blue) (たとえば、モニターで)
RIPL リモート初期プログラム・ロード (Remote Initial

Program Load)
ROM 読取り専用メモリー (Read Only Memory)
SASD 順次アクセス記憶装置 (Sequential Access Storage

Device) (テープ)
SCB サブシステム制御ブロック (Subsystem Control Block)
SCSI 小型計算機システム・インターフェース (Small Computer

Systems Interface)
SCSI ID SCSI識別番号 (SCSI Identification Number)

(割当て装置番号)
SPD ソフトウェア製品説明 (Software Product Description)
SR サービス技術員 (Service Representative)
SRAM 静的ランダム・アクセス・メモリー (Static Random

Access Memory)
SVGA スーパー・ビデオ・グラフィックス・アレイ (Super Video

Graphics Array)
STN スーパー・ツイスト・ネマチック (Super Twisted

Nematic)
T/A NDD 技術アドバイザー (NDD Technical Advisor)

(営業担当員など)
TDD 耳の不自由な人用の通信装置 (Telecommunications

Device for the Deaf)
TFT 薄膜トランジスター (Thin-Film Transistor)
TPF ThinkPadファイル (ThinkPad File)
UL 損害保険業研究所 (Underwriters Laboratory)
VCA ビデオ取込みアダプター (Video Capture Adapter)
VESA ビデオ電子規格協会 (Video Electronics Standards

Association)
VGA ビデオ・グラフィックス・アレイ (Video Graphics Array)

(640x480x16)
VPD 重要プロダクト・データ (Vital Product Data)
VRAM ビデオ・ランダム・アクセス・メモリー (Video Random

Access Memory)
WORM 1 回書込み/読取り数回媒体 (Write Once, Read Many

Media)
XGA 拡張グラフィックス・アレイ (Extended Graphics Array)

(1024 x 768 x 256)
Y/C 輝度/色光度信号 (Luminance/Chrominance Signal)

(ビデオについて)
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問題判別のヒント
ハードウェアとソフトウェアにはさまざまな組合せがあるため、以
下の情報を使用して、問題の判別に役立ててください。

� 最新のハードウェア変更を確認してください。345ページの
『ハードウェアに関する考慮事項』 を参照してください。

� 最新のソフトウェア変更を確認してください。346ページの
『ソフトウェアに関する考慮事項』 を参照してください。

� BIOSが最新レベルであることを確認してください。346ペー
ジの『BIOS』 を参照してください。

� ドライバーが最新レベルであるかどうか確認してください。

346ページの『ドライバー』 を参照してください。
� 構成がハードウェアと一致するかどうか確認してください。

347ページの『システム資源衝突』 を参照してください。
� 診断ディスケットが最新レベルかどうかを確認してくださ

い。345ページの『ファイル更新』 を参照してください。

問題判別を行う際は、以下の質問項目を検討してください。

� 診断に障害がありますか?
� どのような障害が、いつ、どこで起きましたか?また障害が

発生したのは、単一のシステムですか、複数のシステムです

か?
� その障害は繰り返しますか?
� この構成は今までに作動したことがありますか?
� 作動したことがある場合、障害が起きる前にどのような変更

を加えましたか?
� これは、最初に報告された障害ですか?

重要

混乱を避けるために、同一システムを同一であると見なすの
は、以下の場合だけにしてください。

1. 機械のタイプとモデルが正確である

2. BIOSレベルが同じである
3. 同じ位置に同じアダプター/接続機構がある
4. アドレス・ジャンパー/ターミネーター/ケーブル配線が

同じである

5. ソフトウェアのバージョンとレベルが同じである

6. 参照/診断ディスケット（バージョン）が同じである
7. システムに設定された構成オプションが同じである

8. オペレーション・システム制御ファイルのセットアップ
が同じである

“作動中のシステムと作動中でないシステム”との間で構成とソ
フトウェアのセットアップを比較すると、問題が解決する場合
がよくあります。
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ファイル更新
World Wide Web (WWW) または BBS を使用して BIOS フラッ
シュ、およびデバイス・ドライバーの各ファイルをダウンロードし
ます。

PC Series 300/700 および IntelliStation システムに関しては、
WWW のアドレスは以下のとおりです。

http://www.pc.ibm.com/us/files.html

ハードウェアに関する考慮事項
以下のツールを使用し、ハードウェア関連の問題の識別および解決
に役立ててください。

� 自己診断テスト (POST)
� POSTビープ音コード
� テスト・プログラム

� エラー・メッセージ

POSTは以下を実行します。

� 基本的なシステム・ボードの動作チェック

� メモリーの動作チェック

� ビデオ動作の始動

� ディスケット・ドライブの動作確認

� ハード・ディスク・ドライブの動作確認

サービスを実施しているシステム付属のテスト・プログラムを使用

し、システムおよび一部の拡張装置の IBM 構成要素をテストしま

す。また、DOSコマンドまたは OS/2ユーティリティーから、
CHKDSK コマンドを用いて、ハード・ディスク・データの割振り
エラーのチェックならびに修復を行います。

ソフトウェア (オペレーティング・システムまたはアプリケーショ
ン・プログラム)によって生成されるエラー・メッセージは、一般的
にはテキスト・メッセージですが、テキスト、数値、あるいは、テ
キストと数値の両方によることもあります。

システムに関する問題を示すエラー・メッセージがあるときは、常
にこの保守マニュアル内の一般的なチェックの手順に従って問題を
解決してください。

基本的には５種類のエラー・メッセージがあります。

� POSTエラー・メッセージ は、POSTがハードウェアの問
題を検出するか、あるいはハードウェア構成における変更を
検出したときに表示されます。

� POSTビープ音コード は、POSTが問題を検出した場合、
スピーカーから音が発せられます。ビープ音１つは、POST
が正常に完了したことを示します。複数のビープ音は、問題
が検出されたことを示します。

� 診断エラー・メッセージ は、テスト・プログラムがハードウ
ェア構成要素の問題を検出したときに表示されます。

� ソフトウェア生成エラー・メッセージ は、問題または衝突が
アプリケーション・プログラム、オペレーティング・システ
ム、あるいはそれらの両方によって検出された場合に表示さ
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れます。これらのメッセージの説明については、導入された
ソフトウェア・パッケージとともに提供される情報を参照し

てください。また 346ページの『ソフトウェアに関する考慮
事項』 も参照してください。

� 複数のメッセージ は、最初のエラーがさらに別のエラーを生
じさせるときに現れます。表示された最初のエラーに関する
推奨処置に従ってください。

ソフトウェアに関する考慮事項
以下の場合には、ソフトウェアの障害を疑ってみてください。

� ハードウェア診断はエラーなしで実行される。

� ハードウェア構成要素を取り替えても問題を特定できない。

ソフトウェアの問題は、ハードウェアおよびオペレーティング・シ
ステムのデバイス・ドライバーあるいはダイレクト・ドライバー間
のミスマッチ の結果であることもあります。

BIOS: BIOSは、システム・ソフトウェア、アプリケーショ
ン・ソフトウェア、およびオペレーティング・システム間のインタ
ーフェース として機能します。

BIOSは、基本システム以下の構成要素を操作するための指示を含
みます。

� キーボード

� シリアルおよびパラレル・ポート

� ディスケット・ドライブ

� ハード・ディスク・ドライブ

� VGA ディスプレイ
� クロック

� メモリー・コントローラー

次に BIOSは IPL またはブート機能を開始します。

ドライバー: デバイス・ドライバーは、その他のハードウェア

に関する BIOS です。デバイス・ドライバーは、オペレーティン
グ・システムに対する以下を含むハードウェア割当ての通信機能で
す。

� IRQ レベル
� DMA チャネル
� I/O アドレス
� ROM または RAM

HIMEM.SYSなどの一部のデバイス・ドライバーは位置に対して
敏感で、CONFIG.SYSファイル内のその他のデバイス・ドライバ
ーより前に置かれなければなりません。

すべてのデバイス・ドライバーが CONFIG.SYSファイル内にある
わけではありません。進んだオペレーティング・システムは、.INI
ファイルを使用してデバイスの設定および起動を行います。

デバイス・ドライバーはハードウェアに対して５種類の方法でアク
セスすることができます。
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� ダイレクト・ドライバーを使用して、オペレーティング・シ

ステムから直接ハードウェアへ。 BIOSを迂回するダイレク
ト・ドライバーは、高速のスループットという利点を持ちま
すが、欠点としてはエラー処理能力の制限およびソフトウェ
アならびにハードウェア互換性および柔軟性の減少がありま

す。この方式は、IBM PC シリーズ・システムでは使用され
ていません。

� オペレーティング・システムから BIOS、ハードウェアへ。
これは推奨される方式です。これはハードウェアに依存しな
いために最も柔軟なものです。

� アプリケーションからオペレーティング・システム、BIOS、
ハードウェアへ。この方式は柔軟性に欠け、オペレーティン
グ・システムに依存します。

� アプリケーションから BIOS、ハードウェアへ。この方式は
やや柔軟性を持ちますが、BIOSに依存します。

� アプリケーションからハードウェアへ。この方式はハードウ
ェアに依存して非常に柔軟性がありませんが、高速、高効率
で、オーバーヘッドを持ちません。

システムへのアダプターの追加
アダプターがシステムに追加されるときは、メモリー内のある区域
がそのプログラムを実行するために割り振られなければなりませ
ん。これはハードウェア・スイッチまたはソフトウェア・マッピン
グ のいずれかによって実行可能です。

ソフトウェア・マッピングに衝突が存在する場合は、

� IRQ, DMA, I/O ファイルドレス、または RAM 位置に対し
て接続される第１の装置は機能する可能性があります。第２
の装置は検出されません。

� 独立型診断は正しく機能するでしょう。何故ならば検出され
た装置は稼動している唯一のデバイスだからです。

以下の場合にソフトウェア構成衝突が発生します。

� ハードウェアの構成が、それを使用するソフトウェアの期待
とは異なる形で構成されている。

� ハードウェア・メモリー・アドレス空間が、アプリケーショ
ン・ソフトウェアによって使用されるメモリーと衝突してい
る。

システム資源衝突
以下についてシステム資源衝突が存在するときは、システム障害が
発生します。

� 割り込み要求待ち行列 (IRQ)
� ダイレクト・メモリー・アクセス (DMA)
� I/O アドレス
� ROM および RAM アドレス

IRQ:

� 各 I/O 装置に対して固有の割り込み要求回線を割り当てます
(回線番号は0 ～ 15)。

� プロセッサーに対して割り込みをかけ、要求に対して実行を
行うことを強制します。

  参照情報 347



    
 

� 優先順位に基づいて割り込みを処理します (低い数値は高い優
先順位を持つ)。

� 待ち行列割り込み要求

IRQ 衝突は、ある割り込みに対して複数の割当て が存在するとき
に発生します。IRQ 衝突が存在する場合には、システムはハングし
ます。ハードウェア構成要素を置き換える前に、システム診断を用
いて、同一割り込みレベルに対して複数の割当てが存在していない
かどうかチェックしてください。

DMA:

� プロセッサーを迂回してメモリーにアクセスします。これに
より、プロセッサーはアプリケーションおよびプログラムに
対してより多くの時間を割り当てることができます。

� 一部のシステム上では、シリアルおよびパラレル・ポートか
ら直接メモリーにアクセスします。

� DMA チャネル を使用して一部のアダプターから直接メモリ
ーにアクセスします。これによって、アダプターはより高速
に動作することができます。

� 4 ～ 15の DMA チャネルを提供します。この数はシステム
によって異なります。

同一 DMA チャネルの複数割当て が生じた場合は、システムはハ
ングします。ハードウェア構成要素を置き換える前に、システム診

断を用いて、同一 DMA チャネルに対して複数の割当てがないかど
うかチェックしてください。

I/O アドレス:

固有の I/O アドレスか各システム構成要素に割り当てられます。

同一 I/O アドレスの複数割当てが発生した場合には、システムはハ
ングします。ハードウェア構成要素を置き換える前に、DOS
MEMコマンドを用いて、同一 I/O アドレスに対する複数の割当て
がないかどうかチェックしてください。

ROM および RAM アドレス:

プロセッサーを搭載したアダプター・カードは、RAM および

ROM を含むことができます。アダプター・カードにメモリーが搭
載されている場合には、

� ROM はアダプター I/O に関する操作命令を含みます。
� RAM はバッファリングのために使用されます。

２つのアダプターが同一メモリー領域を使用する場合は、障害が発
生します。この障害はハードウェア障害のように思われることもあ
ります。

IRQ レベル、DMA チャネル、I/O アドレス、および ROM と
RAM アドレスは、すべて衝突およびシステム問題の原因となり得
ます。衝突が生じると、システムのハング、デバイスの喪失または
欠落、データの不正または不良、あるいは診断障害として現れま
す。ハードウェア構成要素を置き換える前に、常にこれらの分野に
おける衝突を排除してください。
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特記事項
本書において、日本では発表されていないIBM製品（機械およびプ
ログラム）、プログラミングまたはサービスについて言及または説
明する場合があります。しかし、このことは、弊社がこのような

IBM製品、プログラミングまたはサービスを、日本で発表する意図
があることを必ずしも示すものではありません。本書で、IBMライ
センス・プログラムまたは他のIBM製品に言及している部分があっ
ても、このことは当該プログラムまたは製品のみが使用可能である
ことを意味するものではありません。これらのプログラムまたは製

品に代えて、IBMの知的所有権を侵害することのない機能的に同等
な他社のプログラム、製品またはサービスを使用することができま

す。ただし、IBMによって明示的に指定されたものを除き、これら
のプログラムまたは製品に関連する稼働の評価および検証はお客様
の責任で行っていただきます。

IBMおよび他社は、本書で説明する主題に関する特許権（特許出願
を含む）商標権、または著作権を所有している場合があります。本
書は、これらの特許権、商標権、および著作権について、本書で明
示されている場合を除き、実施権、使用権等を許諾することを意味
するものではありません。実施権、使用権等の許諾については、下
記の宛先に、書面にてご照会ください。

〒106-0032東京都港区六本木3丁目2-31
AP事業所
IBM World Trade Asia Corporation
Intellectual Property Law & Licensing

商標
以下の用語は、米国内および他の地域における IBM Corporation
の商標です。

ActionMedia, Celeron, LANDesk, MMX, Pentium, ProShare, そ

して Xeonは米国内および他の地域における Intel Corporationの
商標または登録商標です。

Microsoft, Windows, Windows NT,そして Windows logo は
Microsoft Corporation の登録商標です。

他社の名前や製品名、サービス名は他社の商標やサービス・マーク
でありえます。

Asset ID AT BookManager
Business Partner EduQuest FaxConcentrator
HelpCenter HelpClub HelpFax
HelpWare IBM IntelliStation
Micro Channel NetView OS/2
PC 300 PC 700 Personal System/2
Portmaster PS/1 PS/2
PS/ValuePoint Rapid Resume SelectaSystem
Skill Dynamics SystemView SystemXtra
ThinkPad TrackPoint TrackPoint II
Wake on LAN XGA  
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